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１　がんゲノム予防医療プロジェクト

＜研究課題＞　1 －（1）

大規模病院疫学研究をベースとした環境要因・遺伝要因を用
いた散発性がんの個別化予防を志向したエビデンスの創出研究

A project constructing of evidences for individualized 
cancer prevention of sporadic cancers using environmental 
and genetic information based on a large-scale hospitable-
based epidemiological research at Aichi Cancer Center.

＜研究者氏名＞

所　属　部　がん予防研究分野　
研究者氏名　松尾恵太郎
共同研究者　 伊藤秀美、井本逸勢、尾瀬　功、小栁友理子、 

谷山祐香里、春日井由美子

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】

（目的）

遺伝性腫瘍を除く散発性のがんの予防には、がん罹患リスク
を下げるための１次予防、がん死亡リスクを下げるための 2 次
予防（検診）、がん再発・副作用等の予防を目指す 3 次予防が
ある。統合的ながん予防を実践するためには、この三種類の予
防を意識した統合的な研究を実施する必要がある。

本邦におけるがん予防エビデンスは、環境情報あるいは遺伝
子情報の一方のみに基づく研究が殆どで、両者を組み合せた形
の予防エビデンスの構築には程遠い。国際的には、両者を組み
合せた予防への試みが為されている。我々は、愛知県がんセン
ター病院初診患者を対象に、網羅的に実施した疫学調査

（HERPACC）を基に、飲酒という特定の環境要因に注目し、
その遺伝的背景との組合せによる予防効果を 1 ～ 3 次予防の観
点から頭頸部・食道・胃・大腸・膵臓・乳腺の診療科との連携
により追及してきた実績がある（Matsuo et al. Carcinogenesis 
2001, 2006, 2013 等）。飲酒以外のリスク要因にも同様のアプ
ローチを個別に実施している。ただし、網羅的遺伝情報と環境
要因との組み合せた検討は、まだ端緒に手を付けたのみである

（Sueta A et al.Breast Cancer Res Treat 2012, Abe M et al. J 
Cancer Res Clin Oncol 2017, Koyagani et al. Eur J Cancer 
Prev 2017）。本プロジェクトでは、HERPACC の疫学調査資
料、試料を元に大規模な分子疫学的な検討を行い、各種散発性
のがんに対する個別化予防につながるエビデンスの構築を目的
とする。

（方法）

2001 年～2013 年に実施された HERPACC 研究に基づき、遺
伝子解析、検査情報を含む臨床情報とのリンケージに関する同
意をし、且つ詳細な疫学情報の得られた 25,407 名の参加者か
ら選択する。うち、非がん者 13,814 名（ゲノムスキャン未 7,200

名、以下（）内は同じ）、胃がん 1,480 名、大腸がん 1,144 名、
食道がん 659 名、膵臓がん 386 名、頭頸部がん 877 名（265）、
乳がん 1,217 名（200）、肺がん 1,418 名が主たる研究の対象で
ある。また、2017 年 11 月より検体収集が開始されたキャン
サーバイオバンク愛知の参加者（2018 年 7 月より疫学情報も
収集、年 4～5000 名収集見込み）も検証用の対象者として含め
る予定である。バイオバンク対象者も遺伝子解析に関する同意
を取得済である。非がん対照者に関しては、各がん症例と性・
年齢等をマッチングした 4,500 名程度をランダムサンプリング
する。これらのデータを用い、症例対照研究を実施し、エビデ
ンスの構築を図る。

（進捗状況）

ゲノムスキャンの進捗に関しては、非がん者 13,814 名（7,200）
名、胃がん 1,480 名、大腸がん 1,144 名、食道がん 659 名、膵
臓がん 386 名、頭頸部がん 877 名（612）、乳がん 1,217 名（200）、
肺がん 1,418 名がスキャンを終え､ これに更に約 2000 名を超
えるデータが本年度追加されている。

現在、国立がん研究センター、名古屋大学、東北大学、岩手
医科大学、京都大学との連携により、日本人の飲酒行動を決め
る遺伝子座に関する全ゲノム関連解析研究 GWAS の Meta-
analysis を実施している。ALDH2 の rs671 遺伝子型で層別す
る事により、アルコール代謝関連酵素の遺伝子座を含む新たな
遺伝子座を見出している。現在これらの再検を大阪大学・東
大・理化学研究所と実施している。また、飲酒関連がんリスク
に対する、新規の遺伝子座の影響を検討している。

さらには、HERPACC の全対象者に対して遺伝性腫瘍関連
遺伝子の生殖細胞系の変異情報の構築も行い、バイオバンク
ジャパン（東大・理化学研究所）との共同研究として検討して
いる。

（考察）

飲酒関連がんは、遺伝子環境要因交互作用が明らかに認めら
れるがん種であり、今回の発見が個別化予防に資するエビデン
スとなる事が期待される。生殖系細胞の遺伝子異常に関しては、
胃がんに関して新たな個別化予防のエビデンスを見出すに至っ
ている。HERPACC の情報を元に、更に国内外の研究チームと
連携することで所期の目的を達成する事ができると考えられる。

２　がん超精密医療プロジェクト

＜研究課題＞　2 －（1）

分子標的治療薬に対する耐性機序解明に関わる基盤形成
Molecular and cellular biology tissue culture core project to 

interrogate the mechanism of resistance to molecular targeted 
therapy

第 1 章　研究抄録関係

1．重点プロジェクト研究
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＜研究者氏名＞

所　属　部　 がん標的治療トランスレーショナルリサーチ分
野　

研究者氏名　衣斐寛倫
共同研究者　室　圭、藤原　豊、松下博和、青木正博

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】

分子標的治療は、主にドライバー遺伝子異常に対する治療薬
であり、がん薬物療法において頻用されている。また、近年次
世代シーケンサー（NGS）解析の臨床応用に伴い、固形腫瘍に
おいて頻度の低いドライバー遺伝子異常が発見され、発見され
た異常に対する標的薬が奏効することが明らかとなってきた。
さらに、頻度の低い遺伝子異常を網羅的に検討するため、がん
遺伝子パネル検査が開発され、実地臨床でも使用されている。
本課題では、生検・手術検体よりオルガノイドライブラリーを
作成する。オルガノイド作成の対象となるのは、大腸がん手術
症例、分子標的薬耐性症例（主に肺がん）、治験薬耐性例、遺
伝子パネル検査で特徴的な異常を示した後に治療上の理由で生
検が行われる症例である。大腸がんについては、手術検体の全
エクソームシーケンス解析結果に基づき、患者特異的かつク
ローナルな 16 の体細胞変異を選定し ctDNA 解析を行い、術
後再発モニタリングを行う臨床試験（CIRCULATE-JAPAN）
に登録された症例を対象とする。大規模試験に登録され臨床情
報などが豊富な症例、および特徴的な遺伝子異常・臨床経過を
示す症例のオルガノイドから、細胞株・ゼノグラフトを作成し
解析することで新規治療開発につなげる。当院は、令和 3 年度
末までに CIRCULATE-JAPAN 試験へ 80 例登録し、これらに
対し RNA-seq 解析を行うとともに、エクソーム解析結果と
ctDNA 解析結果を統合した。オルガノイドについては、44 例
の作成に成功し、凍結保存した。また、当センターより登録さ
れた症例と、試験全体の症例について統合解析を行い、本来検
出されるべき術前 ctDNA が陰性の症例について、細胞内で活
性化するシグナルと、腫瘍微小環境において特徴的にみられる
免疫細胞の特定を行った。今後、作成したオルガノイドライブ
ラリーを用い、術前 ctDNA 陰性の原因、術後補助療法感受性・
抵抗性因子の解明を行い、腫瘍の状態をより正確に評価する手
法の開発につなげる予定である。

＜研究課題＞　2 －（2）

難治癌 PDX モデルのライブラリー整備とその多層的オミク
ス解析による統合データ基盤構築

Establishment of multi-omics database for PDX models of 
refractory cancer

＜研究者氏名＞

所　属　部　分子診断 TR 分野　
研究者氏名　田口　歩
共同研究者　 原　和生、清水泰博、藤原　豊、黒田浩章、 

堀尾芳嗣、田近正洋、伊藤誠二、小森康司、 
筑紫　聡、安部哲也、夏目誠治、細田和貴、 
松下博和、衣斐寛倫、小根山千歳、山口　類

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】

肺癌、膵癌、胆道癌などに代表される難治癌は、早期診断が
困難であり、診断された時には現行の治療法では治癒しがたい
ほどに進行していることが多い。次世代シーケンシングなどの
解析手法の進歩によって、難治癌の分子生物学的な知見は集積
しつつあるものの、有効な診断・治療法の開発には至っておら
ず、革新的なアプローチによって、難治癌の克服に取り組む必
要がある。

本プロジェクトでは、難治癌 PDX 腫瘍の多層オミクス解析
によって、ゲノム解析だけでは得られない、新規の情報に基づ
く革新的な難治癌の診断・治療法の開発を目指すとともに、多
層分子プロファイルと膨大な臨床データ、さらにそれらのバイ
オインフォマティクス解析まで統合した、難治癌オミクスデー
タベースの構築を目指す。

令和 4 年度までに、200 例を超える PDX モデル（膵、大腸、
胃、食道、肺、肉腫、肝）作成と約 40 例の PDX 由来細胞株
の樹立に成功し、特に、サーフェスオーム解析による新規抗体
医薬の開発（膵、大腸）、HLA リガンドーム解析による個別化
がんワクチン療法の開発（肺、胃）、リン酸化プロテオーム解
析による新規分子標的治療開発（膵、大腸）など、既存研究で
は俯瞰しえなかった革新的分子診断・治療標的群の大規模な開
拓を進めている。また、我々が構築した難治がん PDX モデル
ライブラリーは、詳細な臨床情報と、ゲノム、トランスクリプ
トーム、空間プロテオームを含む高深度な多層オミクスデータ
が付帯している点で、他に類を見ない、極めてユニークなライ
ブラリーであるとともに、特に膵がんにおいては、国内外の膵
がん PDX ライブラリーと比較してもトップクラスの作成症例
数を達成している。

今後は、引き続き PDX モデルの作成を行うと共に、PDX ラ
イブラリーの品質管理や PDX モデルを用いた前臨床試験にお
ける SOP の整備を進めて、データベースと合わせて革新的創
薬プラットフォームとしての導出を目指す。

３　がん免疫ゲノムプロジェクト

＜研究課題＞　3 －（1）

がん免疫ゲノムデータを基盤とした革新的な抗原特異的免疫
治療法の開発

＜研究者氏名＞

所　属　部　腫瘍免疫制御 TR 分野　
研究者氏名　松下博和
共同研究者　 黒田浩章、藤原　豊、堀尾芳嗣、山口　類、 

衣斐寛倫、田口　歩、岡村文子、村岡大輔、 
花井信広、大野真佐輔、籠谷勇紀、細田和貴、
関戸好孝、井本逸勢

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】

免疫チェックポイント阻害剤（ICI）の開発により、がん治
療のパラダイムシフトが起きたが、奏効率は未だ 20% 程度に
過ぎない。腫瘍浸潤リンパ球（TIL）の中で、ICI で再活性化
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される T 細胞は一部の前駆疲弊 T 細胞であり、多くの T 細胞
は、持続的な抗原刺激により不可逆的な疲弊状態になっている
と考えられる（Oliveira et al, Nature 2021）。そこで、治療効
果を高めるためには、この疲弊 T 細胞を若返らせる方法を開
発するか、あるいは、抗原特異的 T 細胞を新たに補充する必
要がある（Blass et al, Nature Rev Clin Oncology 2021）。後者
には、がんワクチンにより生体内に抗原特異的メモリーT 細胞
を誘導する方法と、抗原特異的な T 細胞受容体（TCR）遺伝
子を導入したT細胞を生体外で作製し生体に戻す方法等がある。

重点プロジェクト研究では、これらの免疫療法を目指した基
盤研究を進めている。まず、上記の免疫療法の適応症例の選択
が重要になるが、その選択のためには腫瘍内免疫微小環境の理
解が非常に重要である。これまで 113 例の肺癌症例の次世代
シーケンス（NGS）データを網羅的に解析し、腫瘍免疫微小環
境（TIME） ス コ ア の 開 発 を 行 っ た（Shinohara et al, J 
Immunother Cancer 2022）。さらに、その TIME スコアで、
免疫スコアの高い肺癌検体を活用し、腫瘍特異的 T 細胞とそ
のコグネイト抗原をペアで同定する TCR- 抗原ペア同定システ
ムを日本電気株式会社 AI 創薬統括部と共同で構築した 

（Komuro et al, J Immunother Cancer 2023）。
今後は、TCR- 抗原ペア同定システムをさらに高精度化する

ことで、各症例からの TCR と抗原のペア同定の効率を上げ、
得られた情報を TIME の評価に統合し、ワクチンの選択基準
や治療効果予測プログラムの構築に応用する。そして、肺癌に
対する個別化がんワクチンの臨床試験の準備をすすめていく。
また、TCR- 抗原ペア同定システムの確立により、TCR の情報
が取得可能になったことから、TCR 遺伝子導入 T（TCR-T）
細胞治療に向けた基礎研究を開始している。さらに、TCR 改
変技術と機械学習を融合させ、治療応用可能な高親和性 TCR
の取得を目指し、将来の固形がんに対する TCR-T 細胞治療の
基盤データを構築する。肺癌をロールモデルに、他のがん種、
特に頭頚部癌、悪性脳腫瘍、悪性中皮腫等に対象を拡大する。

＜研究課題＞　3 －（2）

遺伝子改変による腫瘍浸潤Ｔ細胞の改良技術構築と難治性が
んを標的としたキメラ抗原受容体Ｔ細胞療法の新規開発

Development of genetically modified tumor-infiltrating T 
cell therapy with improved function and chimeric antigen 
receptor-engineered T cell therapy against refractory cancer

＜研究者氏名＞

所　属　部　腫瘍免疫応答研究分野
研究者氏名　籠谷勇紀
共同研究者　鈴木史朗、細田和貴、松下博和、小根山千歳

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】

がん抗原を認識する T 細胞を体外で準備して、医薬品とし
て患者に輸注する免疫細胞療法養子免疫療法は、キメラ抗原受
容体 （chimeric antigen receptor: CAR）や T 細胞受容体 （T 
cell receptor: TCR）を導入して抗腫瘍 T 細胞を作製する遺伝
子 改 変 T 細 胞 療 法 と、 腫 瘍 に 浸 潤 す る リ ン パ 球 （tumor 

infiltrating lymphocyte: TIL）を用いる TIL 療法がある。前者
は B 細胞性腫瘍を標的とした CD19 に対する CAR-T 細胞療法
が既に実臨床に導入されているが、固形がんに対する治療では
持続的な治療効果は得られていない。腫瘍微小環境における T
細胞の機能低下を抑制するための研究開発が必要で、遺伝子改
変による T 細胞の機能強化が期待されている。一方、造血器
腫瘍細胞と異なり、固形がんではがん細胞間の異質性が高く、
単一標的抗原により治癒を目指すことの難しさが指摘されてい
る。この点で複数のがん抗原を認識するポリクローナルな集団
である TIL 療法の活用も期待されるが、現状では免疫チェッ
クポイント阻害剤に勝る治療効果は示されていない。

我々は、第 1 期重点プロジェクトにおいて抗腫瘍 T 細胞の
長期生存能獲得に資する遺伝子改変方法の探索を進め、
PRDM1 遺伝子ノックアウトによる長期生存型 CAR-T 細胞の
作製に成功した。また T 細胞の生存に重要なサイトカインシ
グナルを恒常的に誘導するアプローチも進め、最適な強度の
IL7 シグナルを恒常的に活性化させる人工受容体を開発した 

（PCT/JP2022/16453）。さらに、細胞療療法とは異なるアプ
ローチで、体内の免疫細胞を用いて抗腫瘍効果を引き出す免疫
チェックポイント阻害剤、二重特異性抗体 （BiTE）などの特
長を包含した抗腫瘍ナノ粒子の開発も進め、白血病モデルにお
ける有効性を示した。これらの成果を端緒としてさらに発展さ
せるために、本研究では以下の 2 つの研究推進を目的とした。
①  CAR-T 細胞、TIL の治療効果を増強する新規エピジェネ

ティック因子改変方法の探索・同定
② 内在性 T 細胞に有効な抗腫瘍効果を誘導するナノ粒子開発
①抗腫瘍 T 細胞の機能を高める遺伝子改変方法の探索

T 細胞機能に広範な変化を起こすことができる遺伝子改変方
法をエピジェネティック因子、マイクロ RNA、RNA 結合タン
パク質に着目して探索した。これまでに同定していた PRDM1
ノックアウトによる CAR-T 細胞、TIL の機能強化については
一連のデータをまとめ、学術論文として発表した（Yoshikawa 
et ak. Blood 2022）。マイクロ RNA、RNA 結合タンパク質に
ついても、CAR-T 細胞の終末分化に伴って発現変化が起こる
遺伝子群を既存データなどをもとに抽出し、候補因子の同定を
進めた。

一方、この過程で疲弊状態に陥った T 細胞の状態を推定す
るために有用なマーカーとして CD83 を同定した。同分子を発
現する疲弊 T 細胞は長期生存能に優れる前駆疲弊 T 細胞を
マークすることを示し、学術論文として発表した（Wu et al. 
Commun Biol 2023）。
②内在性 T 細胞に有効な抗腫瘍効果を誘導するナノ粒子開発

前年度までに検討を行った免疫制御分子を搭載した抗腫瘍ナ
ノ粒子の治療効果を in vivo で検証した。白血病モデル、固形
がんマウスモデルを用いて、複数の免疫制御分子を投入するこ
とにより生体内での抗腫瘍効果が増強されることを確認したほ
か、ナノ粒子の半減期、生体内分布などを生体内イメージング
技術を用いて評価した。これらの開発に関する知財出願を行っ
た後 （特願 2022-069831）、今後は学術論文として発表する準備
を進めている。

― 61 ―



４　がん情報革命プロジェクト

＜研究課題＞　4 －（1）

愛知県のがん対策、医療評価と将来予測のための、生活習慣
情報、社会経済的情報、医療情報の連結データベースの構築と
活用

Development and utilization of linkage database of official 
information of cancer incidence and death, l ifestyle, 
socioeconomic, health and medicine for evaluation and 
prediction of cancer control and quality of medical care in 
Aichi prefecture

＜研究者氏名＞

所　属　部　がん情報・対策研究分野　
研究者氏名　伊藤秀美
共同研究者　古平　毅、山本一仁、岩田広治、山口　類

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】

［1］がん予防協同プロジェクト

愛知県内の公的情報や医療情報を、地理的に連結させたビッ
グデータの基盤を構築し、愛知県のがん予防、がん医療に資す
る研究を推進している。創出される情報あるいは結果をがん対
策の現場である愛知県や県内の市町村、がん医療の現場である
地域がん診療連携拠点病院へ還元することで、愛知県全体のが
ん予防やがん医療の向上に役立てることが可能となる。

一般公開されている国勢調査情報は e-stat「政府統計の窓口」
より情報を抽出し、特定健診情報を含むＮＤＢ情報、人口動態
調査死亡情報は厚生労働省へ、がん登録情報は愛知県へ提供申
出を行い、情報提供を受けた。これらの情報それぞれが持つ町
域毎の観測数を、町域ポリゴンと学校区ポリゴンを用いて面積
按分して学校区別の該当数を求めた上で、学校区別に以下の指
標を算出し、視覚化した。①アウトカム：愛知県がん登録情報
と 人 口 動 態 調 査 死 亡 情 報 を 用 い、 標 準 化 罹 患・ 死 亡 比

（Standardized incidence & mortality rate: SIR/SMR）と標準
化罹患比の経験的ベイズ推定量（Empirical bayes SIR/SMR: 
EBSIR/EBSMR）（全がん　部位別、男女計）を算出した。②
社会経済的指標：地理的剥奪指標（Areal deprivation index: 
ADI）;　国勢調査情報（該当数と人口）から算出した、高齢
者夫婦世帯割合、高齢者単身世帯割合、母子世帯割合、賃貸住
宅居住割合、サービス・販売業割合、農業割合、ブルーカラー
割合失業割合を用いて算出し、さらに人口のばらつきを考慮し
て相対的な剥奪水準の位置として 0 から 1 に標準化した。また、
e-stat 上の国勢調査情報より人口密度を抽出した。③特定健診
情報から喫煙、飲酒、肥満、運動習慣等の生活習慣情報を抽出
し、喫煙率、飲酒率、肥満率、運動習慣率を求めた後、標準化
該当比をそれぞれ算出した。また、Flex scan 法による空間集
積性の評価を行った。本年度も昨年度に引き続き、貧困ががん
罹患や死亡に与える影響が都市度によって異なるのではないか
という仮説のもとに、解析を行っている。

［2］拠点病院プロジェクト

愛知県がんセンターが都道府県がん診療連携連拠点病院とし

て主催する協議会を通じ、厚生労働省が指定する愛知県内の
19 の地域がん診療連携拠点病院と愛知県が指定する 8 の愛知
県がん診療拠点病院（以後、拠点病院）に本プロジェクトへの
協力を求め、すべての拠点病院から協力が得られることとなっ
た。令和 3 年度の協議会で公表、還元する予定の「院内がん登
録でみる愛知県のがん診療（施設別集計）」の内容を検討し、
すでに愛知県へ還元されている拠点病院の 2011－15 年までの
匿名化院内がん登録情報を利用し、すべての拠点病院ごとに共
通フォーマットで集計し、各拠点病院へ還元した。

令和 4 年度は、さら 2016 年－2019 年の診断症例の院内がん
登録と DPC の連結匿名化情報や匿名化 DPC 情報を各拠点病
院の協力を得て収集した。収集した情報を用いて 2015－2019
年診断症例の情報を用いて集計し、各拠点病院へ結果を還元す
るとともに、全拠点病院の集計結果をまとめた「院内がん登録
でみる愛知県のがん診療（施設別集計）」の報告書を作成した。
また、2020－2021 年診断症例の院内がん登録と DPC 情報を収
集している。

＜研究課題＞　4 －（2）

人工知能・機械学習技術を用いたバイオメディカルデータ解
析基盤の開発と活用

Development and utilization of a biomedical data analysis 
platform based on artificial intelligence and machine learning 
technologies.

＜研究者氏名＞

所　属　部　システム解析学分野　
研究者氏名　山口　類
共同研究者　原　和生、衣斐寛倫、稲葉吉隆

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】

本研究の目的は、臨床および基礎研究の現場で産生・蓄積さ
れる膨大かつ多種多様なバイオメディカルデータを、統合的か
つ自在に解析するために、スーパーコンピュータによる計算能
力と人工知能 （AI）/ 機械学習（ML）技術による数理的手法群
を備えた解析プラットフォームを開発し、他の重点プロジェク
ト研究と有機的に連携しプロジェクト全体を活性化させること
で研究成果の社会還元を促進し、情報解析の面から近未来の医
療へ貢献することである。

近年の技術革新により、DNA や RNA の各種オミクスデー
タおよび医療画像データ等、多種多様なバイオメディカルデー
タが、国内外の臨床および基礎研究において取得可能になって
いる。DNA については、ゲノム配列データを高速かつ安価に
取得できるようになり、がんゲノム医療をはじめ臨床現場での
活用が進みつつある。また long read シークエンサーも開発さ
れ、大規模な構造変異の検出などに威力を見せている。RNA
については一細胞 RNA 計測技術（scRNA-seq）の発展が目覚
ましく、がんの微小環境等の情報を詳細に得ることができるよ
うになっている。さらには細胞微小集団の空間情報を保持した
まま遺伝子発現情報を得ること（spatial RNA-seq）も可能に
なりつつある。画像情報については、多様なモダリティ（MRI/
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放射線 / 超音波 / 蛍光 等）と対象に対する、静止画、動画ま
た三次元情報の取得が高い解像度で可能となっている。またこ
れらのデータは、インターネット上のアーカイブ（Genomic 
Data Commons 等）に蓄積されるようになっている。

一方、これらのデジタル計測データの巨大性と複雑性が増大
するにつれて、データを解析し有用情報を抽出するための困難
性も増大している。その結果、利用および取得可能なデータと、
研究を推進する医師・研究者がそこから知り得たい情報の間に
大きなギャップが生じている。そのため、目的で述べたような
データ解析基盤を開発し、そのギャップを埋める有用性は高い。

本年度は、まず第 1 期重点プロジェクトで開発を進めたデー
タ解析基盤プロトタイプにおける、各種データ解析パイプライ
ンの改良を進めた。そのことにより、スパコン上での各種の
データ解析をスムーズに実行することが可能となった。また、
一細胞遺伝子発現計測データ解析および空間トランスクリプ
トームデータ解析のパイプラインも拡充し、例えば、大腸がん
患者症例の一細胞データ解析および空間トランスクリプトーム
データ解析に活用し、前年度までに得られた大規模遺伝子発現
解析データとの統合解析につなげている。

また他の重点プロジェクト研究課題との連携も進めている、
例えば、研究課題 2 －（2）で構築されつつある、多層オミデー
タベース中の膨大なデータを、生命科学系の研究者が自らの手
で自在に解析して活用するために、Web インターフェースを
備えたデータ解析システムの開発を共同で行った。

また画像情報を解析する AI の開発も進めた。本年度は膵臓
領域を対象とした超音波画像から、各種の膵臓腫瘤の判別を行
う深層学習モデルの開発をスパコン上で行い、腫瘍例と非腫瘍
例の判別を高精度で達成するモデルの構築に成功した。
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がん情報・対策研究分野

＜研究課題＞　1

（主題）　 がん対策の企画・評価に必要な地域がん登録の資料
を活用した、がんの流行と転帰の分析研究

（副題）　 住民ベースのがん罹患情報を用いた日本における非
小細胞肺がん患者の生存率の経年変化：分割時系列
解析

＜研究者氏名＞

谷山祐香里、尾瀬　功、小栁友理子、川浦正規、伊藤ゆり 1）、
松田智大 2）、松尾恵太郎、伊藤秀美

＜目的・概要・進捗状況＞

上皮成長因子受容体チロシンキナーゼ阻害剤（EGFR-TKI）
であるゲフィチニブとエルロチニブは、それぞれ 2002 年と
2007 年に日本で転移性または再発非小細胞肺癌（NSCLC）に
対して承認されている。また、EGFR 変異検査も 2007 年に承
認されている。臨床試験では、EGFR 遺伝子変異を有する
NSCLC 患者に対して効果が示されているが、リアルワールド
の臨床においてこれらの効果はほとんど報告されていない。本
研究では、この薬剤と EGFR 変異検査の導入後の NSCLC 患
者の生存率の変化を評価するために、1993 年から 2011 年にか
けて日本の 6 つの県の住民ベースのがん登録から NSCLC と診
断された患者を抽出した。性別、組織型、がん進行度別の相対
生存（RS）を計算し、EGFR-TKI と EGFR 変異検査の導入後
の生存率の変化を評価するために、分割時系列分析を行った。
解析対象は NSCLC の患者 120,068 人である。全 NSCLC 患者
の 1 年および 3 年の RS は改善していた。腺がんでは、男性で
は 2007 年から 2011 年に診断された患者の 1 年および 3 年の
RS の傾きが急激に増加しました。女性では、2002 年（4.55％

［95％信頼区間：1.76-7.33］）および 2007 年（3.40％［1.27-5.52］）
に診断された患者で 1 年 RS の有意な水準上昇が見られました。
これらの有意な水準上昇は、進行した腺がんの女性で特に明ら
かだった。本結果は、腺がんの男性および女性の最近の生存率
の改善が、少なくとも部分的には EGFR-TKI の実臨床への導
入、および EGFR 変異検査の実臨床への導入に続く適切な患
者選択に基づく処方によるものであることを示唆していた。

＜今後の方向＞

本研究で採用した分割時系列解析を用いて、EGFR-TKI と
いう新規薬剤の登場や EGFR 遺伝子変異検査のいうイベント
が非小細胞肺がんの生存率に与えた影響を評価した。住民ベー
スの情報を解析に用いたことにより、臨床試験には含まれない
非小細胞肺がん患者を含めたリアルワールドにおける EGFR-
TKI や EGFR 遺伝子変異検査の影響を評価できたと考える。
今後、この手法を用いて、様々な新規治療法のリアルワールド
における影響を評価していく予定である。

1）大阪医科薬科大学、2）国立がん研究センター

＜研究課題＞　2

（主題）　記述疫学研究に基づくがん情報の整備と発信
（副題）　 愛知県内の公的情報を活用した地理的連結データ

ベースならびに院内がん登録情報と DPC 情報の連
結データベース構築

＜研究者氏名＞

川浦正規、川勝雪乃 1）、谷山祐香里、小栁友理子、尾瀬　功、
松尾恵太郎、伊藤秀美

＜目的・概要・進捗状況＞

愛知県内の公的情報や医療情報を、地理的に連結させたビッ
グデータの基盤を構築し、愛知県のがん予防、がん医療に資す
る研究を推進している。創出される情報あるいは結果をがん対
策の現場である愛知県や県内の市町村、がん医療の現場である
地域がん診療連携拠点病院へ還元することで、愛知県全体のが
ん予防やがん医療の向上に役立てることが可能となる。

愛知県の保健医療に関わるがん登録情報、人口動態調査死亡
情報、特定健診情報、国勢調査情報を収集し、がん罹患・死亡
や、これらのアウトカムに影響を与える要因の愛知県内の格差
を学校区別に評価する空間疫学研究を行っている。それぞれの
情報を学校区別に指標化し、愛知県の地図上に格差を視覚化し
た。さらにがん罹患・死亡については Flex scan 法により集積
性の検定を行った。地域ごとに取り組むべきがん対策の優先順
位付けに役立てるため、これらの指標の関連を評価している。
愛知県の情報で行ったこれらの手法を、全日本のデータに適用
し、市町村別の検討を行っている。現在は、国勢調査情報を用
いて社会経済的指標を算出し、社会経済的ながん罹患・死亡の
格差の、都市度による違いについて、検討を行っている。

また、愛知県内のがん診療連携拠点病院ならびにがん診療拠
点病院（以後、拠点病院）の協力を得て収集した院内がん登録
と DPC の連結匿名化情報を用いて、各拠点病院のがん診療の
動向を把握するため、「院内がん登録でみる愛知県のがん診療

（施設別集計）」を行い、報告書を発行した。

＜今後の方向＞

公的情報を使った空間疫学研究については、より介入しやす
い生活習慣に関し貧困との関連を都市度別に評価した上で、が
んの罹患・死亡というアウトカムにどう影響するかを評価する
予定である。媒介分析といった新しい手法も取り入れる。

また、院内がん登録情報を、各施設で DPC 情報と個別連結
させた上で匿名化した情報を愛知県がんセンターに集約して、
医療レベルの格差に関して要因探索をする。研究成果を拠点病
院間でシェアできる仕組み、つまりウェブベースのインタラク
ティブツールの開発も計画する。また、個別情報のシェアリン
グの仕組みを整えるために課題の洗い出しを開始する。

2．研究所における研究
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1）リサーチレジデント

がん予防研究分野

＜研究課題＞　1 － 1 

（主題）　 各種がんに対する分析疫学的解析による、がんリス
クと繋がる遺伝的・環境的要因、並びにその組合わ
せ効果の解明

（副題）　 胃がんリスクに関する遺伝要因・環境要因の交互作
用を検討する症例対照研究

＜研究者氏名＞

碓井喜明、谷山祐香里、小栁友理子、尾瀬　功、伊藤秀美、
井本逸勢、桃沢幸秀 1）、松尾恵太郎

【目的・概要・進捗状況】

ピロリ菌感染は胃がんリスクの主要な環境要因として広く知
られており、ピロリ菌感染を基盤とする胃がんは東アジアで特
に罹患率が高くなっている。これまで環境要因のみならず遺伝
要因も胃がんリスクに関わっていることが示唆されてきた。病
気の発症に関連する遺伝要因である病的バリアントの情報は次
世代シークエンサーを用いた大規模な解析によって得ることが
できる。BRCA1/2 における病的バリアントと乳がんリスクな
ど、一部の病的バリアントは疾患のリスクと関連することが示
されてきている、そのエビデンスの多くは欧米諸国からのもの
が中心であり、東アジアにおける評価は限られたものである。
特に東アジアにおいて罹患率が高い胃がんに関しての遺伝要因
に関する評価は十分ではなかった。さらに、胃がんリスクにお
いてこのような遺伝要因と環境要因が組み合わさった影響に関
してもほとんど明らかになっていなかった。

そこで、私たちは、日本の胃がん患者群と非がん対照群にお
ける大規模なゲノム解析による症例対照研究を通じて、病的バ
リアントと胃がんリスクとの関連、病的バリアント保持者の特
徴、病的バリアントとピロリ菌感染を組み合わせた胃がんリス
クについて評価を行いった。本研究では、愛知県がんセンター
病院疫学研究（HERPACC）およびバイオバンクジャパンの
11,859 名の胃がん患者群、および 44,150 名の非がん対照群に
ついて 27 個の遺伝性腫瘍関連遺伝子を対象に理化学研究所基
盤技術開発研究チームが独自に開発したターゲットシークエン
ス法を用いて解析を行った。

バイオバンクジャパンにおける関連解析の結果、9 個の遺伝
子（APC、ATM、BRCA1、BRCA2、CDH1、MLH1、
MSH2、MSH6、PALB2）の病的バリアントが胃がんリスク
と関連していることが同定された。また、その 9 個の遺伝子ご
とに、胃がん患者における病的バリアント保持者の割合、胃が
んの診断時の年齢、各種がんの家族歴などの特徴が異なってい
ることも明らかにした。

次に、HERPACC において、バイオバンクジャパンの関連
解析で明らかになった 9 個の遺伝子の病的バリアントとピロリ
菌感染情報を組み合わせ、胃がんリスクについて評価した。そ

の結果、DNA 二本鎖の双方に起こった切断を修復する機能（相
同組換え修復機能）に関わる遺伝子群（ATM、BRCA1、
BRCA2、PALB2）の病的バリアントとピロリ菌感染は交互作
用を伴って胃がんリスクを高めていることが明らかになった 

（relative excess risk due to interaction （95% confidence 
interval），16.01 （2.22-29.81））。更に、これらの病的バリアン
トとピロリ菌感染情報を組み合わせて 85 歳時点までの胃がん
の累積リスクを算出したところ、ピロリ菌陰性の人は病的バリ
アントの有無に関わらず、85 歳時点での累積リスクは 5% 未
満と高くなかった一方、ピロリ菌陽性の人は病的バリアント非
保持者では 14.4 （12.2－16.6） %、病的バリアント保持者では
45.5 （20.7－62.6） % と大きな違いを認めた。

本研究では胃がんリスクと関連する遺伝子の存在、その特徴
が遺伝子ごとに異なっていること、それらの遺伝子の病的バリ
アントが存在するとピロリ菌による胃がんリスクが更に高まる
ことなどが明らかになった。相同組換え修復機能に関わる遺伝
子群の病的バリアント保持者においては、ピロリ菌の感染状況
の評価や除菌を考慮することが胃がんリスク低減のためにより
一層重要であることが示唆された。

【今後の方向】

個別化予防を見据え、相同組み換え修復遺伝子変異を持つ方
に対する、ピロリ菌除菌の有効性を検証する検討を行う必要が
ある。

1）理化学研究所

＜研究課題＞　1 － 2

（主題）　 分析疫学的解析による各種がんのリスク要因の遺伝
的背景の解明

（副題）　 日本における喫煙と膀胱がんリスクの関連。10 の
住民ベースコホート研究のプール解析

＜研究者氏名＞

正岡寛之、松尾恵太郎、尾瀬　功、伊藤秀美、井上真奈美 1）

【目的・概要・進捗状況】

タバコの喫煙は膀胱がんの確立された危険因子であるが、ア
ジア人口における喫煙の影響の評価は、アジア人集団で行われ
たコホート研究が少ないため、明確な答えを出すに至っていな
かった。そこで、我々は日本における喫煙の状態、累積喫煙強
度、喫煙の中止と膀胱がんのリスクを検討した。

日本の 10 の人口ベースのコホート研究で 157,295 人の男性
と 183,202 人の女性のデータを分析した。各研究内で Cox 回帰
モデルを使用して喫煙行動に関連するリスクを推定し、膀胱が
んの発生に対するプールされたハザード比（HR）とその 95%
信頼区間（CI）を計算しました。

4,729,073 人年の追跡期間中、936 人の男性と 325 人の女性が
新規膀胱がん発生が認められた。男性では、元喫煙者（HR 1.47; 
95% CI, 1.18-1.82）および現在の喫煙者（HR 1.96; 95% CI, 1.62-
2.38）は、未喫煙者よりも統計学的有意にリスクが高かった。
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女性では、現在の喫煙者は未喫煙者よりもリスクが高かった
（HR 2.35; 95% CI, 1.67-3.32）。男性の HR は、累積喫煙量が増
加するにつれて線形にリスクが増加した。喫煙中止後の年数が
増えるにつれて、男性でのリスクは減少し、有意な用量反応の
傾向を認めた。ただし喫煙中止後 10 年以上の元喫煙者は、未
喫煙者と比較して有意に増加したリスクはありませんでした

（HR 1.26; 95% CI, 0.97-1.63）。
日本の 10 の住民ベースのコホート研究のプール分析により、

タバコの喫煙と膀胱がんのリスクとの明確な関連を見出した。
また喫煙者において禁煙は膀胱がんリスクを下げる事が明らか
になった。

【今後の方向】

禁煙が膀胱が発がんに有用であるエビデンスを元に、膀胱が
ん罹患者に対する禁煙介入を検討する必要がある。

１）国立がん研究センター

がん病態生理学分野

＜研究課題＞　1 － 1

（主題）　がんの発症・悪性化における微小環境の役割の解明
（副題）　 腸管腫瘍形成における MyD88 経路の役割の解析

＜研究者氏名＞

梶野リエ、藤下晃章、武藤　誠 1）、青木正博

＜目的・概要・進捗状況＞

がん抑制遺伝子である Apc 遺伝子に変異を持つ遺伝子改変
マウス（以下 Apc 変異マウス）では、APC の機能欠損の結果
Wnt 経路が恒常的に活性化し、腸管に腺腫性ポリープを発症
する。我々は、Apc 変異マウスの腸管ポリープの成長に関わる
因子を探索、同定し、その役割を解明することにより、大腸が
んの治療標的候補を得ることを目的として研究を進めてきた。

これまでに、我々は、IL-1â シグナル伝達経路の主要なアダ
プター因子である MyD88 の機能欠損が、Apc に変異を持つ細
胞のみを死滅させる、いわゆる合成致死を誘導することを見出
し、論文発表した。（Kajino-Sakamoto R, et al: Oncogene 40, 
408-420, 2021）昨年度までに、トランスクリプトーム解析等を
行ってこの合成致死誘導の分子機序に関与する因子を探索し、
9 つの候補因子を得た。今年度は、これら候補因子の合成致死
誘導への関与について検討を進めた。まず、マウスの腸管ポ
リープ組織試料または腸管ポリープ由来オルガノイド試料にお
いて、MyD88 の機能欠損（発現低下）に伴う発現減少の再現
性がみられるか検討した。また、公共データベースを利用して、
ヒト大腸がんにおける MyD88 と候補因子の発現相関等を調べ
た。これらの結果から、3 つの候補因子について解析を進める
ことにした。

一方、MyD88 が Apc 変異以外の大腸がん関連遺伝子変異を
併せ持つ腸管腫瘍細胞の生育にも関与するか、マウス大腸腫瘍
オルガノイドを用いて検討している。昨年度までに、MyD88

の機能抑制は Ctnnb1 変異を持つ大腸腫瘍オルガノイドの生育
を抑制するが、この生育抑制効果は Kras 変異により低下する
ことを示唆する結果を得ていた。今年度はこれらオルガノイド
のトランスクリプトーム解析等を行い、発現が変動している因
子の探索を実施した。

＜今後の方向＞

合成致死誘導に関与する可能性がある 3 つの候補因子につい
て、解析を進めて役割を解明し、分子メカニズムを明らかにす
る。

MyD88 の機能抑制による Ctnnb1 変異大腸腫瘍オルガノイ
ドの生育抑制効果が Kras 変異によって低下する分子機序を解
明するため、関与する因子を同定し、解析を進める。

1） 京大・先端医療研究開発機構

＜研究課題＞　1 － 2

（主題）　がんの発症・悪性化における微小環境の役割の解明
（副題）　 腸管腫瘍の悪性化における mTORC1 経路の役割の

解析

＜研究者氏名＞

藤下晃章、三城恵美 1）、梶野リエ、新間秀一 2）、曽我朋義 3）、
武藤　誠 4）、青木正博

＜目的・概要・進捗状況＞

家族性大腸腺腫症のマウスモデルである Apc 変異マウスは
良性の腺腫性ポリープを発症し、さらに Smad4 遺伝子のヘテ
ロ接合変異を併せ持つ cis-Apc/Smad4 マウスは、局所浸潤性
の腸がんを発症する。cis-Apc/Smad4 マウスの腺がんの浸潤は
mTORC1 阻害薬 everolimus および mTOR キナーゼ阻害薬
AZD8055 に対して抵抗性である。これまでに、トランスクリ
プトーム解析、メタボローム解析、プロテオーム解析を実施し、
mTOR 阻害薬抵抗性腺がん組織においてヒスタミンの蓄積・
マクロファージの集簇を認めた。また臨床大腸がん組織中のマ
クロファージは浸潤部に集積し、ヒスタミン濃度が高い症例で
多く検出される傾向を認めた。mTOR 阻害薬とヒスタミン H1
および H2 受容体拮抗薬の併用投与により mTOR 阻害薬抵抗
性腺がん浸潤が抑制されることを見出した。

本年度は、腫瘍組織におけるヒスタミン産生細胞について各
種細胞表面マーカーを用いて解析したところ、特に粘膜筋板側
に存在する肥満細胞が腺がんの浸潤とともに増加していること
を見出した。肥満細胞はヒスタミンを合成する細胞であること
から、この細胞の浸潤部での集積がヒスタミンの増加と関係し
ている可能性が示唆された。 

＜今後の方向＞

肥満細胞と腫瘍組織中のヒスタミン増加の関係について調査
する。

1）名古屋大・トランスフォーマティブ生命分子研究所
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2）大阪大・工学研究科
3）慶應大・先端生命科学研究所
4）京大・先端医療研究開発機構

＜研究課題＞　2 － 1

（主題）　 転移の分子メカニズムの解明と予防・治療標的の探
索

（副題）　 大腸がん自然発症・転移モデルを用いた転移メカニ
ズムの解明と治療標的の同定

＜研究者氏名＞

藤下晃章、三城恵美 1）、梶野リエ、小島　康、山口　類、
武藤　誠 2）、青木正博

＜目的・概要・進捗状況＞

転移を伴う大腸がんの予後は悪く、新機軸の転移予防・治療
法の開発が求められている。各国で網羅的なゲノム変異解析・
発現解析などが行われているが、転移の分子機序解明には至っ
ていない。我々は、腸管に浸潤性腺がんを 100％の頻度で発症
し、約 20% のマウスで肝臓への転移が認められる、大腸がん
の自然発症・自然転移モデルの作出に成功した。このマウスモ
デル（CKPS マウス）では、安定型 â-catenin（Wnt 経路活性化）
と活性型 Kras の発現、そして p53 と Smad4 の欠失が腸管上
皮細胞特異的に誘導される。CKPS マウスの肝転移巣では、原
発巣と酷似した腺管構造と間質反応を伴う浸潤の様子が保たれ
ており、大腸がん臨床検体ともよく似た組織像を示す。CKPS
マウスの肝転移巣について各種オミクス解析を実施したとこ
ろ、肝転移巣では原発組織と比べ大腸がん幹細胞マーカーであ
る ALCAM（CD166）や PROM1（CD133）の発現増加が認め
られた。CKPS マウス由来大腸がん細胞株である CKPS 細胞に
おいて CRISPR-Cas9 により ALCAM、PROM1 をノックアウ
トしたところ、スフェロイド形成能および脾注肝転移モデルに
よる肝転移巣形成能が低下したことから、大腸がん幹細胞マー
カーが転移能にも寄与することが示された。さらに、これら大
腸がん幹細胞マーカーの発現には TGF-â/SMAD4 経路が負に
制御することを見出している。

本年度は、TGF-â/SMAD4 経路以外に大腸がんのがん幹細
胞性維持に関わる他のタンパクやシグナル経路の探索を行っ
た。CKPS 細胞を幹細胞培養の手法である 3 次元培養条件にお
いてキナーゼアレイ解析を実施したところ、cAMP/PKA/
CREB 経路の活性化が認められた。cAMP/PKA 経路の活性化
により ALCAM、PROM1 の発現が上昇し、PKA や CREB 阻
害薬により ALCAM、PROM1 の発現が抑制され、移植モデル
による肝転移巣形成も抑制されたことから、この経路も大腸が
んの幹細胞性および転移に寄与することが明らかとなった。こ
れらの内容について論文発表した（Fujishita et al., Cancer Res 
82, 4179-4190, 2022）。

＜今後の方向＞

cAMP/PKA/CREB 経路の阻害薬は大腸がんの転移を抑制
するが副作用も大きいことから、大腸がんのがん幹細胞性維持

に関わる他のタンパクやシグナル経路の探索も行いたい。ま
た、大腸がん幹細胞マーカー以外にも治療標的となる分子やシ
グナル経路の探索を行う予定。

1）名古屋大・トランスフォーマティブ生命分子研究所
2）京大・先端医療研究開発機構

＜研究課題＞　2 － 2

（主題）　 転移の分子メカニズムの解明と予防・治療標的の探
索

（副題）　 トランスポゾンを用いた大腸がん転移制御因子の同
定

＜研究者氏名＞

藤下晃章、梶野リエ、小島　康、山口　類、青木正博

＜目的・概要・進捗状況＞

大腸がんの治療成績は、検出技術の発達や外科的切除・化学
療法の進歩により顕著に向上しているものの、転移を伴う大腸
がんについては依然として治療が困難なことが多い。我々は最
近、自然発生した大腸がんが 20% の頻度であるが肝臓へ転移
する自然転移モデルマウス（CKPS マウス）の開発に成功した

（前項）。この CKPS マウスは 100% の頻度で腸管に浸潤性の腺
がんを発症するが、同腹仔でも転移する個体とそうでない個体
が認められたことから、転移には遺伝子変異以外に更なる要因
が必要である可能性が示唆される。本研究では、大腸がんの転
移を制御する遺伝子を個体レベルで探索するために、PiggyBac
トランスポゾンを用いた機能的スクリーニングを実施してい
る。この PiggyBac トランスポゾンには近傍の遺伝子を活性化
または機能喪失させる配列が組み込まれており、大腸がんの発
生に伴いトランスポゾンが移動する。トランスポゾン非導入
CKPS マウスと比較して、トランスポゾンを導入した CKPS マ
ウスでは肝転移の頻度がおよそ 2 倍（約 40%）に上昇するこ
とを見出した。トランスポゾンの挿入部位には転移を調節する
遺伝子が存在している可能性が高いことから、この挿入部位を
同 定 す る 手 法 と し て Semiquantitative transposon insertion 
site sequencing （Qiseq）を実施したところ、既に転移への関
与が報告されている Ddr1 遺伝子が同定されたほか、タンパク
は翻訳制御に関わる遺伝子 E も同定された。Ddr1 遺伝子を
CRISPR-Cas9 でノックアウトした CKPS 細胞は脾臓への移植
による肝転移巣形成数がコントロール細胞よりも低下した。ま
た翻訳制御遺伝子 E を過剰発現させた CKPS 細胞は肝転移巣
形成数がコントロール細胞より増加した。翻訳制御遺伝子 E
が制御するタンパクを同定する目的で、遺伝子 E をノックダ
ウンした CKPS 細胞とコントロール細胞とで比較プロテオー
ム解析を実施したところ、コレステロールの輸送に関与するタ
ンパクなどの変動が示唆された。

＜今後の方向＞

遺伝子 E による転移促進メカニズムを検証する予定である。
プロテオーム解析により同定されたタンパクの解析を進めると
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ともに、RNA シーケンス解析を実施することで、制御を受け
る分子群の解明を目指す。

＜研究課題＞　3

（主題）　がん悪液質の病態生理解明と治療戦略の基盤構築
（副題）　マウスモデルを用いた網羅的解析

＜研究者氏名＞

小島　康、三城恵美 1）、藤下晃章、梶野リエ、曽我朋義 2）、
武藤　誠 3）、青木正博

＜目的・概要・進捗状況＞

がん悪液質は、腫瘍の病期とは必ずしも関係なく発症し、筋
肉萎縮を伴う進行性の体重減少を主徴とする。筋肉萎縮は、が
ん 患 者 の Performance Status（PS）、Quality of Life（QOL）
を著しく低下させ、抗がん治療の障害になる。がん悪液質の病
態解明は遅れており、治療法も殆ど進歩していない。

我々は、悪液質の病態解明と治療法の基盤構築を目指して、
悪液質マウスモデルおよび臨床検体のマルチオミクス解析に取
り組んでいる。これまでに、主に 2 種類の悪液質モデルマウス
を用いてきた。1 つは、cis-Apc/Smad4 変異マウスで、14 週齢
から悪液質様病態を呈して衰弱し、数日で瀕死の状態に至る。
衰弱個体の肉眼解剖所見では、骨格筋の萎縮、白色脂肪組織の
萎縮、脾腫が特徴的である。もう 1 つは、ヒトメラノーマ
SEKI 細胞をヌードマウスに移植する悪液質モデルで、移植後
2～3 週間で著名な骨格筋萎縮、脂肪組織萎縮を伴う高度な悪
液質を発症する。我々は、上記の 2 種類の悪液質モデルマウス
の肝臓および骨格筋に対してメタボローム解析およびプロテ
オーム解析を実施して悪液質に関連性の高い変化をそれぞれ見
出している。また胃がん臨床血液検体を用いた解析を継続し
て、マウスモデルから同定された悪液質診断および治療関連因
子の検証を行い、結果、複数の有力な診断・治療因子候補の臨
床的妥当性を一部実証している。本年度は、タンパク質の翻訳
修飾に関して網羅的解析を実施して、マウスモデルおよび胃が
ん患者血液サンプルにおいて悪液質に関連する共通の変化を見
出した。

＜今後の方向＞

タンパク質翻訳後修飾に関して解析を更に進める。また大規
模な実験を可能にする簡便な悪液質モデルマウス作出に取り組
む。

1）名古屋大・トランスフォーマティブ生命分子研究所
2）慶應大・先端生命科学研究所
3）京大・先端医療研究開発機構

分子腫瘍学分野

＜研究課題＞　1

（主題）　 悪性中皮腫の発がん機序の解明と細胞生物学的研究

（副題）　 悪性中皮腫細胞における Hippo シグナル伝達系異
常の解析

＜研究者氏名＞ 

赤尾　謙１）、佐藤龍洋、関戸好孝

【目的・概要・進捗状況】 

悪性中皮腫はアスベスト曝露によって引き起こされる極めて
悪性度の高い腫瘍である。主に胸膜から発生するが、診断時に
は既に進行していることが多く、現在、有効な標準治療法は限
られている。悪性中皮腫のがん抑制遺伝子異常としては、
CDKN2A, NF2, BAP1 遺伝子の高頻度不活化変異が認められ
るが、がん遺伝子変異は稀である。NF2 遺伝子異常は 30～
40％の中皮腫で認められるが、その転写産物（Merlin）は細胞
内の増殖抑制性の Hippo（ヒッポ）シグナル伝達系を制御し、
転写コアクチベーターである YAP/TAZ の活性を抑制する。
悪性中皮腫細胞は NF2 や Hippo シグナル伝達系の構成因子の
変異により約 70％の症例で YAP/TAZ が恒常的に活性化して
いる。活性化した YAP/TAZ は転写因子 TEAD と結合して
様々な prooncogenic な遺伝子を転写亢進することにより、中
皮細胞に悪性形質を賦与する。

悪性中皮腫細胞株パネル 30 株および不死化中皮細胞株 4 株
を用い、製薬企業との共同研究で開発された TEAD 阻害剤
K-975 に対する感受性についての解析を継続した。K-975 は
TEAD 分子の疎水性の central pocket にあるシステイン残基
に共有結合し、YAP/TAZ が TEAD に結合することを阻害す
る小分子化合物である。悪性中皮腫細胞に対する K-975 の細胞
増殖抑制効果は細胞周期の G1 arrest であり、アポトーシス誘
導を起こさないことを明らかにした。一方、in vivo での実験
も進め、中皮腫細胞株 MSTO-211H をヌードマウスに皮下移植
して K-975 を投与したところ、著明な腫瘍抑制効果が認められ
た。

一方、通常の分子標的薬治療において、一次耐性および二次
耐性の獲得は大きな問題である。昨年度に樹立した K-975 に対
する獲得耐性株 MSTO-211H-KR 株、NCI-H2052-KR 株、それ
らの親株 2 株、さらに NF2 遺伝子異常を有しながら K-975 に
対して一次耐性を示した ACC-MESO-1 株および Y-MESO-27
株を用いて網羅的遺伝子発現解析を行った。これらの発現解析
結果をもとに Gene Set Enrichment Analysis を行ったところ
がん遺伝子 MYC が転写制御する遺伝子群が耐性株では極めて
高発現していることが明らかとなった。MYC 標的遺伝子群が
耐性に関与していることを実証するため、MSTO-211H 株に
MYC 遺伝子自身を過剰発現させたところ、in vitro および in 
vivo において K-975 に対する著しい耐性を示した。

TEAD family は 4 つのメンバーがあり、転写機能を含めそ
の共通性や差異の詳細は明らかではない。昨年度、TEAD 
family の 4 遺伝子について Flag-tag- 付コンストラクトを合成
し、それぞれを細胞に発現させ、K-975 の投与前後の TEAD
分子に結合する分子の同定を免疫沈降法および質量分析法を用
い解析した。今年度もそのデータをもとに個別の蛋白に対する
解析を継続した。
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【今後の方向】

現在、TEAD 阻害剤の開発研究は国内外で非常に盛んであ
り、複数の臨床試験が進んでいる。TEAD 阻害剤の薬効と有
害事象の発症はこれらの臨床試験の結果を待つ必要性がある
が、分子標的薬として必ず予想される耐性獲得機序についても
十分に検討する必要がある。本研究の結果から悪性中皮腫細胞
が呈する TEAD 阻害剤の耐性獲得に関して MYC 標的遺伝子
の関与が示唆されたことは極めて重要と考えられる。MYC 標
的遺伝子の発現亢進が引き起こされる機構、そしてその中で特
に鍵となる遺伝子の同定など、更なる研究課題が浮かび上がっ
てきた。今後、本研究が推進されることにより、悪性中皮腫に
対する新たな治療戦略が構築される可能性が強く示唆された。

１）リサーチレジデント

＜研究課題＞　2

（主題）　 細胞特性に基づくがんの新規診断法・治療法の開発
研究

（副題）　 悪性中皮腫で高発現する NPPB の同定とその発現
制御機構の解析

＜研究者氏名＞ 

佐藤龍洋、赤尾　謙 1）、佐藤鮎子 2）、向井智美、辻村　亨 2）、
関戸好孝

【目的・概要・進捗状況】 

悪性中皮腫はアスベストへの曝露と強い関連性を持つ腫瘍性
疾患である。悪性度が高く予後不良であるため、早期発見が強
く望まれている。現在までに、CDKN2A、BAP1、及び NF2 
が悪性中皮腫において高頻度に異常を示す遺伝子として同定さ
れている。最近の研究では、CDKN2A が存在する 9p21 遺伝
子座の欠失を蛍光 in situ ハイブリダイゼーション（FISH）で
検出し、BAP1 の発現異常を免疫組織化学染色で検出すれば、
非常に高い特異性で中皮腫の診断ができることが報告されてい
る。しかし、NF2 遺伝子変異やタンパク質発現異常の検出に
対するこれらの手法の特異性や有用性は十分に証明されてはい
ない。

NF2 は、腫瘍抑制性シグナル伝達経路である Hippo シグナ
ル伝達経路を正に制御することにより、細胞のがん化を抑制し
ている。悪性中皮腫では NF2 遺伝子異常に加えて Hippo シグ
ナル経路に関与する LATS2 遺伝子異常が検出されており、
Hippo シグナル経路の破壊が悪性中皮腫の悪性化を誘導すると
いう考えが強く支持されている。分子生物学的には、Hippo 経
路は転写活性化因子である YAP1 と TAZ の核外輸送と分解を
促進する役割を果たし、Hippo 経路が破壊されるとこれらのタ
ンパク質の核内蓄積が増加する。核内に局在する YAP1 およ
び TAZ は転写因子である TEAD ファミリーDNA 結合タンパ
ク質（TEAD1-4）と結合し、腫瘍促進遺伝子の転写を亢進す
る。近年、YAP1 と TEAD の結合を阻害する TEAD 阻害剤が
相次いで報告されており、これらの薬剤の薬効や効果を予測す
る上で、Hippo 経路の不活性化や YAP1/TAZ の活性化を簡便

かつ有効に評価する手法が求められている。
本研究ではまず初めに、TCGA データベースの中皮腫コホー

トの 87 検体のデータを用いて Hippo 関連遺伝子に変異、欠失、
遺伝子融合などの遺伝子変化がある患者を Altered 群（Hippo
経路変異群）とし、これ以外の群（Unaltered 群）と比較して
発現量が異なる遺伝子を検索した。その結果、心不全診断の強
力なバイオマーカーである脳性ナトリウム利尿ペプチド

（BNP）をコードする NPPB 遺伝子が Altered 群で 13 倍以上
高発現していることを見出した。NPPB の発現は、32 種の
TCGA 腫瘍のデータの中でも悪性中皮腫で最も高く、また、
正常組織では心臓以外でほとんど発現していないことがデータ
ベースの調査から明らかとなった。NPPB 高発現群の特徴をよ
り深く理解するために、TCGA の悪性中皮腫検体を NPPB 発
現レベルに応じて 2 群（高群、低群）に分けて患者の全生存期
間を比較したところ、低NPPB群のOS中央値は26.1ヶ月（95％
CI、19.43-31.20）であったが、高 NPPB 群のそれは 12.7ヶ月

（95％ CI、9.30-15.09）と有意に短く、高い NPPB 発現量は患
者予後の不良と相関することが明らかとなった。

次に 18 人の悪性中皮腫患者から採取した胸水を用い、BNP
分泌量を NT-proBNP 値として測定した。NT-proBNP の中央
値は 212.5 pg/mL と高値を示した。また、これらの胸水から
樹立に成功した 5 つの細胞株において、2 株で NF2 発現の異
常が検出され、これらの株では NT-proBNP 値が中央値より高
い値を示した。樹立した細胞株の数が少ないため統計的検定は
できないが、Hippo 変異細胞株を有する中皮腫は、NPPB 遺伝
子が高発現し、多量の NT-proBNP を分泌している可能性が示
唆された。

最後に、NPPB の発現を制御する因子について検討するため、
ノックダウン実験を行った。  NF2 変異を有する NCI-H2373
細胞を使用して実験を行ったところ、NPPB 発現量は、YAP1
もしくは TAZ のノックダウンによって有意に減少し細胞培養
液中の NPPB の分泌量も著しく減少した。さらに、YAP1, 
TAZ の活性化が NPPB の発現を増加させるのに十分であるか
どうかを調べるために、恒常的活性型 YAP1 変異体もしくは
恒常的活性型 TAZ 変異体を正常不死化中皮細胞株 HOMC-D4
に過剰発現させた。その結果、これらの細胞では NPPB の発
現が強く誘導され、NPPB の発現が YAP1 および TAZ によっ
て制御されていることが示唆された。

【今後の方向】

本研究により、NPPB 高発現患者は NPPB 非発現患者に比
べ非常に予後不良であることが初めて明らかになった。しか
し、我々の実験では、NPPB が中皮腫細胞の増殖を促進すると
いう証拠を得ることはできなかった。この点から、NPPB の発
現は自身の細胞だけでなく、周囲のがん細胞に対しても協調的
に作用している可能性が考えられた。NPPB 遺伝子産物である
BNP は、細胞外に分泌された後、自身の細胞へと作用するオー
トクライン効果に加え、周囲の細胞増殖に対してパラクライン
効果を発揮することが想定される。腫瘍微小環境は悪性中皮腫
患者の予後にとって重要な意味を持つことから、今後は放出さ
れた BNP が免疫細胞や腫瘍周囲細胞に及ぼす影響について検
討を行っていく予定である。
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1）リサーチレジデント
2）兵庫医科大学医学部

システム解析学分野

＜研究課題＞　1

（主題）　 統計的モデリングおよび深層学習を活用したがんゲ
ノムデータ解析法の開発研究

（副題）　 機械学習による免疫受容体タンパクデザイン手法の
開発

＜研究者氏名＞

郭　中梁、松下博和、山口　類

【目的・概要・進捗状況】

人間の適応免疫における、自己・非自己認識機構は T 細胞
の表面にある TCR と、抗原提示細胞が細胞表面に提示する
pHLA の結合反応により司られている。細胞傷害性 T 細胞

（CD8 陽性 T 細胞）は、がん細胞が HLA タンパク上に提示す
るがん特異的抗原ペプチドを非自己として認識し、がん細胞を
攻撃する。近年、開発が進む有力ながん免疫療法として、患者
由来の TCR に改変を加えて、がん抗原の認識能を高めがん細
胞を攻撃させる、TCR 遺伝子改変 T 細胞輸注療法（TCR-T 療
法）およびキメラ免疫受容体 T 細胞輸注療法（CAR-T 療法）
がある。これらの治療法はすでに一部のがんに対して大きな奏
功を示しているが、臨床的に意味のある効果を得るためには、
TCR 遺伝子の改変により pHLA との結合能（親和性）を高め
ることがカギとなる。

しかしながら現在の T 細胞受容体改変療法には、同療法の
「個別化」を目指す上で大きな困難がある。それは個々の結合
能を高めた改変型 T 細胞受容体の作出に膨大な労力と時間を
要することである。なぜならば TCR タンパク中で抗原認識に
重要な CDR3 領域のアミノ酸配列のみの改変を考えたとして
も 1026 通りを超える膨大な組み合わせ多様性を持ち、なおか
つ、超広大な配列探索空間のどこからどの方向へ探索していけ
ば、目的とする pHLA 複合体に対して、より高い結合能をも
つ配列を得られそうか経験と勘に頼らざるを得ない状況である
からである。故に、望みの性質をもつ TCR 配列を見出すこと
には多大な困難を伴う。

その一方で、一人の患者のがん組織から得られるがん特異的
抗原（体細胞変異由来のネオ抗原を含む）は、多種多様かつ個
別性が高い。これらの多様ながん抗原を TCR-T 療法の標的と
することができれば、治療方策の幅を大きく広げ将来の患者の
福音となる可能性が高い。そのためには上記の困難を克服する
新たな方法論の開発が必要不可欠である。

本研究の目的は、近年がん免疫治療において開発が進む T
細胞受容体（TCR）遺 伝子改変 T 細胞輸注療法（TCR-T 療法）
の個別化の実現に向けて、最先端の「データ科学技術」と「免
疫一細胞シークエンス計測技術」の統合により、膨大な組 み
合わせ多様性を持つ改変型 TCR と抗原ペプチド・HLA 複合
体（pHLA）間の結合において、結合強度を増強・制御した「改

変型 TCR タンパク配列を高精度かつ高効率にデザインする手
法」の開発を目指すことである。本研究では、まず、深層ニュー
ラルネットワーク（DNN）に基づく、タンパク質間結合能の
数値的予測技術および学習に利用可能なデータセットのサーベ
イおよび性能評価を行い、タンパク質デザインのために必要な
機械学習技術の展望を議論し論文としてまとめた。また、上記
の知見を基に、新規 TCR 配列探索アルゴリズムを開発し、高
結合度 TCR 配列生成実験を行った。配列探索アルゴリズムの
設計では、 TCR 配列探索問題を統計科学におけるサンプリン
グの問題として捉え、TCR および pHLA 間の結合度予測モデ
ルと、 Sequential Monte Carlo （SMC） サンプラーと組み合わ
せることで、生成される TCR 配列の高結合度性と多様性の両
立を目指した。その結果、多様な配列を高速に探索することが
達成された。一方、より良い候補配列集合を得るためには、 上
記のサンプリングアルゴリズムの内部で使われる、 数値的結合
能予測モデルの精度の向上が必要とされた。 そのためアミノ
酸配列データを入力とする数値的結合能予測モデルの開発を進
めた。 また、一細胞計測により、がん抗原特異的 TCR を探索
するとともに、既知の TCR 配列にランダム変異を加え、結合
能の変化データの取得を行い。上記の数値的結合能予測モデル
の開発を進めた。

【今後の方向】

よりよいタンパク質デザインのためには、数値的結合能予測
モデルの精度の向上が必要である。そのためには、配列情報だ
けではなく、タンパク質立体構造等の異なる種類の情報も融合
してモデルを構築する、マルチモーダルラーニングが有望であ
り、その方向で研究を進める予定である。

＜研究課題＞

（主題）　 臨床シークエンスへ向けたがん変異およびシステム
変調情報の解釈・翻訳法の研究

（副題）　 個人別遺伝子ネットワーク情報からの情報抽出法の
開発

＜研究者氏名＞

山口　類、Park Heewon 2）、井元清哉 1）、宮野　悟 2）

【目的・概要・進捗状況】

がんゲノムパネル検査が 2019 年より保険適用となり、がん
ゲノム医療が本格化している。我々は、近未来の、全ゲノム
シークエンスおよび複数オミックスデータの統合解析に基づ
く、がん臨床シークエンスの実現に向けた情報解析基盤技術の
開発を進めている。臨床シークエンスにおいては、現在は
DNA のシークエンスが主流であるが、今後 RNA 等の情報を
も個々人のサンプルから得られることが予想される。我々は、
これまで複数のサンプルをプールし、その類似情報を基に個人
ごとの遺伝子ネットワークを推定する手法を開発している。し
かしながら一般的に各遺伝子ネットワークは、数千個の遺伝子
をノードとする巨大なネットワークとなり、可視化するだけで
も困難なものとなる。そこで、それら多数の大規模ネットワー
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ク群からの有用情報抽出法の開発が必要である。本年は、個人
別の薬剤耐性機構に関わるネットワーク構造を探索するため
に、NetSCCA （network-constrained sparse common 
component analysis）というアルゴリズムを開発し。薬剤感受
性の異なる多数の細胞株由来の遺伝子発現データ得られたネッ
トワーク群に対して NetSCCA を適用し、解釈可能な有用情報
を得ることができた。

【今後の方向】

今後、計測の高度化にともない個人から得られるデータは、
ますます種類も次元も増加することが予想される。その複雑な
データの中から人間が解釈可能な有用情報を抽出するための
データ解析手法の開発が更に重要となってくる。今後は時系列
情報も加味した情報抽出を進める予定である。

1）東京大学医科学研究所ヒトゲノム解析センター
2）東京医科歯科大学 M&D データ科学センター

腫瘍制御学分野

＜研究課題＞　1 － 1

（主題）　 がんにおけるシグナル制御破綻機構の解明および治
療戦略創出への応用

（副題）　 脂質ラフトによるシグナル分子の空間的制御とがん
進展

＜研究者氏名＞

宮田眞美子、和田琴恵、森田知佳、青木玲奈、疋田智也、
小根山千歳

＜目的・概要・進捗状況＞

最初に同定されたがん原遺伝子産物であるチロシンキナーゼ
c-Src は、様々ながんにおいて発現や活性の亢進が認められる。
しかし腫瘍組織においても src 遺伝子自体の変異はほとんど見
られず正常型として発現している。即ち細胞には Src の恒常性
を維持し、不要な Src シグナルの伝播を阻止する巧妙な分子メ
カニズムがあり、その破綻ががん進展に深く関わっていると示
唆されるが、その詳細は未だ明らかとなっていない。私たちは
これまでに、がんにおける異常な Src シグナルが、非受容体型
チロシンキナーゼ Fer により中継される新たなメカニズムを
見出した。また臨床検体を用いた組織染色などによって、新規
がん治療標的として Fer が有望であることが示唆された。そ
こで、Fer に結合する低分子化合物をスクリーニングしたとこ
ろ、12 万化合物から 26 種のヒット化合物を取得し、バリデー
ションの結果ヒット化合物 1 種を選択した。さらにヒット化合
物から構造展開を行い、がん増殖抑制作用が高く細胞毒性の低
いリード化合物 2 種の取得に成功した。今年度は、ヒトがん細
胞担がんモデルマウスにおけるリード Fer 機能阻害剤の評価
を行ない、経口投与にて薬効が認められた。

＜今後の方向＞

Fer 機能阻害剤の適応がん種を調べるとともに、作用機序メ
カニズムの解析を行う。

＜研究課題＞　1 － 2

（主題）　 がんにおけるシグナル制御破綻機構の解明および治
療戦略創出への応用

（副題）　蛋白質発現制御とがん進展

＜研究者氏名＞

森田知佳、和田琴恵、宮田眞美子、小根山千歳

＜目的・概要・進捗状況＞

mechanistic target of rapamycin （mTOR） 経路は蛋白質合
成や細胞増殖、代謝などの制御において中心的な役割を果たし
ており、様々ながんで活性化している。mTOR は複数の蛋白
質と共に mTORC1 などの巨大複合体を形成して機能する。
Rheb 蛋白質は mTORC1 のリソソームにおける活性化を司る
分子とされ、様々ながんにおいて発現が亢進しているものの、
その発現制御メカニズムは不明である。私たちはこれまでの研
究において、mTORC1 活性阻害によるがん細胞の増殖抑制作
用を示す化合物を解析する中で、その化合物が Rheb の分解誘
導を引き起こし、蛋白質量を顕著に抑制することを見出してき
た。今年度は、Rheb 蛋白質の新たな発現制御メカニズムを解
明するため、本化合物によって誘導される分解経路の解析を
行った。

＜今後の方向＞

Rheb 発現抑制剤の作用機序を詳細に解析し、Rheb 蛋白質
の発現制御メカニズムを明らかにする。

＜研究課題＞　2 － 1

（主題）　 細胞間コミュニケーションを介したがん進展メカニ
ズムの解明

（副題）　エクソソームの形成制御とがん進展

＜研究者氏名＞

三谷文美絵 1）、宮田眞美子、青木玲奈、上原　了、
清水　緑 1）、疋田智也、小根山千歳

＜目的・概要・進捗状況＞

エクソソームは、内部にタンパク質や RNA 分子を含む直径
40-150 nm 程度の膜小胞で、細胞から能動的に分泌され、不要
物の排出に関わる他、体内を循環して他の細胞に取り込まれる
ことで、細胞間コミュニケーションを担うと考えられている。
がん細胞においては、エクソソーム形成・放出が亢進している
ことが知られており、ニッチ形成を介して転移やその臓器指向
性にも関与するなど多様な機能が明らかとなりつつある。しか
し、がん細胞におけるエクソソームの形成や分泌の亢進メカニ
ズムについてはほとんど明らかとなっていない。私たちはこれ
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までに、様々ながんで活性化している Src シグナルのエクソ
ソーム産生への関与について解析すると共に、Src の下流で増
殖シグナルに関わる MAPK の活性化がエクソソーム分泌促進
することを明らかにした。詳細な解析の結果、MAPK の活性
化によって細胞内のリソソームの活性化が抑制され、エクソ
ソーム形成の元となる多胞性エンドソームの分解が促進するこ
とにより、エクソソームの分泌が亢進することを明らかとし
た。今年度は、Src の活性化によって細胞内局在が変化する
SNAP23 に着目し、詳細なエクソソーム亢進メカニズムを解析
した。その結果、SNAP23 を介した細胞内コレステロール量の
減少が多胞性エンドソームの形成を促進し、エクソソーム分泌
が亢進することを明らかとした。

＜今後の方向＞

がん特異的なエクソソーム形成・分泌メカニズムを詳細に解
析する。またそれらのメカニズムが機能しているがん種を明ら
かとし、メカニズムを基としたエクソソーム分泌阻害剤の探
索・作用機序解明を行う。

1）連携大学院生（名古屋市立大学大学院薬学研究科）

＜研究課題＞　2 － 2

（主題）　 細胞間コミュニケーションを介したがん進展メカニ
ズムの解明

（副題）　エクソソーム分泌阻害剤の探索と作用機序解明

＜研究者氏名＞

三谷文美絵 1）、青木玲奈、林　建宇 2）、坂本達哉 3）、
荒井雅吉 2）、小根山千歳

＜目的・概要・進捗状況＞

これまでエクソソームマーカーをルシフェラーゼ標識するこ
とによって生じた発光エクソソームを検出する方法を開発し、
この方法を発展させることにより、エクソソーム分泌阻害剤の
探索系を構築した。そこで新規エクソソーム分泌阻害剤の同定
を目指し、海洋由来真菌の培養抽出物を用いた天然物スクリー
ニングを行った。その結果、細胞毒性を示さず、エクソソーム
分泌を阻害する低分子化合物を見出した。詳細な作用機序解析
の結果、本化合物は細胞内の ATP を減少させることで mTOR
経路を抑制し、リソソーム活性化を介してエクソソーム分泌を
阻害することが明らかとなった。

＜今後の方向＞

引き続き他の天然物ライブラリーを用いて、新規エクソソー
ム分泌阻害剤の探索を行うと共に、作用機序解析を行うことで
がん特異的なエクソソーム分泌亢進メカニズムを明らかにする。

1）連携大学院生（名古屋市立大学大学院薬学研究科）
2）大阪大学大学院薬学研究科
3）学部生（名古屋大学医学部）

腫瘍免疫応答研究分野

＜研究課題＞　1

（主題）　遺伝子改変による養子免疫療法の改良開発　
（副題）　 エピジェネティクス改変による疲弊を起こさない抗

腫瘍 T 細胞の開発

＜研究者氏名＞

籠谷勇紀、井上　聡、吉川聡明、伊藤雄介、呉　智聞 1）、
中島貴裕 1）、松川哲也 2）、張　皓淞

【目的・概要・進捗状況】

本研究は、がん細胞を認識・攻撃できる抗腫瘍 T 細胞を体
外で準備して、患者に輸注することで治療を行う養子免疫療法
の改良に関する開発研究である。本課題では特に、クロマチン
開閉状態の修飾を通じて細胞の性質を広範に制御するエピジェ
ネティック遺伝子に着目した抗腫瘍 T 細胞の修飾により、T
細胞機能を高めることを目的としている。これまでに T 細胞
の機能改変につながる複数のエピジェネティック遺伝子を同定
しており、治療効果の改善につながる非臨床データを得た。特
にこれまでに最も有望な因子として探索した PRDM1 ノックア
ウトによる長期生存型 T 細胞の作製については、改変に伴う
治療効果の改善を示し、学術論文として発表した （Yoshikawa 
et al. Blood 2022）。同定された標的遺伝子の修飾を組み合わせ
ることで、さらに T 細胞の機能を高められるデータを取得し
たことから個別課題へと展開し、研究代表者として外部資金を
獲得して研究を推進した （AMED 次世代がん医療加速化研究
事業、2022-2023 年、AMED 橋渡し研究プログラム・preF（名
古屋大学拠点）、2022-2023 年、AMED 再生医療実現拠点ネッ
トワークプログラム（幹細胞・再生医学イノベーション創出プ
ログラム）、2021-2023 年、JST 創発的研究支援事業、2021-
2027 年）。

【今後の方向】

2023 年 1 月に分野長が異動したため未定。

1）リサーチレジデント
2）研修生 （名古屋大学）

＜研究課題＞　2

（主題）　免疫療法抵抗性に関わる腫瘍細胞特性の解明

＜研究者氏名＞

籠谷勇紀、井上　聡、吉川聡明、伊藤雄介、呉　智聞 1）、
中島貴裕 1）、松川哲也 2）、張　皓淞

【目的・概要・進捗状況】

T 細胞による細胞傷害活性に対する感受性はがん細胞の種類
によって大きく異なることが知られている。この分子機序を解
明するために多数のがん細胞株を準備し、感受性データの取得
を進めた。これまでに90種類程度の細胞についての感受性デー
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タを蓄積し、抵抗性に関わる分子機序を明らかにした。外部資
金 （科研費・基盤 B）をもとにさらに研究を進め、学術論文と
して投稿する準備を進めた。

【今後の方向】

2023 年 1 月に分野長が異動したため未定。

1）リサーチレジデント
2）研修生 （名古屋大学）

腫瘍免疫制御トランスレーショナルリサーチ分野

＜研究課題＞　1

（主題）　がん免疫編集のメカニズムの解明
（副題）　 肺癌における新しい腫瘍免疫微小環境の評価法の開

発

＜研究者氏名＞

篠原周一 1）、高橋祐介、岡村文子、村岡大輔、山口　類、
黒田浩章、松下博和

【目的・概要・進捗状況】

一人一人の腫瘍免疫微小環境（TIME）をより良く理解する
ことが、その患者の予後や治療効果を予測するバイオマーカー
の開発につながると考えられる。しかし、TIME を構成する
様々な因子の相互作用を包括的に評価する方法はほとんど開発
されていなかった。我々は、肺癌 113 例の RNA-seq と全エク
ソームシーケンスのデータを用いて、TIME を構成する因子に
基づく新しいスコアリングシステム （TIME score）を開発し
た（Shinohara et al, J Immunother Cancer 2022）。TIME 
score は、T-score （腫瘍因子）、 I-score （免疫因子）、そして
S-score （抗免疫因子）から成る。肺癌の組織型、ドライバー変
異、腫瘍浸潤リンパ球、および突然変異由来のネオアンチゲン
に対する免疫応答 / 免疫編集が肺癌患者の TIME スコアに影
響を与えることを示した。肺癌 990 例の TCGA データセット
を用いた予後解析では T-、I-、S-score はいずれも独立した予
後因子となり、8 つのグループ（G1-8）で予後が層別された。
さらに、TIME スコアが、悪性黒色腫患者における抗 PD-1 療
法の有効性を予測することが示された。このスコアリングシス
テムを、さらに発展させることで、肺癌患者の予後予測や免疫
療法の治療選択に役立つ可能性がある。

【今後の方向】

バルクの RNA 発現をもとに開発した TIME score をさらに
発展させるために、腫瘍の免疫組織学的解析や T 細胞のシン
グルセル解析等の詳細な検討を行っている。肺癌において ICI
のみで効果が期待できる症例の選択、さらには ICI とがんワク
チンを含む他の治療との併用で効果が期待できる症例の選択に
役立つ可能性がある。

1）任意研修生

＜研究課題＞　2

（主題）　 新生抗原（ネオアンチゲン）の同定と免疫応答の解
析

（副題）　

＜研究者氏名＞

小室裕康 1）、篠原周一 1）、杉田裕介 2）、村岡大輔、岡村文子、
松井琢哉 1）、山下慶子 3）、山口　類、田口　歩、松下博和

【目的・概要・進捗状況】

免疫チェックポイント阻害剤を用いた治療において、がんが
保有する変異抗原 （ネオアンチゲン）エピトープを認識する細
胞傷害性 T リンパ球（CTL）が、腫瘍細胞の排除に重要な役
割を果たしていることが明らかになっている。がん細胞におけ
る変異は個々の患者において様々であり、ネオアンチゲンの探
索も個別に行う必要がある。我々は、Single Cell RNA sequencing

（scRNA-seq）および TCR sequencing（scTCR-seq）を活用し
て、腫瘍特異的 CD8+ 細胞集団を特定し、その集団内の T 細
胞が認識する腫瘍抗原の同定を試みた。外科的に切除された 3
例 の 肺 癌 検 体 か ら、CD3+CD8+T 細 胞 を cell sorting し て
scRNA-seq および scTCR-seq を行った。Tex（exhausted T 
cell）クラスターに着目し、TCR 遺伝子を人工合成し、Jurkat
細胞に導入した。日本電気株式会社（NEC）と共同で人工知
能（AI（グラフベース関係性学習））を活用して予測した抗原
ペプチドとの反応性を検討した。合計 5 個の腫瘍抗原（KK-
LC-1、変異 SORL1、変異 JAGN1、変異 AKT2、変異 ITGB5）
と、その抗原に特異的な 9 種類の T 細胞を同定した。CD8+T
細胞 scRNA/TCR-seq による Tex-TCR の検出は、肺癌患者の
腫瘍抗原を同定する有用なアプローチと考えられた（Komuro 
et al, J Immunother Cancer 2023）。また、同様のアプローチ
を用いて、肺癌胸水症例からも、ネオアンチゲンの同定が可能
であった（Sugita et al, 論文準備中）。

【今後の方向】

肺癌でのアプローチを、脳腫瘍及び頭頸部癌にも応用して、
抗原及び抗原特異的 T 細胞を同定する。

＜研究課題＞　3

（主題）　ネオアンチゲンを標的としたがん免疫療法の開発
（副題）　

＜研究者氏名＞

村岡大輔、小室裕康 1）、篠原周一 1）、杉田裕介 2）、松井琢哉 1）、
岡村文子、山下慶子 3）、山口　類、田口　歩、松下博和

【目的・概要・進捗状況】

上述のように、我々は、Single Cell RNA sequencing（scRNA-
seq）および TCR sequencing（scTCR-seq）を活用して、肺癌
3 症例から腫瘍特異的 CD8+ 細胞集団を特定し、その集団内の
T 細胞が認識する腫瘍抗原の同定を試みてきた。しかし、実際
の腫瘍では、腫瘍特異的 T 細胞が腫瘍周辺に留まり腫瘍領域
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に到達することができず、腫瘍細胞の排除ができないことが知
られており、T 細胞の腫瘍領域への浸潤を規定する機構の解明
が喫緊の課題とされている。

我々は、空間的遺伝子発現解析情報に一細胞遺伝子発現解析
情報を紐づける独自の技術を確立し、腫瘍局所における腫瘍特
異的 T 細胞の局在とこれらの T 細胞における詳細な遺伝子情
報を明らかすることに成功した。現在、この画期的な技術を用
いて、腫瘍領域へと浸潤できる抗原特異的 T 細胞と浸潤でき
ない抗原特異的 T 細胞の特徴を詳細に比較解析し、腫瘍特異
的 T 細胞の腫瘍内浸潤を規定する因子を探索している。

【今後の方向】

この TCR- 抗原ペア同定アルゴリズムと空間遺伝子発現解析
を統合したシステムを、将来の固形がんに対する TCR 遺伝子
導入 T（TCR-T）細胞治療の開発に応用する。

1）任意研修生
2）リサーチレジデント
3）AI Drug Development Division, NEC Corporation

分子診断トランスレーショナルリサーチ分野

＜研究課題＞　1

（主題）　 がんの診断・治療個別化に有用な血液バイオマー
カーの探索　　　　　　　　　　　

（副題）　 大腸癌の早期診断を目指した血液バイオマーカーの
探索同定

＜研究者氏名＞

田口　歩、阿部雄一、磯村久徳 1）

【目的・概要・進捗状況】

我が国において、大腸癌の罹患者数は増加傾向で、約 15 万
人と全がんの中で最多であり、また死亡者数も 5 万人超と肺癌
についで 2 番目に多い。大腸癌の 5 年相対生存率は、局所限局
症例では 95％以上と非常に良い一方で、局所限局症例の占め
る割合は全体の約 40％に過ぎず、その診断の遅れが問題となっ
ている。大腸癌を早期発見するためのスクリーニングとして、
免疫法便潜血検査が行われている。便潜血検査は、受診者の負
担が低く、また大腸癌による死亡率を減少させることが証明さ
れているが、疑陽性率が高く、その陽性的中率はわずか 5％前
後であること、また早期大腸癌に対する感度も約 50％と低い
ことから、より精度が高い早期診断法の開発が急務である。

血液バイオマーカーは、簡便かつ低侵襲、低コストで高ス
ループットな診断法であり、癌の早期診断やスクリーニングに
おいて有望である。本研究では、臨床上有用な診断精度を持つ、
高リスク大腸腺腫・早期大腸癌の血液診断バイオマーカーの探
索を目指して、高リスク大腸腺腫・早期大腸癌患者から採取さ
れた血漿検体を用いて、血中タンパク質と自己抗体の網羅的か
つ高深度なプロファイリングを行う。

現在までに、4 つの血漿検体セットを用いて高深度血漿タン

パク質解析を行った。3 つの施設（愛知県がんセンター、藤田
医科大消化管内科、滋賀医科大学消化器内科）から提供された
血漿検体について、それぞれ施設、性別（男、女）、組織型（腺
腫、腺癌）、発生部位（右側、左側）、遺伝子変異（KRAS、
BRAF）などの臨床情報に基づいてサンプルをプールし、安定
同位体標識を用いて標識したのち、サンプルを大規模に分画し
て、高深度かつ定量的な質量分析を nano-LC/MS/MS を用い
て行った。各プロテオーム解析において、それぞれ 800～1,100
個の微量タンパク質が同定できた。そのうち、有望と考えられ
たバイオマーカー候補については、現在アッセイの確立と 150
例（正常対照、低リスク大腸ポリープ、高リスク大腸ポリープ、
早期大腸癌、進行大腸癌それぞれ 30 例ずつ）の血漿検体を用
いた初期検証を進めている。さらに既存の大腸がんバイオマー
カー（CEA、CA19-9、p53 抗体、CYFRA21-1、LGALS3、TIMP-
1）についても併せて検証を行っている。また、抗原―自己抗
体高感度プロテオーム解析による自己抗体プロファイリングに
基づいて、有望なバイオマーカー候補と考えられた自己抗体に
ついても同様に初期検証を進めている。初期検証で有望と考え
られたバイオマーカーを組み合わせてバイオマーカーパネルの
構築を行ったところ、正常と大腸腫瘍性病変（低リスク大腸腺
腫＋高リスク大腸腺腫＋早期大腸癌＋進行大腸癌）、正常と大
腸ポリープ （低リスク大腸腺腫＋高リスク大腸腺腫）、正常と
大腸癌（早期大腸癌＋進行大腸癌）の比較において、バイオ
マーカーの組み合わせは AUC がそれぞれ 0.828、0.921、0.860
であり、CEA 単独の AUC である 0.584、0.530、0.637 を有意
に上回った（P ＜ 0.001、P ＜ 0.001、P = 0.003）。

【今後の方向】

初期検証において有望と考えられたバイオマーカーについて
は、便潜血陽性症例 223 例（そのうち高リスク大腸ポリープか
ら進行大腸癌 67 例を含む）、大腸癌と診断される前に収集され
た血液検体 130 例（＋正常対照 130 例）を用いてさらに検証す
る。

1）リサーチレジデント

＜研究課題＞　2

（主題）　 網羅的分子プロファイリングによるがんの分子病態
の解明と新規治療標的分子の探索　

（副題）　 大腸癌転移モデルのマルチオミクス解析による大腸
癌転移機構の解明と制御法の開発

＜研究者氏名＞

田口　歩、磯村久徳 1）、梶野泰祐、阿部雄一

【目的・概要・進捗状況】

遠隔転移を有する Stage Ⅳ大腸癌の 5 年生存率は約 20％と
予後不良であり、大腸癌の生存率向上のためには、再発・転移
巣の制御が極めて重要である。転移性大腸癌の分子生物学的な
知見は集積しつつあるものの、有効な治療法の開発には至って
おらず、革新的なアプローチによって転移性大腸癌の克服に取
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り組む必要がある。
我々は、大腸癌転移モデルとして、マウス大腸癌細胞株 CT26

の in vivo selection を行い、肝転移（CT26-L6）、リンパ節転
移（CT26-LN6）、腹膜転移（CT26-P6）をそれぞれ高頻度に起
こす亜株と、転移を起こしにくい亜株（CT26-N5）をそれぞれ
樹立した。低転移性亜株に比べ、各高転移性亜株では高い遊
走・浸潤能を獲得していた。各亜株において、RNA シーケン
ス解析と多層プロテオーム解析を行い、それぞれの分子プロ
ファイルを比較したところ、特に転移関連分子 AVIL が、腹
膜転移亜株で高発現していることを見出した。腹膜転移亜株に
おいて、siRNA を用いた AVIL のノックダウンにより、細胞
の遊走浸潤能が著明に低下した。in vivo においても AVIL の
ノックダウンは、腹膜転移形成を抑制した。また、ヒト大腸癌
細胞株においても AVIL のノックダウンによって、同様に遊
走・浸潤能が有意に低下することが観察され、AVIL が大腸癌
腹膜転移において重要な役割を果していることが示唆された。
また、GSEA 解析から AVIL が JAK-STAT シグナル経路によっ
て制御されていることが明らかになった。IP-MS によって
AVIL の結合タンパク質を探索したところ、受容体型チロシン
フォスファターゼ X が同定された。X のノックダウンによっ
てヒト大腸癌細胞株の遊走・浸潤能が有意に低下したことか
ら、AVIL が X の機能制御に関わっていることが示唆された。

現在高肝転移亜株、高リンパ節転移亜株においても同様に解
析を進めており、本研究を通じて大腸癌転移に関わる分子機構
を俯瞰的に解明し、大腸癌転移巣を制御するための新規分子標
的治療法の開発を目指す。また、並行して大腸癌原発巣と肝転
移巣の臨床検体から作成した患者腫瘍組織移植（PDX）モデ
ルについても、多層オミクス解析を行っており、さらなる新規
転移関連分子の同定を目指している。

1）リサーチレジデント

がん標的治療トランスレーショナルリサーチ分野

＜研究課題＞　1

各種固形腫瘍に対する新規分子標的治療開発

＜研究者氏名＞

衣斐寛倫、足立雄太、西岡由希、山口　類

【目的・概要・進捗状況】

大腸がんによる死亡者数は年間 5 万人程度で、男性のがん死
亡の第 3 位、女性では第 1 位の原因である。大腸がんの術後再
発メカニズムの解明および新規治療開発のため、切除可能大腸
がんの手術検体よりオルガノイドの作成を行うとともに、腫瘍
検体の全エクソームシーケンス解析とそれに基づいて患者個別
に設定された対象遺伝子の ctDNA 解析、腫瘍検体の RNA シー
ケンス解析のデータを統合解析し、新たな標的分子の同定と治
療開発につなげる。本研究は、多施設共同臨床試験であり、当
院のデータと試験全体のデータの統合解析を行っている。

【今後の方向】

ctDNA 解析結果と臨床病理学的背景の関わり、ctDNA 解析
結果により判定される術後補助療法に対する感受性と発現プロ
ファイルの相関などの解析により標的分子の選定を進める。

＜研究課題＞　2

承認済み分子標的薬における初期・獲得耐性機序の解明・克
服

＜研究者氏名＞

衣斐寛倫、足立雄太、新津宏明、簗瀬正伍、木村　令 1）、
平出賢太郎 2）、山本隆正、

【目的・概要・進捗状況】

固形腫瘍において、KRAS 遺伝子は高頻度に変異を認めるが、
有効な治療法が存在しないため新たな治療開発が急務である。
KRAS 変異にはいくつかのホットスポットが存在し、そのう
ち 12 番目のアミノ酸であるグリシンがシステインに変異する
KRAS G12C 変異は、肺がんの 4-5％、大腸がんの 2-3％に存在
することが知られている。近年、KRAS G12C 変異タンパクを
特異的に阻害する薬剤が開発され、2021 年末に薬事承認され
た。我々は、KRAS G12C 変異を有するがん細胞株の解析から、
KRAS タンパクの発現が KRAS G12C 阻害薬の感受性に関与
することを見出した。また、KRAS タンパクの発現は、腫瘍
の上皮間葉移行状態に関連しており、腫瘍細胞が間葉系の性質
を獲得することにより KRAS G12C 阻害薬に耐性となること明
らかに昨年度報告した。本年度は、上皮間葉移行が起きるメカ
ニズムについて取り組み、候補分子の同定し、論文投稿を行っ
た。

【今後の方向】

KRAS の他の部位に対する特異的阻害薬も開発が進んでい
ることから、KRAS G12C 阻害薬は、今後の KRAS 変異腫瘍
に対する治療のモデルケースとなることが考えられる。現在、
上皮間葉移行状態以外の KRAS G12C 阻害薬の初期・獲得耐性
機序や、上皮間葉移行状態が誘導されるメカニズムについても
検討を進めており、これらの原因が明らかにされることによ
り、KRAS 阻害薬の効果が期待される患者の同定や、効果が
期待できない患者に対する併用療法などの新たな治療選択の提
示につなげたい。

1）研修生
2）リサーチレジデント
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総長

001　丹羽康正：病態解明に基づく消化管内視鏡の未来．第
108 回日本消化器病学会総会，2022，（東京），［パネルディ
スカッション特別発言］

002　丹羽康正：早期胃癌の診断・治療．第 35 回日本消化器内
視鏡学会東海セミナー，2022，（名古屋），［司会］

003　丹羽康正：理事長講演（検診）がん克服をめざして．
JDDW2022FUKUOKA，2022，（福岡），［司会］

004　丹羽康正：会長講演（検診）消化器がん検診　―これま
でとこれから―．JDDW2022FUKUOKA，2022，（福岡），

［口演］

第２章　研究発表関係

1．学会等における研究発表テーマ調べ（総長）
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病院長

001　Keith W. Pratz, Brian A. Jonas, Vinod Pullarkat, Michael J. 

Thirman, Jacqueline S. Garcia, Walter Fiedler, Kazuhito 

Yamamoto, Jianxiang Wang, Sung-Soo Yoon, Jun-Ho Jang, 

Su-Peng Yeh, Grace Ku, Ying Zhou, Brenda Chyla, Jalaja 

Potluri, and Courtney D. DiNardo：Title: Long-Term 
Follow-Up of the Phase 3 VIALE-A Clinical Trial of 
Venetoclax Plus Azacitidine for Patients with Untreated 
Acute Myeloid Leukemia Ineligible for Intensive 
Chemotherapy. The 64th Annual Meeting of American 
Society of Hematology （ASH）, 2022, （New Orleans, LA, 
USA）［口頭］

002　Takashi Watanabe, Kensei Tobinai, Masashi Wakabayashi, 

Dai Maruyama, Kazuhito Yamamoto, Nobuko Kubota, 

Kazuyuki Shimada, Kohsuke Asagoe, Motoko Yamaguchi, 

Kiyoshi Ando, Michinori Ogura, Junya Kuroda, Youko 

Suehiro, Yoshihiro Matsuno, Kunihiro Tsukasaki, Hirokazu 

Nagai：Final Analysis of JCOG0203 for Advanced-Stage 
Indolent B-Cell Lymphoma 15 Years after the End of 
Enrollment: Pooled Analysis of Arms a and B for 
Follicular Lymphoma. The 64th Annual Meeting of 
American Society of Hematology （ASH）, 2022, （New 
Orleans, LA, USA）［ポスター］

003　Shigeru Kusumoto, Wataru Munakata, Ryunosuke Machida, 

Takashi Terauchi, Hiroaki Onaya, Masahiko Oguchi, 

Shinsuke Iida, Kisato Nosaka, Yasuhiro Suzuki, Yasuhiko 

Harada, Kana Miyazaki, Masaki Maruta, Noriko Fukuhara, 

Tomomi Toubai, Nobuko Kubota, Ken Ohmachi, Kazuhito 

Yamamoto, Takahiro Kumode, Ishikazu Mizuno, Takayuki 

Tabayashi, Hideki Tsujimura, Nobuyuki Takayama, Kohsuke 

Asagoe, Isao Yoshida, Yasushi Takamatsu, Suguru Fukuhara, 

Mai Takeuchi, Ukihide Tateishi, Dai Maruyama, Kunihiro 

Tsukasaki, Hirokazu Nagai：Interim PET-Guided ABVD 
or ABVD/Escalated BEACOPP for Newly Diagnosed 
Advanced -S tage  C las s i c  Hodgk in  Lymphoma 

（JCOG1305, INNOVATE-HL study）. The 64th Annual 
Meeting of American Society of Hematology （ASH）, 
2022, （New Orleans, LA, USA）［ポスター］

004　Koji Izutsu, Takahiro Kumode, Junichiro Yuda, Hirokazu 

Nagai, Yuko Mishima, Yoko Suehiro, Kazuhito Yamamoto, 

Tomoaki Fujisaki, Kenji Ishitsuka, Kenichi Ishizawa, 

Takayuki Ikezoe, Momoko Nishikori, Daigo Akahane, Jiro 

Fujita, Jun Wu, Per Broberg, Jeppe Buchbjerg, Elena 

Favaro, Noriko Fukuhara：Subcutaneous Epcoritamab in 
Japanese Patients With Relapsed/Refractory Diffuse 
Large B-Cell Lymphoma: EPCORE NHL-3 Data. 第 20 回
日本臨床腫瘍学会学術集会， 2023， （福岡）［口頭］

005　Kazuhito Yamamoto, Noriko Fukuhara, Takahiro Yamauchi, 

Eiju Negoro, Toshiki Uchida, Koji Izutsu, Dai Maruyama, 

Yasuhito Terui, Hideaki Nakajima, Kiyoshi Ando, Youko 

Suehiro, Ilseung Choi, Nobuhiro Kanemura, Nobuhiko 

Nakamura, Go Yamamoto, Yoshinobu Maeda, Hirohiko 

Shibayama, Fumiko Nagahama, Yusuke Sonehara, Hirokazu 

Nagai, Kensei Tobinai：Japanese subgroup analysis in the 
Asian phase II study of darinaparsin in patients with r/r 
PTCL. 第 84 回日本血液学会学術集会， 2022， （福岡市）

［口頭］
006　Emi Kemmoku, Harumi Kato, Masamitsu Yanada, Hirofumi 

Taji, Toko Saito, Seiichi Kato, Kazuhito Yamamoto：
Evaluation of time scale of early disease progression in 
newly diagnosed DLBCL receiving R-CHOP. 第 84 回日
本血液学会学術集会， 2022， （福岡市）［口頭］

007　Kentaro Fukushima, Motoki Eguchi, Takanobu Morishita, 

SungGi Chi, Tomoaki Ueda, Naoko Hosono,, Takahiro 

Yamauchi, Seiichiro Katagiri, Akihiko Gotoh, Takeshi Kondo, 

Masamitsu Yanada, Kazuhito Yamamoto, Junya Kuroda, 

Kensuke Usuki, Yoshikazu Utsu, Makoto Yoshimitsu, Kenji 

Ishitsuka, Takaaki Ono, Naoto Takahashi, Satoshi Iyama, 

Kensuke Kojima, Yukinori Nakamura, Suguru Fukuhara,Koji 

Izutsu, Nobuhiko Yamauchi, Junichiro Yuda, Yosuke 

Minami：Prognostic impact of mutant FLT3 variant 
allelic frequency in R/R AML/newly diagnosed unfit 
AML. 第 84 回日本血液学会学術集会， 2022， （福岡市）［口
頭］

008　Naoko Hosono, Takahiro Yamauchi, Sunggi Chi, Kentaro 

Fukushima, Hirohiko Shibayama, Seichiro Katagiri, Akihiko 

Goto, Motoki Eguchi, Takanobu Morishita, Reiki Ogasawara, 

Takeshi Kondo, Masamitsu Yanada, Kazuhito Yamamoto, 

Tsutomu Kobayashi, Junya Kuroda, Kensuke Usuki, 

Yoshikazu Utsu, Makoto Yoshimitsu, Kenji Ishitsuka, Takaaki 

Ono, Naoto Takahashi, Satoshi Iyama, Kensuke Kojima, 

Yukinori Nakamura, Suguru Fukuhara, Koji Izutsu, 

Nobuhiko Yamauchi, Junichiro Yuda, Yosuke Minami：
Analysis of WT1 mutations and expression in R/R-AML 
and newly diagnosed unfit AML: HM-SCREEN-Japan 01. 
第 84 回日本血液学会学術集会， 2022， （福岡市）［口頭］

009　Daisuke Ikeda, SungGi Chi, Kentaro Fukushima, Hirohiko 

Shibayama, Naoko Hosono, Takahiro Yamauchi, Seiichiro 

Katagiri, Akihiko Gotoh, Takanobu Morishita, Takeshi 

Kondo, Masamitsu Yanada, Kazuhito Yamamoto, Tsutomu 

Kobayashi, Junya Kuroda, Kensuke Usuki, Yoshikazu Utsu, 

Makoto Yoshimitsu, Kenji Ishitsuka, Takaaki Ono, Naoto 

Takahashi, Satoshi Iyama, Kensuke Kojima, Yukinori 
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Yamauchi, Junichiro Yuda, Yosuke Minami：Evaluation of 
ELN classification with NGS analysis in AML: HM-
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2．学会等における研究発表テーマ調べ（病院）
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2022， （福岡市）［ポスター］
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細野奈穂子， 山内高弘， 片桐誠一朗， 後藤明彦， 江口基
紀， 森下喬允， 近藤　健， 柳田正光， 山本一仁， 黒田純
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Brenda J Chyla， Yan Sun， 伊豆津宏二：venetoclax 治療
を受けた再発又は難治性の慢性リンパ性白血病を有する
日本人患者における MRD 測定．第 62 回日本リンパ網内
系学会学術集会・総会， 2022， （埼玉県川越市） ［ポス
ター］

015　山本一仁：好中球減少中の感染症対策と化学療法におけ
るサポーティブケア， 第 12 回若手臨床血液学セミナー， 
2022， （WEB）［口演・セミナー］

消化器内科部

001　Hara K：EUS-FNA. The 3rd World Congress of GI 
Endoscopy， 2022， （京都）， ［Hands-on seminar］

002　Hara K：Case Presentation. The 3rd World Congress of 
GI Endoscopy， 2022， （京都）， ［Panelist］

003　Hara K：Techniques and dedicated devices for safe 
EUS-guided drainage. IDEN 2022， 2022， （Korea）， ［ 講
演］

004　Hara K：Important points for easier, safer, and effective 
iEUS.  2022 Southern Forum on GI Disease & 
Endoscopy， 2022， （中国）， ［講演］

005　Hara K：How to perform EUS-FNA for difficult 
situations. 消化器基準化操作ワークショップ， 2022， （中
国）， ［特別講演］

006　Hara K：BASIC techniques of EUS-FNA. 第 3 回超音波
内視鏡ニュープログレスサロン兼消化管腫瘍内視鏡規範
化診断治療トレーニング， 2022， （中国）， ［講演］

007　Hara K：Precision Biliary Drainage. Al Azhar UCHID 
2022， 2022， （Egypt）， ［講演］

008　Hara K：How to perform interventional EUS easier and 
safer?. The 4th Shanghai Lujiazui International Digestive 
Disease and Endoscopy Forum， 2022， （上海）， ［特別講
演］

009　Hara K：AEG BASIC AND ADVANCED EUS 
WORKSHOP Lecture sess ion .  AEG NAGOYA 
WORKSHOP， 2023， （名古屋）， ［司会］

010　Hara K：AEG BASIC AND ADVANCED EUS 
WORKSHOP Hands-on session. AEG NAGOYA 
WORKSHOP， 2023， （名古屋）， ［司会］

011　Hara K：Is a Laser-cut metal stent useful for iEUS?. 
S&G Global GI Webinar 2023， 2023， （Korea）， ［講演］

012　Hara K：Recent advance in endoscopic biliary drainage 
and interventional EUS. Japan-Russia Joint Webinar， 
2023， （名古屋）， ［司会］

013　Suzuki Y, Morizane C, Mizusawa J, Sano Y, Kobayashi S, 

Imaoka H, Terashima T, Ikeda M, Okano N, Sugimori K, 

Todaka A, Shimizu S, Mizuno N, Sekimoto M, Sano K, 

Tobimatsu K, Katanuma A, Okusaka T, Ozaka M, Ueno M：
Comparison of clinical features by primary sites in 
patients with biliary tract cancer who received 
gemcitabine-based chemotherapy: An exploratory 
analysis of JCOG1113. ASCO-GI 2023， 2023， （San 
Francisco）， ［ポスター］

014　Mitsunaga S, Ikeda M, Nomura S, Morizane C, Todaka A, 

Kamei K, Yanagibashi H, Mizuno N, Gotoh K, Kawamoto Y, 

Shirakawa H, Okano N, Nomura T, Takahashi A, Makino I, 

Anbo Y, Ohta K, Katayama H, Konishi M, Ueno M：Effects 
of gene expression in 5-FU metabolic pathways in a 
phase III trial evaluating adjuvant S-1 therapy compared 
to surgery alone following curative resection for biliary 
tract cancer （JCOG1202A1）. ASCO-GI 2023， 2023， （San 
Francisco）， ［ポスター］

015　Furukawa M, Ueno M, Sakai D, Ouchi K, Hamamoto Y, 

Aikata H, Ozaka M, Tsumura H, Tsuji K, Kubo S, Nishina T, 

Katanuma A, Morizane C, Ikeda M, Mizuno N, Inagaki T, 

Shioji K, Furuse J：A multicenter, single-arm, phase II 
study of nivolumab in patients with biliary tract cancer 
with a PD-L1 combined positive score ≥ 1. ASCO-GI 
2023， 2023， （San Francisco）， ［ポスター］

016　Takahashi H, Caughey BA, Umemoto K, Green M, Nakamura 

Y, Datto M, Ueno M, Walden D, Esaki T, Oliver T, Komatsu Y, 

Mizuno N, Oki E, Taniguchi H, Bando H, Morizane C, 

Yoshino T, Strickler JH, Ikeda M, Bekaii-Saab TS：Clinical 
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impact of MAPK pathway alterations in advanced 
biliary tract cancer （BTC）: SCRUM-Japan GOZILA and 
COLOMATE international collaboration. ASCO 2022， 
2022， （Chicago）， ［ポスター］

017　Ohba A, Ozaka M, Mizusawa J, Katayama H, Okusaka T, 

Kobayashi S, Ikeda M, Kaneko S, Sasahira N, Okano N, 

Furukawa M, Miki I, Mizuno N, Yasuda I, Fujimori N, 

Kataoka T, Ueno M, Ishii H, Fukuda H, Furuse J：
Randomized mult icenter phase II/III study of 
gemc i t ab ine  p lus  nab -pac l i t axe l  o r  mod i f i ed 
FOLFIRINOX or S-IROX in patients with metastatic or 
recurrent pancreatic cancer （JCOG1611, GENERATE）. 
ASCO 2022， 2022， （Chicago）， ［ポスター］

018　Kuwahara T：Deep learning analysis for the diagnosis of 
pancreatic diseases. DDW2022， 2022， （WEB）［ 招 待 講
演］

019　Kuwahara T：Utilization of artificial intelligence for the 
development of an EUS-convolutional neural network 
model. IDEN2022， 2022， （WEB）， ［招待講演］

020　Kuwahara T：Artificial intelligence in EUS diagnosis for 
pancreatic cystic lesions. KDDW2022， 2022， （WEB）， 

［招待講演］
021　Kuwahara T, Hara K：Artificial intelligence analysis for 

the evaluation of PanNEN grading. 第 26 回国際膵臓学
会， 2022， （京都）， ［シンポジウム］

022　Kuraishi Y, Hara K, Okuno N, Kuwahara T, Haba S, 

Yanaidani T, Ishikawa S, Yasuda T, Yamada M, Mizuno N：
Association between autoimmune pancreatitis and 
malignancy development. 第 26 回国際膵臓学会， 2022， 

（京都）， ［パネルディスカッション］
023　Yamada M, Okuno N, Yasuda T, Ishikawa S, Yanaidani T, 

Kuraishi Y, Kuwahara T, Haba S, Mizuno N, Hara K：
Needle-based confocal endomicroscopy for the diagnosis 
of pancreatic neuroendocrine tumor. 第 26 回国際膵臓学
会， 2022， （京都）， ［口演］

024　Ishikawa S, Okuno N, Mizuno N, Haba S, Kuwahara T, 

Kuraishi Y, Yanaidani T, Yamada M, Yasuda T, Hara K：
Chronic pancreatitis with refractory biliary stricture 
treated by EUS-CDS fistula creation. 第 26 回国際膵臓学
会， 2022， （京都）， ［口演］

025　Yasuda T, Haba S, Ishikawa S, Yamada M, Fumihara D, 

Yanaidani T, Kuraishi Y, Okuno N, Kuwahara T, Mizuno N, 

Hara K：Dilation of pancreatic duct stenosis using a 
newly designed drill dilator. 第 53 回日本膵臓学会大会
2022， （京都）， ［口演］

026　原　和生：口演 膵　EUS．第 108 回日本消化器病学会総
会， 2022， （東京）， ［司会］

027　原　和生：Interventional EUS の教育法．第 103 回日本
消化器内視鏡学会総会， 2022， （京都）， ［サテライトセミ
ナー］

028　原　和生：EUS-BD のトラブルシューティング．第 103
回日本消化器内視鏡学会総会， 2022， （京都）， ［ランチョ

ンセミナー］
029　原　和生：パネルディスカッション 10, EUS-FNA 診療

の新展開．第 103 回日本消化器内視鏡学会総会， 2022， 
（京都）， ［座長］

030　原　和生：パネルディスカッション 胆膵領域における超
音波内視鏡診断と治療．第 95 回日本超音波医学会， 
2022， （名古屋）， ［座長］

031　原　和生：初心者のための EUS-BD セミナー2022， 初心
者のための EUS-BD セミナー， （東京）， ［特別講演］

032　原　和生：がんゲノム医療と胆膵内視鏡．仙台内視鏡治
療ライブセミナー2022， 2022， （仙台）， ［講演］

033　原　和生：胆膵内視鏡ライブセミナー 1.EUS-FNA．仙台
内視鏡ライブセミナー2022， 2022， （仙台）， ［ワーク
ショップ］

034　原　和生：胆膵内視鏡ライブセミナー 2.EUS-HGS．仙台
内視鏡ライブセミナー2022， 2022， （仙台）， ［ワーク
ショップ］

035　原　和生：東海 ERCP/EUS セミナー．東海 ERCP/EUS
セミナー， 2022， （名古屋）， ［ワークショップ］

036　原　和生：がん患者さんの食欲不振・体重減少の治療介
入時期を再考する．アナモレリン研究会， 2022， （名古
屋）， ［座長］

037　原　和生：TornusES が導く安心・安全な Interventional 
Endoscopy．新型ダイレーターによる拡張領域新展開， 
2022， （名古屋）， ［講演］

038　原　和生：Precision Biliary Drainage を目指して．胆膵
内視鏡フロンティアセミナー， 2022， （神戸）， ［特別講演］

039　原　和生：AXIOS Hands-on ワークショップ．AXIOS
講習会， 2022， （金沢）， ［ワークショップ］

040　原　和生：Precision Biliary Drainage．金沢大学内視鏡
講演会， 2022， （金沢）， ［特別講演］

041　原　和生：EUS-FNB　がんゲノム医療．東海胆膵内視鏡
研究会， 2022， （名古屋）， ［司会］

042　原　和生：AXIOS Hands-on ワークショップ．AXIOS
講習会， 2022， （名古屋）， ［ワークショップ］

043　原　和生：統計学の基礎， 癌診療を行う臨床医のための
医学セミナー， （名古屋）， ［司会］

044　 原　 和 生： 第 2 部 Interventional EUS． 第 20 回 FNA 
Club JAPAN， 2022， （東京）， ［座長］

045　原　和生：稀な胆膵腫瘍の画像診断．第 60 回鈴鹿肝胆膵
画像研究会， 2022， （三重）， ［講演］

046　原　和生， 遠藤　格：口演 3 膵臓 2．第 76 回日本消化器
画像診断研究会， 2022， （新潟）， ［座長］

047　原　和生：PBDのススメ．第58回日本胆道学会学術集会， 
2022， （横浜）， ［特別講演］

048　原　和生：講演 20 ドレナージ７：第 58 回日本胆道学会
学術集会， 2022， （横浜）， ［座長］

049　原　和生：膵癌総論 膵癌を知ろう．令和 4 年度第 4 回市
民公開講座， 2022， （名古屋）， ［講演］

050　原　和生：デジタルポスター 膵臓（急性膵炎・慢性膵
炎）．JDDW2022， 2022， （福岡）， ［座長］

051　原　和生：デジタルポスター 胆道・ドレナージ（EUS
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関連）2．JDDW2022， 2022， （福岡）， ［座長］
052　原　和生：AXIOS 講習会．AXIOS 講習会， 2022， （名古

屋）， ［ワークショップ］
053　原　和生：膵胆道がんの疼痛コントロールと便秘のマ

ネージメント．OIC 研究会， 2022， （名古屋）， ［特別講演］
054　原　和生：EUS-FNA の現状と未来．第 174 回日本臨床

細胞学会東海連合会例会， 2022， （名古屋）， ［講演］
055　原　和生：EUS-BD の手技について．朝日 J セールス内

視鏡講演会， 2023， （名古屋）， ［特別講演］
056　原　和生：内科医から見た PNEN 集学的治療．膵・消化

管神経内分泌腫瘍 Update2023， 2023， （名古屋）， ［司会］
057　原　和生：EUS-BD の現状と課題．朝日 J セールス内視

鏡講演会， 2023， （名古屋）， ［特別講演］
058　原　和生：EUS-FNA の手技について．朝日 J セールス

内視鏡講演会， 2023， （名古屋）， ［特別講演］
059　原　和生：がんゲノム時代に胆膵内視鏡医が理解してお

く べ き 最 新 の 知 見．TAIHO Web Lecture on Biliary 
Tract and Pancreatic Cancer， 2023， （名古屋）， ［講演］

060　原　和生：中部 SharkCore Summit．中部 SharkCore 
Summit， 2023， （名古屋）， ［司会］

061　原　和生：がん薬物療法を行う医師が理解しておきたい
有害事象とその対策．第 3 回旭化成ファーマ勉強会， 
2023， （名古屋）， ［司会］

062　田中　努， 田近正洋， 大西祥代， 山田啓策， 神谷友康， 原　
和生， 水野伸匡， 桑原崇通， 奥野のぞみ， 羽場　真， 倉石
康弘， 文原大貴， 柳井谷駿史， 石川　将， 安田　司， 山田
真規， 花井信広， 丹羽康正：当院における下咽頭表在癌
に対する経口的下咽頭喉頭部分切除術（TOVS）と内視鏡
的 粘 膜 下 層 剥 離 術（ESD）の 治 療 成 績 の 検 討．
JDDW2022， 2022， （福岡）， ［デジタルポスターセッショ
ン］

063　山田啓策， 田近正洋， 田中　努， 大西祥代， 原　和生， 水
野伸匡， 羽場　真， 桑原崇通， 奥野のぞみ， 倉石康弘， 柳
井谷駿史， 山田真規， 石川　将， 安田　司， 丹羽康正：食
道 に お け る gel immersion ESD と 手 技 の 工 夫．
JDDW2022， 2022， （福岡）， ［デジタルポスターセッショ
ン］

064　梶野泰祐， 原　和生， 藤城光弘， 田口　歩：LncRNA 
XXYLT1-AS2 は膵がんにおいてアポトーシスを抑制する．
第 81 回日本癌学会学術総会， 2022， （横浜）， ［ポスター］

065　稲葉吉隆， 浅井　翼， 古谷勇一郎， 岩間功訓， 大橋良夫， 
今峰倫平， 長谷川貴章， 村田慎一， 加藤弥菜， 山浦秀和， 
女屋博昭， 立花弘之， 清水秀年， 流　真治， 横井和志， 原　
和生：神経内分泌腫瘍に対するペプチド受容体放射性核
種療法の導入と初期治療経験．第 94 回日本核医学会中部
地方会， 2022， （静岡）， ［一般演題］

066　水野伸匡， 上野　誠， 井岡達也， 尾阪将人， 奥坂拓志：高
齢化社会における膵がんに対する治療戦略―短期・長期
成績を含めて―　高齢者進行膵癌に対する一次化学療法　
膵癌診療ガイドライン 2022．第 60 回日本癌治療学会学
術集会， 2022， （神戸）， ［ワークショップ］

067　羽場　真， 原　和生， 清水泰博：十二指腸乳頭部局所切

除の成績と , 遺残病変に対する内視鏡治療の有用性．第
58 回日本胆道学会学術集会， 2022， （横浜）， ［口演］

068　羽場　真， 原　和生， 清水泰博：膵疾患における内視鏡
診療の役割　膵癌早期診断のための膵嚢胞経過観察法　
膵嚢胞外来における EUS の位置づけ．第 103 回日本消化
器内視鏡学会総会， 2022， （京都）， ［ワークショップ］

069　羽場　真， 原　和生， 清水泰博：膵癌の早期診断を目指
した病態解明と診療戦略　膵癌早期診断のための膵嚢胞
経過観察法　膵嚢胞外来の試み．第 108 回日本消化器病
学会総会， 2022， （東京）， ［ワークショップ］

070　桑原崇通， 原　和生：IPMN の病態解明にもとづくマネー
ジメント　人工知能による膵嚢胞病変の検出と診断．第
108 回日本消化器病学会総会， 2022， （東京）， ［パネル
ディスカッション］

071　桑原崇通， 原　和生：Next Endoscopy- 消化器内視鏡技
術開発の Break through Deep learning を用いた IPMN
病変の検出と良悪性診断．第 103 回日本消化器内視鏡学
会総会， 2022， （京都）， ［ワークショップ］

072　平井恵子， 桑原崇通， 古川和宏：超音波内視鏡における
人工知能を用いた上部消化管上皮下腫瘍の診断能の検討．
第 103 回日本消化器内視鏡学会総会， 2022， （京都）， ［コ
アセッション］

073　桑原崇通， 原　和生：胆膵領域における超音波内視鏡診
断と治療　膵腫瘤診断 AI の開発．日本超音波医学会第
95 回学術集会， 2022， （名古屋）， ［ワークショップ］

074　桑原崇通， 原　和生：半教師学習を用いた効率的な膵嚢
胞検出 AI の開発．JDDW2022， 2022， （福岡）， ［統合プ
ログラム］

075　桑原崇通：胆膵領域における人工知能研究の現状と展望．
GI Young Summit， 2022， （WEB）， ［招待講演］

076　奥野のぞみ， 原　和生， 清水泰博： 病 態 に 基 づ く
Interventional EUS による診療戦略　膵頭部領域疾患術
前例に対する primary EUS-HGS．第 108 回日本消化器病
学会総会， 2022， （東京）， ［シンポジウム］

077　奥野のぞみ， 羽場　真， 原　和生：胆道シンチグラフィ
からみた EUS-BD の適応と限界．第 103 回日本消化器内
視鏡学会総会， 2022， （京都）， ［コアセッション］

078　奥野のぞみ， 原　和生， 清水泰博：膵頭十二指腸切除例
に対する EUS-HGS．第 58 回日本胆道学会学術集会， 
2022， （横浜）， ［口演］

079　奥野のぞみ， 羽場　真， 原　和生：To create the neo-
papilla using EUS-CDS fistula．JDDW2022， 2022， （ 福
岡）， ［インターナショナルポスター］

080　奥野のぞみ：口演．日本消化器病学会東海支部第 137 回
例会， 2022， （浜松）， ［座長］

081　倉石康弘， 桑原崇通， 原　和生：NET の病態解明と診療
戦略の展開　腫瘍径の小さな膵神経内分泌腫瘍の臨床経
過　経過観察は可能か．第 108 回日本消化器病学会総会， 
2022， （東京）， ［ワークショップ］

082　倉石康弘， 奥野のぞみ， 原　和生：鑑別困難な胆道病変
に対する内視鏡診断　胆嚢病変に対する EUS-FNA の有
用性と安全性．第 103 回日本消化器内視鏡学会総会， 
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2022， （京都）， ［パネルディスカッション］
083　倉石康弘， 奥野のぞみ， 原　和生：胆嚢癌に対するアプ

ローチ　胆嚢癌診療における EUS-FNA の有用性．第 58
回日本胆道学会学術集会， 2022， （横浜）， ［ワークショッ
プ］

084　倉石康弘， 桑原崇通， 原　和生：進行膵神経内分泌腫瘍
の集学的治療　遠隔転移を有する進行膵神経内分泌腫瘍
における予後と治療成績．JDDW2022， 2022， （福岡）， ［パ
ネルディスカッション］

085　柳井谷駿史， 奥野のぞみ， 原　和生：胆道癌の新たな治
療戦略（遺伝子パネル・分子標的・術前治療）　実臨床に
お け る 胆 道 癌 precision medicine の 現 状 と 課 題．
JDDW2022， 2022， （福岡）， ［パネルディスカッション］

086　柳井谷駿史， 奥野のぞみ， 原　和生：膵胆道癌の CGP に
おける EUS-TA の臨床的有用性（Clinical utility of EUS-
TA for CGP of pancreatobiliary cancer）．第 103 回日本
消化器内視鏡学会総会， 2022， （京都）， ［口演］

087　柳井谷駿史， 奥野のぞみ， 原　和生：切除不能膵癌・胆
道癌の病態解明と診療戦略　実臨床における切除不能・
再発膵胆道癌に対する CGP の検討．第 108 回日本消化器
病学会総会， 2022， （東京）， ［ワークショップ］

088　山田真規， 奥野のぞみ， 原　和生：胆膵疾患の遺伝子解
析による病態解明・臨床展開　日常臨床における膵癌ゲ
ノム医療の現状と問題点．第 108 回日本消化器病学会総
会， 2022， （WEB）， ［ワークショップ］

089　山田真規， 奥野のぞみ， 原　和生：EUS-FNA 診療の新展
開　膵胆道癌ゲノム医療を考慮した EUS-TA（tissue 
acquisition）．第 103 回日本消化器内視鏡学会総会， 2022， 

（京都）， ［パネルディスカッション］
090　山田真規， 奥野のぞみ， 原　和生：遠位胆管癌と浸潤性

膵管癌の術前鑑別診断の現状と課題．第 58 回日本胆道学
会学術集会， 2022， （横浜）， ［ポスター］

091　増田大介， 天野美緒， 西岡　伸， 山田真規， 宮野　亮， 植
野紗緒里， 小倉　健：当院における 90 歳以上の胆道 ERCP
症例の検討．第 58 回日本胆道学会学術集会， 2022， （横
浜）， ［口演］

092　山田真規， 奥野のぞみ， 原　和生：胆道シンチグラフィ
を 用 い た EUS-HGS に お け る 胆 汁 排 泄 動 態 の 解 析．
JDDW2022， 2022， （福岡）， ［デジタルポスター］

093　増田大介， 小倉　健， 天野美緒， 奥田　篤， 植野紗緒里， 
西岡　伸， 宮野　亮， 山田真規， 山本嘉太郎， 樋口和秀：

『胆膵疾患と性差』分枝型 IPMN 長期経過観察例の検討　
性差との関連は ?．第 24 回高齢消化器病学会総会， 2022， 

（京都）， ［シンポジウム］
094　石川　将， 奥野のぞみ， 原　和生：保険診療下における

膵癌ゲノム診療の現状と課題．JDDW2022， 2022， （福
岡）， ［統合プログラム］

095　石川　将， 奥野のぞみ， 原　和生：肝胆膵疾患診療の現
状と課題　当院での保険診療下での胆膵ゲノム診療の現
状と課題．日本消化器病学会東海支部第 136 回例会， 
2022， （WEB）， ［シンポジウム］

096　石川　将， 奥野のぞみ， 原　和生：悪性胆道狭窄の病態

解明と治療戦略　悪性肝門部胆管狭窄に対する経乳頭ド
レナージと EUS-HGS の Combination Drainage．第 108
回日本消化器病学会総会， 2022， （WEB）， ［パネルディス
カッション］

097　石川　将， 奥野のぞみ， 原　和生：胆膵関連内視鏡検査， 
治療におけるトラブルシューティング　偶発症低減およ
び難易度克服のための EUS-HGS の工夫．第 103 回日本
消化器内視鏡学会総会， 2022， （京都）， ［ワークショップ］

098　石川　将， 奥野のぞみ， 原　和生：胆道癌に対する化学
療法の現状と展望　当院での胆道癌に対するゲノム医療
の現状と課題．第 58 回日本胆道学会学術集会， 2022， （横
浜）， ［パネルディスカッション］

099　安田　司， 山田啓策， 田近正洋：薬剤性およびアレルギー
性消化管疾患の病態と診療　免疫チェックポイント阻害
薬関連下痢 / 大腸炎の重症度リスク因子の検討．第 108
回日本消化器病学会総会， 2022， （WEB）， ［パネルディス
カッション］

100　安田　司， 山田啓策， 田近正洋， 神谷友康， 大西祥代， 田
中　努：当院における大腸 cT1b 癌に対する ESD の治療
成績と限界．第 103 回日本消化器内視鏡学会総会， 2022， 

（京都）， ［口演］
101　安田　司， 奥野のぞみ， 原　和生：良性および良悪鑑別

困難な胆道狭窄に対するアプローチ　PD 後の良性胆管
空腸吻合部狭窄に対する内視鏡的治療法の検討．第 58 回
日本胆道学会学術集会， 2022， （横浜）， ［ワークショップ］

102　安田　司， 奥野のぞみ， 原　和生：膵小型腫瘤性病変（径
10mm 以下）の内視鏡診療の現状と展望　膵小病変の診断
に お け る EUS-FNA と ERP の 位 置 付 け．JDDW2022， 
2022， （福岡）， ［ワークショップ］

103　福井淑崇， 奥野のぞみ， 原　和生：胆膵疾患に対する内
視鏡診断と治療の工夫　膵癌におけるゲノム医療の現状
と課題．第 65 回日本消化器内視鏡学会東海支部例会， 
2022， （静岡）， ［シンポジウム］

104　福井淑崇， 奥野のぞみ， 原　和生：肝胆膵疾患診断・治
療の最近の進歩　胆道癌におけるゲノム医療の現状と課
題．日本消化器病学会東海支部第 137 回例会， 2022， （静
岡）， ［シンポジウム］

内視鏡部　

001　田近正洋：悪心・嘔吐でおさえておきたい画像所見につ
いて．第 32 回日本医療薬学， 2022， （高﨑）， ［シンポジウ
ム］

002　緒方貴次， 下村一景， 成田有季哉， 谷口浩也， 前田章光， 
室谷健太， 内田幸作， 田近正洋， 室　圭：胃癌薬物療法に
おけるアナモレリンの役割　悪液質を伴う胃癌患者にお
けるアナモレリンの効果予測因子の検討（英語）．第 95
回日本胃癌学会総会， 2023， （札幌）， ［パネルディスカッ
ション］

003　松原裕樹， 舛石俊樹， 中田晃暢， 児玉紘幸， 緒方貴次， 熊
西亮介 . 中澤泰子， 成田有季哉， 本多和典， 谷口浩也， 門
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脇重憲， 安藤正志， 田近正洋， 細田和貴， 室　圭：切除不
能大腸癌の 1 次治療 / 後方治療としての抗 EGFR 抗体薬
に対する HER2 status の影響．第 60 回日本癌治療学会
学術集会， 2022， （神戸）， ［ポスター］

004　熊西亮介， 成田有季哉， 若林宗弘， 児玉紘幸， 中田晃暢， 
中澤泰子， 緒方高次， 松原裕樹， 本多和典， 舛石俊樹， 谷
口浩也， 門脇重憲， 安藤正志， 田近正洋， 室　圭：HER2
陽性胃癌に対する T-DXd 治療前の HER2ECD 及び HER2
測定の意義．第 60 回日本癌治療学会学術集会， 2022， （神
戸）， ［一般口演］

005　熊西亮介， 谷口浩也， 本多和典， 舛石俊樹， 成田有季哉， 
門脇重憲， 安藤正志， 田近正洋， 安部哲也， 室　圭：術前
DCF 療法中の発熱性好中球減少症に対する至適一次予防
法．第76回日本食道学会学術集会， 2022， （東京）， ［口演］

006　田中　努：胃がん治療（内視鏡を中心に）．日本消化器が
ん検診学会　東海北陸支部放射線研修委員会， 2022， （名
古屋）， ［講演］

007　田中　努， 田近正洋， 大西祥代， 山田啓策， 神谷友康， 原　
和生， 水野伸匡， 桑原崇通， 奥野のぞみ， 羽場　真， 倉石
康弘， 文原大貴， 柳井谷駿史， 石川　将， 安田　司， 山田
真規， 花井信広， 丹羽康正：当院における下咽頭表在癌
に対する経口的下咽頭喉頭部分切除術（TOVS）と内視鏡
的 粘 膜 下 層 剥 離 術（ESD）の 治 療 成 績 の 検 討．
JDDW2022， 2022， （福岡）， ［デジタルポスター］

008　山田啓策， 田近正洋， 田中　努， 大西祥代， 原　和生， 水
野伸匡， 羽場　真， 桑原崇通， 奥野のぞみ， 倉石康弘， 柳
井谷駿史， 山田真規， 石川　将， 安田　司， 丹羽康正：食
道 に お け る gel immersion ESD と そ の 手 技 の 工 夫．
JDDW2022， 2022， （福岡）， ［デジタルポスターセッション］

009　安田　司， 山田啓策， 田近正洋， 神谷友康， 大西祥代， 田
中　努：当院における大腸 cT1b 癌に対する ESD の治療
成績と限界．第 103 回日本消化器内視鏡学会総会， 2022， 

（東京）， ［口演］
010　山田啓策， 田近正洋， 丹羽康正：病態解明による大腸腫

瘍診療の新展開　当院における大腸癌手術例に対するユ
ニバーサルスクリーニングの試み．第 108 回消化器病学
会総会， 2022， （東京）， ［パネルディスカッション］

011　安田　司， 山田啓策， 田近正洋：薬剤性およびアレルギー
性消化管疾患の病態と診療　免疫チェックポイント阻害
薬関連下痢／大腸炎の重症度リスク因子の検討．第 108
回消化器病学会総会， 2022， （東京）， ［パネルディスカッ
ション］

012　山田啓策， 田近正洋， 丹羽康正：消化管疾患に対する内
視鏡診断と治療の工夫　胃体部～穹窿部大彎早期胃癌に
対する病変外への糸つきクリップ装着による牽引下胃
ESD の有用性．第 65 回日本消化器内視鏡学会東海支部
例会， 2022， （静岡）， ［シンポジウム］

013　大西祥代， 田近正洋， 丹羽康正：栄養・代謝機能と消化
器疾患の病態解明と治療　食道扁平上皮癌術前化学療法
中の体組成変化が及ぼす影響．第 108 回日本消化器病学
会総会， 2022， （東京）， ［ワークショップ］

014　大西祥代， 田近正洋， 丹羽康正：StageIV a 食道癌に対す

る治療戦略　当院における切除不能局所進行胸部食道癌
に対する治療．JDDW2022， 2022， （福岡）， ［パネルディ
スカッション］

015　大西祥代， 山田啓策， 田近正洋：消化管疾患診断・治療
の最近の進歩　当院における大腸癌に対するユニバーサ
ルスクリーニングの現状．日本消化器病学会東海支部第
137 回例会， 2022， （浜松）， ［シンポジウム］

呼吸器内科部

001　Matsuzawa R, Morise M, Ito K, Hataji O, Takahashi K, 

Kuwatsuka Y, Goto Y,  Imaizumi K, Itani H, Yamaguchi T, 

Zenke Y, Oki M, Ishii M： Multi-center, phase II study of 
docetaxel （DTX） plus ramucirumab （RAM） following 
platinum-based chemotherapy plus ICIs in patients with 
NSCLC: SCORPION study. ELCC, 2023, （Copenhagen）, 

［Poster Display session］ 
002　Imai H, Azuma K, Kishi K, Saito H, Yamaguchi T, Hayashi H, 

Shiraishi Y, Fujita K, Watanabe S, Kitazono S, Fukuhara T, 

Hataji O, Toi Y, Mizutani H, Hamakawa Y, Maemondo M, 

Ohsugi T, Suzuki K, Horinouchi H, Ohe Y：LIGHT-NING 
2nd interim analysis: 1L nivolumab+ipilimumab+/-
chemotherapy for NSCLC in Japan. 第 63 回肺癌学会学
術集会， 2022， （福岡）， ［口演］

003　Murakami S, Goto Y, Kenmotsu H, Tamiya M, Yanagitani N, 

Taniguchi H, Koyama S, Shimizu J, Yokoyama T, Maeda T, 

Tamiya A, Shimada N, Uchiyama A, Imaizumi K, Takahama 

T, Kato T, Nishio M, Hayashi H, Shiraiwa N, Okura M, 

Kikkawa H, Thomaidou D, Kurata T：Lorlatinib After 
Alectinib in ALK+NSCLC in Japan: A Retrospective, 
Multicenter, Observational Study. 第 63 回肺癌学会学術
集会， 2022， （福岡）， ［口演］

004　大矢由子：Association of Glasgow prognostic score with 
efficacy and safety of first line Osimertinib in EGFR 
mutated NSCLC（OSI-FACT exploratory analysis）．第
20 回臨床腫瘍学会学術集会， 2023， （福岡）， ［Mini Oral 
Session］

005　山口哲平， 清水淳市， 大矢由子， 重松文恵， 渡辺尚宏， 堀
尾芳嗣， 長谷川貴章， 稲葉吉隆， 室谷健太， 藤原　豊：軽
度肺線維化合併非小細胞肺癌の 1 次化学療法における免
疫チェックポイント阻害剤併用が予後に与えた影響 . 第
62 回日本呼吸器学会学術講演会， 2022， （京都）， ［口演］

006　藤原　豊：トラスツズマブデルクステカンによる新たな
薬剤性肺障害 . 第 62 回日本呼吸器学会学術講演会， 2022， 

（京都）， ［ランチョンセミナー］　
007　大矢由子：希少フラクション NSCLC～Targeted Drugs

を届けるために～．第 62 回日本呼吸器学会学術講演会， 
2022， （京都）， ［ランチョンセミナー］　

008　山口哲平， 清水淳市， 大矢由子， 重松文恵， 長谷川貴章， 
渡辺尚宏， 堀尾芳嗣， 稲葉吉隆， 藤原　豊：アテゾリズマ
ブ療法にニンテダニブを併用した間質性肺疾患合併非小
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細胞肺癌 4 例の検討．第 63 回肺癌学会学術集会， 2022， 
（福岡）， ［ポスターディスカッション］ 

009　齋藤良太， 洪　泰浩， 赤松弘朗， 小柳　潤， 木島貴志， 弦
間昭彦， 吉野一郎， 清家正博， 三角俊裕， 長谷哲成， 清水
淳市， 岩澤俊一郎， 仲川慎太郎， 光冨徹哉：末梢血を用い
たアテゾリズマブ抗腫瘍効果予測因子の検討　多施設共
同前向き観察研究 J-TAIL 附随研究．第 63 回肺癌学会学
術集会， 2022， （福岡）， ［口演］

010　重松文恵， 大矢由子， 山口哲平， 渡辺尚宏， 清水淳市， 堀
尾芳嗣， 藤原　豊， 細田和貴：当院でのニボルマブとイ
ピリムマブの併用療法．第 63 回肺癌学会学術集会， 
2022， （福岡）， ［口演］

011　寺井秀樹， 副島研造， 下川朝有， 堀之内秀仁， 清水淳市， 
長谷哲成， 金丸良太， 渡邉香奈， 二宮貴一朗， 荒金尚子， 
柳谷典子， 坂田能彦， 清家正博， 藤本大智， 井川　聡， 宮
岡悦良， 吉野一郎， 弦間昭彦， 光冨徹哉：市販後全例調査
データを活用した非小細胞肺癌に対するペムブロリズマ
ブ単剤治療のリアルワールドデータ解析．第 63 回肺癌学
会学術集会， 2022， （福岡）， ［口演］ 

012　神山潤二， 森瀬昌宏， 古川大記， 松澤令子， 田中一大， 横
田秀夫， 木村智樹， 近藤康博， 橋本直純， 石井　誠：進行
非小細胞肺癌における臨床および画像特徴量を用いた機
械学習による個別化生存予測モデルの構築．第 63 回肺癌
学会学術集会， 2022， （福岡）， ［口演］

013　飯島淳司， 松澤令子， 森瀬昌宏， 田中一大， 平野達也， 佐
藤美佳， 神山潤二， 柴田寛史， 玄　崇永， 米田一樹， 堀　
和美， 長谷哲成， 橋本直純， 後藤真輝， 中村彰太， 芳川　
豊史：単発副腎転移に対し化学療法後に切除し長期の無
病生存期間が得られた肺腺癌の 1 例．第 63 回肺癌学会学
術集会， 2022， （福岡）， ［口演］

014　清水淳市：免疫治療．第 63 回肺癌学会学術集会， 2022， 
（福岡）， ［座長］

015　藤原　豊：マルチブレックス検査．第 63 回肺癌学会学術
集会， 2022， （福岡）， ［座長］

016　堀尾芳嗣：ランチョンセミナー32．第 63 回肺癌学会学術
集会， 2022， （福岡）， ［座長］

017　堀尾芳嗣：再生検・遺伝子診断２. 第 45 回日本呼吸器内
視鏡学会，2022， （福岡）， ［座長］

018　松澤令子， 伊藤貴康， 今泉和良， 伊藤克樹， 岡地祥太郎， 
森瀬昌宏， 若原恵子， 石井　誠：ラッテクスアレルギー
患者に対してバルーン非使用下に EBUS―TBNA で診断
した小細胞肺癌の 2 例．第 45 回日本呼吸器内視鏡学会，
2022， （福岡）， ［口演］

019　岡地祥太郎， 伊藤貴康， 松澤令子， 佐藤和秀， 阪本考司， 
森瀬昌宏， 若原恵子， 橋本直純：ウェアラブルディスプ
レイを用いた気管支鏡下生検時の迅速細胞診（ROSE）支
援システムの構築．日本呼吸器内視鏡学会， 2022， （福
岡）， ［口演］ 

020　藤原　豊：肺癌アフタヌーンセミナー．第 121 回日本呼
吸器学会東海地方会， 2022， （Web）， ［座長］

021　藤原　豊：共催セミナー1．第 121 回日本肺癌学会中部支
部学術集会， 2022， （松本）， ［座長］

022　舩田千秋， 山下　裕， 山北喜久， 福嶋敬子， 清水淳市， 吉
田　茂， 岡本泰岳：院内におけるパス教育の実際―問題
点は何 ? その解決方法は！―多施設共有化教育ツールの
開発　会員（施設）の悩み事から．日本クリニカルパス学
会， 2022， （岐阜）， ［口演］

023　藤原　豊：コロナ感染中にペンブロリズマブ投与を行っ
た肺腺癌の１例．第 122 回日本肺癌学会中部支部学術集
会， 2023， （名古屋）， ［口演］

024　堀田勝幸， 藤原　豊：がん免疫療法ガイドライン改定第
3 版の概要．第 20 回臨床腫瘍学会学術集会， 2023， （福
岡）， ［司会］ 

025　解良恭一， 堀尾芳嗣：TR・臨床薬理 4（遺伝子パネル検
査）．第 20 回臨床腫瘍学会学術集会， 2023， （福岡）， ［司
会］
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001　Bando H, Kumagai S, Kotani D, Mishima S, Habu T, 

Tsushima T, Hara H, Kadowaki S, Kato K, Chin K, 

Yamaguchi K, Kageyama S, Hojo H, Nakamura M, Tachibana 

H, Wakabayashi M, Fukui M, Fuse N, Nishikawa H and 

Kojima T.：Investigation of predictive biomarkers in 
patients treated with atezolizumab monotherapy 
following definitive chemoradiotherapy for unresectable 
locally advanced esophageal squamous cell carcinoma 

（EPOC1802 GI, 2023 （San Francisco）, ［Poster Session］
002　門脇重憲：高齢者切除不能・再発胃癌に対する S-1 単剤

療法と S-1/L-OHP 併用 （SOX） 療法のランダム化第Ⅱ相
試験．第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会，2023， （福岡）， 

［Oral Session （English Session）］
003　Kagawa Y, Kotani D, Bando H, Takahashi N, Hamaguchi 

T,Kanazawa A, Kato T, Ando K, Satake H, Shinozaki E, 

Sunakawa Y,Takashima A, Yamazaki K, Yuki S, Nakajima H, 

Nakamura Y,Wakabayashi M, Taniguchi H, Ohta T, Yoshino 

T：Plasma RAS dynamics and anti-EGFR rechallenge 
eff icacy in patients with RAS/BRAF wild-type 
metastatic colorectal cancer: REMARRY and PURSUIT 
trials.ASCO, 2022, （Chicago）, ［Poster］

004　Yuki S, Sunakawa Y, Yamazaki K, Shirasu H, Taniguchi H, 

Masuishi T, Shiozawa M, Bando H, Nishina T, Yasui H, Ohta 

T, Takahashi N, Denda T, Esaki T, Kawakami H, Satake 

H,Takashima A, YukikoAbe Y, Nomura S, Yoshino T：
Analysis of plasma angiogenesis factors on the efficacy 
of first-line （1L） chemotherapy （chemo） combined with 
biologics in RAS wild-type metastatic colorectal cancer 

（mCRC）: Results from GI-SCREEN CRC Ukit study. 
ASCO, 2022, （Chicago）, ［Poster］

005　Caughey B.A, Umemoto K, Green M, Ikeda M, D’Anna 

R,Ueno M, Niedzwiecki D, Taniguchi H, Walden D, Komatsu 

Y, Zhou K. I, Esaki T, Ramaker R, Denda T, Datto M, Bando 

H, Bekaii-Saab T.S,Yoshino T, Strickler J.H, Nakamura Y：
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Identification of an optimal circulating tumor DNA 
（ctDNA） shedding threshold to detect actionable driver 
mutations in colorectal and pancreatic adenocarcinoma.
ASCO, 2022, （Chicago）, ［Poster］

006　Takahashi H, Caughey B.A, Umemoto K, Green M, 

Nakamura Y, Datto M, Ueno M, Walden D, Esaki T, Oliver T, 

Komatsu Y, Mizuno N, Oki E, Taniguchi H, Bando H, 

Morizane C, Yoshino T, Strickler J.H, Ikeda M, Bekaii-Saab 

T.S：Clinical impact of MAPK pathway alterations in 
advanced biliary tract cancer （BTC）: SCRUM-Japan 
GOZILA and COLOMATE international collaboration. 
ASCO, 2022, （Chicago）, ［Poster］

007　Honma Y, Monden N, Yamazaki K,Kano S, Satake H, 

Kadowaki S, Nagao T, Nakatogawa T, Fujii K, Koroki Y, 

Aoyama J, Ouchi S, Ogawa T, McCarthy S, Brookman-May 

S.D, Mundle S, Li J, Tada Y: Yatagarasu：A single-arm, 
open-label, phase 2 study of apalutamide （APA） plus 
goserelin （GOS） for patients （pts） with far locally 
advanced or recurrent/metastatic （fLA/RM） and 
androgen receptor （AR）-expressing salivary gland 
carcinoma （SGC）. ASCO, 2022, （Chicago）, ［Poster］

008　Smyth E.C, Chao J, Muro K, Yen P, Yanes R.E, Zahlten-

Kumeli A, Rha S.Y：Trial in progress: Phase 3 study of 
bemarituzumab + mFOLFOX6 versus placebo + 
mFOLFOX6 in previously untreated advanced gastric 
or gastroesophageal junction（GEJ） cancer with 
FGFR2b overexpression （FORTITUDE-101）. ASCO, 
2022, （Chicago）, ［Poster］

009　Yoshino T, Watanabe J, Shitara K, Yasui H, Ohori 

H,Shiozawa M, Yamazaki K, Oki E, Sato T, Naitoh T, 

Komatsu Y, Kato T, Hihara M, Soeda J, Yamamoto K, Akagi 

K ,  Ochia i  A ,  Ue take  H,  Tsuchihara  K ,  Muro  K：
Panitumumab （PAN） plus mFOLFOX6 versus 
bevacizumab （BEV） plus mFOLFOX6 as first-line 
treatment in patients with RAS wild-type （WT） 
metastatic colorectal cancer （mCRC）: Results from the 
phase 3 PARADIGM trial. ASCO, 2022, （Chicago）, 

［Plenary Session］
010　Muro K, Watanabe J, Shitara K, Yamazaki K, Ohori H, 

Shiozawa M, Yasui H, Oki E, Sato T, Naitoh T, Komatsu Y, 

Kato T, Hihara M, Soeda J,Yamamoto K, Akagi K, Ochiai A, 

Uetake H, Yoshino T：First-line panitumumab versus 
bevacizumab in combination with mFOLFOX6 for RAS 
wild-type metastatic colorectal cancer: PARADIGM trial 
results. ESMO-GI， 2022， （Barcelona）， ［Late-breaking 
abstract presentation Oral Presentation］

011　Muro K：Nivolumab （NIVO） plus chemotherapy 
（chemo） or ipilimumab （IPI） vs chemo as first-line 
treatment for advanced esophageal squamous cell 
carcinoma （ESCC）: Expanded efficacy and safety 
analyses from CheckMate 648. ESMO-GI, 2022, 

（Barcelona）, ［Oral Presentation （Discussant）］

012　Muro K：Trifluridine/tipiracil （TAS-102） with or 
without bevacizumab in patients with pretreated 
metastatic esophago-gastric adenocarcinoma （mEGA）: 
A Danish randomized trial （LonGas）. ESMO-GI, 2022, 

（Barcelona）, ［Oral Presentation （Discussant）］
013　Muro K：Co-occurring HER2 and PD-L1 expression in 

patients with HER2-positive trastuzumabrefractory 
gastric cancer （GC）/gastroesophageal junction 
adenocarcinoma （GEJA）: Biomarker analysis from the 
trastuzumab deruxtecan （T-DXd） DESTINY-Gastric03 
tr ia l .  ESMO-GI ,  2022 ,  （Barcelona）, ［Short Oral 
Presentation （Discussant）］

014　Muro K：Soluble programmed cell death ligand 1 
associated with clinical outcome in gastric cancer 
patients treated with nivolumab:Blood based biomarker 
analysis of DELIVER trial （JACCRO-GC08AR）. ESMO-
GI, 2022, （Barcelona）, ［Short Oral Presentation

（Discussant）］
015　Muro K：The impact of COVID-19 on diagnosis, stage 

and treatment of esophageal and gastric cancer. ESMO-
GI, 2022, （Barcelona）, ［Poster Discussion （Discussant）］

016　Muro K：EMERGE: A multi-centre, non-randomised, 
single-arm phase II study investigating domatinostat 
plus avelumab in patients with previously treated 
advanced mismatch repair-proficient oesophagogastric 
and colorectal adenocarcinoma. ESMO-GI, 2022, 

（Barcelona）, ［Poster Discussion （Discussant）］
017　Muro K：Phase 1 trial of vibostolimab plus pembrolizumab 

for PD-1/PD-L1 inhibitornaive advanced gastric cancer: 
The KEYVIBE-001 trial. ESMO-GI, 2022, （Barcelona）, 

［Poster Discussion （Discussant）］
018　Muro K：Checkpoint Inhibition in Gastric Cancer. 

ESMO-GI, Session VIII: Esophageal and Gastric Cancers, 
2022, （Barcelona）, ［oral（Speaker）］

019　Kagawa Y, Kotani D, Bando H, Takahashi N, Horita Y, 

Kanazawa A,Kato  T,Ando  K,Sa take  H,  Shinozak i 

E,Sunakawa Y,Takashima A, Yamazaki K,Yuki S, Nakajima 

H, Nakamura Y, Wakabayashi M, Taniguchi H, Ohta 

T,Yoshino T：Plasma RAS dynamics and efficacy of anti-
EGFR rechallenge in patients with RAS/BRAF wild-
type metastatic colorectal cancer: REMARRY and 
PURSUIT trials.ESMO-GI, 2022, （Barcelona）, ［Poster 
Discussion］

020　Sunakawa Y,Inagaki C, Yuki S, Shiozawa M,Tsuji A, Matoba 

R, Inoue E, Muro K, Ichikawa W：An observational/
translational study of BRAF inhibitor combination 
therapy for BRAF-mutant metastatic colorectal cancer 
i n c l ud i ng  b i omarke r  r e s ea r ch :  BEETS  t r i a l 

（JACCROCC-18）. ESMO-GI, 2022, （Barcelona）, ［Poster 
Presentation］

021　Matsuoka H, Narita Y, Misumi T, Sakamoto Y, Kawakami T, 

Tanioka H, Matsushima T, Miwa H, Shoji H, Ishiguro A, 
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Fushida S, Miura K, Yamada T, Shinozaki K, Mizukami T, 

Moriwaki T, Mitani S, Nakamura M, Muro K, Nishina T：
Impacts of salvage chemotherapy after nivolumab 
therapy （NIVO） A REVIVE substudy. ESMO-GI, 2022, 

（Barcelona）, ［Poster Presentation］
022　Masuishi T, Bando H, Satake H, Kotani D, Hamaguchi T, 

Shiozawa M, Ikumoto T, Kagawa Y, Yasui H, Moriwaki T, 

Kawakami H, Boku S, Oki E, Komatsu Y, Taniguchi H, Muro 

K, Kotaka M, Yamazaki K, Misumi T, Yoshino T, Kato T, Tsuji 

A：A multicenter randomized phase II study comparing 
CAPOXIRI plus bevacizumab and FOLFOXIRI plus 
bevacizumab as the first-line treatment for metastatic 
colorectal cancer: A safety analysis of the QUATTRO-II 
s tudy .  ESMO-GI ,  2 022 ,  （Barce l ona）, ［Pos te r 
Presentation］

023　Yamazaki K,Taniguchi H, Masuishi T, Kawakami T, Onozawa 

Y,Honda K, Tsushima T, Hamauchi S, Mori K, Yasui H, Muro 

K：Bevacizumab, irinotecan and biweekly trifluridine/
tipiracil for pretreated metastatic colorectal cancer: 
MODURATE, a phase Ib study. ESMO-GI, 2022, 

（Barcelona）, ［Poster Presentation］
024　Hara H, Masuishi T, Ando T, Kawakami T, Yamamoto Y, 

Sugimoto N, Shiraishi K, Esaki T, Negoro Y, Tsuzuki T, Sawai 

H, Nakamura M, Inagaki T, Shinohara Y, Kawakami H, 

Kawakami K, Katsuya H,Maeda O,Fujita Y,Yoshimura K, 

Nakajima T, Muro K：A multicenter phase II study of 
mFOLFOX6 in advanced gastric cancer patients with 
severe peritoneal metastases: WJOG10517G. ESMO-GI, 
2022, （Barcelona）, ［Poster Presentation］

025　Okita Y, Tsuji A, Watanabe T, Satake H, Goto M, Yasui H, 

Nakamura M, Sagawa T, Kataoka K, Shiozawa M, Sunakawa 

Y, Ota H, Kotaka M, Miwa K, Kobayashi Y, Okuyama H, 

Kochi M, Masuishi T, Takeuchi M, Ichikawa W, Fujii M：
Efficacy of 2nd-line ramucirumab （RAM） plus FOLFIRI 
for RAS wild-type metastatic colorectal cancer （mCRC） 
by prior regimen: Subgroup analysis of the JACCRO CC-
16. ESMO-GI, 2022, （Barcelona）, ［Poster Presentation］

026　Muro K, Bruce J.Y, Baranda J, Campbell M, Wu C, Gorla S, 

Braiteh F：EV-202: An open-label, multicenter, phase 2 
study of enfortumab vedotin in patients with previously 
treated locally advanced or metastatic solid tumors， 
including multiple gastroesophageal cancer cohorts. 
ESMO-GI， 2022， （Barcelona）, ［Poster Presentation］

027　Taniguchi H, Kuboki Y, Watanabe J, Terazawa T, Kawakami 

H, Yokota M, Nakamura M, Kotaka M, Sugimoto N, Ojima H, 

Oki E, Kajiwara T, Moriwaki T, Takayama T, Denda T, 

Tamura T, Sunakawa Y, Ishihara S, Nakajima T, Morita S, 

Shirao K, Yoshino T：Biomarker analysis using plasma 
angiogenesis factors in the TRUSTY study: A 
randomized phase 2/3 study of trifluridine/tipiracil plus 
bevacizumab as second-line treatment for metastatic 
colorectal cancer. ESMO-GI, 2022, （Barcelona）, ［Short 

Oral Presentation］
028　Kawakami H,Kadowaki S, Hirata K, Tsuda M, Esaki T, 

Sugimoto N, Makiyama A, Machida N, Hirano H, Hara H, 

Kawakami T, Okamoto W, Yabusaki H, Komatsu Y, Hironaka 

S, Muro K：Investigator-initiated phase II study of 
nivolumabplus low-dose ipilimumab as first-line therapy 
for microsatellite instability—high advanced gastric or 
esophagogastr ic  junct ion cancer （NO LIMIT, 
WJOG13320G/CA209-7W7）. ESMO, 2022, （Paris）, 

［Poster session］
029　Kito Y, K Yamazaki K, Shoji H, Yamada T, Tsushima T, Mitani 

S, Shiraish Ki, Yasui H, Hara H, Shimozaki K, Esaki T, 

Shimokawa H, Kajiura S, Masuishi T, Baba E, Yoshimura K, 

Kawakami H, Hironaka S, Muro K：Randomized phase II 
s tudy o f  FOLFIRI  p lus  ramuc i rumab versus 
FOLFOXIRI plus ramucirumab as fi rst-line treatment 
for metastat ic  co lorecta l  cancer :  WJOG9216G 

（RECAST）. ESMO, 2022, （Paris）, ［Poster session］
030　Muro K,Watanabe J, Shitara K, Yamazaki K, Ohori H, 

Shiozawa M, Yasui H, Oki E, Sato T, Naitoh T, Komatsu Y, 

Kato T, Hihara M, Soeda J, Yamamoto K, Akagi K, Ochiai A, 

Uetake H, Tsuchihara K, Yoshino T：Early tumor 
shrinkage （ETS） and depth of response （DpR） analyses 
in metastatic colorectal cancer （mCRC） treated withfi 
rst-line mFOLFOX6 plus panitumumab （PAN） or 
bevacizumab（BEV）: Results from the phase III 
PARADIGM trial. ESMO, 2022, （Paris）, ［Poster session］

031　Sunakawa Y, Inoue E, Sakamoto Y, Kawabata R, Ishiguro A, 

Akamaru Y, Kito Y, Takahashi M, Matsuyama J, Yabusaki H, 

Makiyama A, Suzuki T, Tsuda M, Yasui H, Kawakami H, 

Nakajima T.E., Muro K, Matoba R, Ichikawa W, Fujii M：
Final analysis of clinical outcomes in the DELIVER 
trial:Observational study of nivolumab treatment in 
advanced gastric cancer （JACCRO GC-08）. ESMO, 2022, 

（Paris）, ［Poster session］
032　Muro K, Kato K, Chin K, Nishino K, Satouchi M, Watanabe Y, 

Kawakami H, Tsushima T, Hirai H, Chisamore M, Kojima T：
Phase Ib study of futibatinib plus pembrolizumab 
inpatients with advanced or metastatic solid tumors: 
Tolerability results and antitumor activity in esophageal 
carcinoma. ESMO, 2022, （Paris）, ［Poster session］

033　Shoji H, Boku N, Kudo-Saito C, Nagashima K, Tsugaru K, 

Takahashi N, Kawakami T, Amanuma Y, Wakatsuki T, Okano 

N, Narita Y, Yamamoto Y, Kizawa R, Imazeki H, Aoki K, Muro 

K：Profiling of myeloid cells associated with prognosis 
in nivolumab monotherapy for advanced gastric cancer 

（WJOG10417GTR study）. ESMO, 2022, （Paris）, ［Poster 
session］

034　Boku N, Kudo-Saito C, Imazeki H, Shoji H, Tsugaru K, 

Takahashi N, Kawakami T, Amanuma Y, Wakatsuki T, Okano 

N, Narita Y, Yamamoto Y, Kizawa R, Nagashima K, Aoki K, 

Muro K：Prognostic impact of myeloid subsets in 
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nivolumab monotherapy for advanced gastric cancer
（WJOG10417GTRstudy）. ESMO, 2022, （Paris）,［Poster 
session］

035　Masuishi T, Kuboki Y, Fakih M.G., Strickler J.H., Furqan M, 

Kim E.J., Cardona P, Tran Q, Chan E, Hong D.S.：Trial in 
progress: A phase Ib study of sotorasib, aselective 
KRAS G12C inhibitor, in combination with panitumumab 
and FOLFIRI in treatment naïve and previously treated 
metastatic colorectal cancer （CodeBreaK 101）. ESMO, 
2022, （Paris）, ［Poster session］

036　Yuki S, Yamazaki K, Sunakawa Y, Taniguchi H, Masuishi T, 

Shiozawa M,.Bando H, Nishina T, Yasui H, Ohta T, 

Takahashi N, Denda T, Yoshida K, Kato T, Oki E, Okugawa Y, 

Ebi H, Abe Y, Nomura S, Yoshino T：Analysis of plasma 
angiogenesis factors on the efficacyof 2nd-line （2L） 
chemotherapy （chemo） combined with angiogenesis  
inhibitors （AIs） in metastatic colorectal cancer 

（mCRC）: Results from GI-SCREEN CRC Ukit study. 
ESMO, 2022, （Paris）, ［Poster session］

037　Sawada K, Nitta H, Nakamura Y, Okamoto W, Taniguchi H, 

Komatsu Y, Hara H,Kato T, Nishina T, Ohta T, Esaki T, 

Yoshino T, Fujii S：HER2 intratumoral genetic and non-
genetic heterogeneity in metastatic colorectal cancer. 
ESMO, 2022, （Paris）, ［Poster session］

038　Bando H, Kumagai S, Kotani D, Saori M, Habu T, Tsushima 

T, Hara H, Kadowaki S, Kato K, Chin K, Yamaguchi K, 

Kageyama S,  Hojo H, Nakamura M, Tachibana H, 

Wakabayashi M, Fukutani M, Fuse N, Nishikawa H, Kojima 

T：A multicenter phase II study of atezolizumab 
monotherapy following definitive chemoradiotherapy for 
unresectable locally advanced esophageal squamous cell 
carcinoma （EPOC1802）. ESMO, 2022, （Paris）, ［Poster 
session］

039　Bai L, Chiu C, Kadowaki S, Robert M, Hara H, Hong M.H., 

Bergamo F, Pernot S, Cunningham D, Lin C, Keam B, 

Matsumura Y, Enya K, Waxman I, Jin L, Ngo D, Drews U, 

Mancao C, LeBerre M, Kato K：A phase II study of 
regorafenib in combination with nivolumab in patients 
with recurrent or metastatic solidtumors: Results of the 
ESCC cohort. ESMO, 2022, （Paris）, ［Poster session］

040　Oka H, Nagashima K, Nishi H, Kumai Y, Iijima H, Okami K, 
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N, Yokota T, Koyama T, Kiyota N, Kato K, Kadowaki S, 

Honma Y：Clinical outcomes in patients with recurrent 
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retrospectivestudy. ESMO, 2022, （Paris）, ［Poster 
session］

041　Doi T, Patel M, Falchook G.S., Koyama T, Friedman C.F., 

Piha-Paul S, Gutierrez M.E., Abdul-Karim R, Awad M, 

Adkins D.R., Takahashi S, Kadowaki S, Cheng B, Ikeda N, 

Laadem A, Yoshizuka N, Qian M, Dosunmu O, Arkenau H, 

Johnson M.L.：DS-7300 （B7-H3 DXd antibody-drug 
conjugate ［ADC］）shows durable antitumor activity in 
advanced solid tumors:Extended follow-up of a phase I/
II study. ESMO, Proffered Paper session: Developmental 
therapeutics, 2022, （Paris）, ［oral］

042　Shimozaki K, Sugiyama K, Koya S, Shiraishi K, Okada M, 

Matsubara Y, Furuta M, Hirose S, Komori A, Mitani S, Boku 

S, Nishimura T, Tsuchihashi K, Kito Y, Sugaya A, Masuishi T, 

Matsumoto T, Tsuzuki T, Yoshii T, Hirata K：Late line 
FOLFOX therapy after prior cisplatin-based regimen in 
advanced esophageal squamous cell carcinoma: A multi-
institutional retrospective study. ESMO Asia, 2022, 

（Singapore）,［Poster viewing］
043　Kuboki Y, Yaeger R, Fakih M, Strickler J.H, Masuishi T, Kim 

E.J, Bestvina C.M, Langer C.J, Krauss J.C, Puri S, Cardona 

P, Chang E.K, Tran Q, Hong D.S：Sotorasib in combination 
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［Proffered Paper and Mini Oral session:Gastrointestinal 
tumours］

044　Muro K, Iwasa S, Sugimoto N, Kawakami H, Oshima T, 

Yamaguchi K,Hino K, Hirao M, Kurokawa Y, Kawakami T, 

Takegawa N, Hara H, Sumiyoshi N, Matsuoka D, Otake Y, 

Yasudam K, Takase T, Takashima S, Semba T, Kawazoe A：
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LF （liposomal formulation of eribulin） in combination 
with nivolumab. ASCO GI, 2023, （SanFrancisco）, ［Poster 
Session］

045　Tsugaru K, Boku N, Kudo-Saito C, Shoji H, Imazeki H, 
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Muro K：LAG3-related factors to predict response to 
nivolumab monotherapy in advanced gastric cancer 

（ W J O G 1 0 4 1 7 G T R  s t u d y ）. A S C O  G I ,  2 0 2 3 , 
（SanFrancisco）, ［Poster Session］

046　Mitani S, Kito Y, Kawakami H, Nishina S, Matsumoto T, 

Tsuzuki T, Shinohara Y, Shimokawa H, Kumanishi R, Ohta T, 

Kimura S, Kawakami T, Nishina T, Hasegawa H, Akiyoshi K, 

Chiba Y, Yamazaki K, Hironaka S, Muro K：Multicenter 
retrospective study of trifluridine/tipiracil （FTD/TPI） 
plus bevacizumab （BEV） for vulnerable patients with 
pretreated metastatic colorectal cancer （mCRC）: 
WJOG14520G  （TWILIGHT）. ASCO GI ,  2 0 23 , 

（SanFrancisco）, ［Poster Session］
047　Shitara K, Muro K, Watanabe J, Yamazaki K, Ohori H, 

Shiozawa M,Yasui H, Oki E, Sato T, Naito T, Komatsu Y, Kato 

T, Soeda J, Yamamoto K, Yamashita R, Akagi K, Ochiai A, 

U e t a k e  H ,  Ts u c h i h a r a  K , Yo s h i n o  T：Nega t i v e 
hyperselection of patients with RAS wild-type metastatic 
colorectal cancer for panitumumab: A biomarker study 
of the phase III PARADIGM trial. ASCO GI, 2023,
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（SanFrancisco）,［Rapid Abstract Session］
048　Shimomura K, Ogata T, Maeda A, Narita Y, Taniguchi H, 

Murotani K, Tajika M, Hara K, Muro K, Uchida K：
Predictors of therapeutic efficacy of anamorelin in 
patients with gastric, pancreatic, and colorectal cancer. 
ASCO GI, 2023, （SanFrancisco）, ［Poster Session］

049　Ooki A, Yamamoto S, Kawakami H, Makino T, Kawazoe A, 

Masuishi T, Tsushima T, Hirao M, Takegawa N, Hino K, 

Iwasa S, Hara H, Sumiyoshi N, Matsuoka D, Otake Y, Yasuda 

K, Takase T, Takashima S,Semba T, Oshima T：The 
esophageal cancer cohort of a phase 2 trial of E7389-LF 

（liposomal formulation of eribulin） + nivolumab. ASCO 
GI, 2023, （SanFrancisco）, ［Poster Session］

050　Kawakami T, Harada K, Ogata T, Hu Q, Fushiki K, Oshima 

K,Kadowaki S, Taniguchi H, Muro K, Nakanishi R, Ando K, 

Nambara S,Yamamura T, Kawamoto Y, Komatsu Y, Oki E, 

Masuishi T,Yamazaki K, Yuki S：The impacts of initiating 
regorafenib with reduced dose on treatment outcomes 
in metastatic colorectal cancer. ASCO GI, 2023, 

（SanFrancisco）, ［Poster Session］
051　Takahari D Boku N, Iwasa S, Mizusawa J, Hashimoto 

T,Yoshikawa T, Kadowaki S, Machida N, Ishido K, Tsuda M, 

Kinoshita T, Yasuda T, Chin K, Hata H, Ojima T,Yamada Y, 

Terashima M：The new prognostic index of advanced 
gastric cancer using the data from JCOG1013. ASCO GI, 
2023, （SanFrancisco）, ［Poster Session］

052　Kotani D, Kagawa Y, Matsubara Y, Bando H, Harada K, 

Takahashi N,Mihara Y, Nakayama I, Izawa N, Kawakami T, 

Masuishi T,Hasegawa H, Ohta T, Wakabayashi M, Yoshino 

T：TRIDENTE trial: A phase II study of rechallenge 
with encorafenib, binimetinib, and cetuximab in patients 
with RAS wild-type/BRAF V600E–mutant metastatic 
colorectal cancer. ASCO GI, 2023, （SanFrancisco）,

［Trials in Progress Poster Session］
053　Matsubara Y, Bando H, Kotani D, Kagawa Y, Harada K, 

Osumi H,Izawa N, Kawakami T, Boku S, Matsumoto T, 

Wakabayashi  M,Yoshino  T：BAYONET tr ia l :  A 
multicenter phase II trial of staged combination with 
encorafenib + binimetinib + cetuximab following 
encorafenib + cetuximab in patients with BRAF 
V600Emutant metastatic colorectal cancer. ASCO GI, 
2023, （SanFrancisco）, ［Trials in Progress Poster 
Session］

054　Muro K：Clinical Cancer Research in Japan～the current 
status and issues～. The 6th International Cancer 
Research Symposium,2023,（Osaka）,［Educational 
Lecture 8 （Speaker）］

055　室　圭：胃癌薬物療法の新展開．第 43 回癌免疫外科研究
会， 2022， （京都）， ［モーニングセミナー（口演）］

056　室　圭：胃癌薬物療法の新展開．第 8 回日本臨床外科学
会福島県支部学術集会教育講演， 2022， （福島）， ［ラン
チョンセミナー（口演）］

057　室　圭：食道癌・接合部癌における免疫チェックポイン
ト　阻害剤の意義と課題．第76回日本食道学会学術集会，
東京， 2022， （東京）， ［シンポジウム（司会）］

058　室　圭：食道癌のエビデンス（KN 590, CM 648/577）の
紹介とガイドラインの推奨．第 76 回日本食道学会学術集
会， 2022， （東京）， ［シンポジウム（口演）］

059　松原裕樹：切除不能食道扁平上皮癌に対するニボルマブ
における CPS/TPS の影響．第 76 回日本食道学会学術集
会， 2022， （東京）， ［シンポジウム（口演）］

060　室　圭：根治的 CRT 後のサーベイランスはどうする
か？．第 76 回日本食道学会学術集会， 2022， （東京）， 

［ワークショップ（司会）］
061　熊西亮介：Optimal primary prophylaxis for febrile 

neutropenia during neoadjuvant DCF. 第 76 回日本食道
学会学術集会， 2022， （東京）， ［優秀演題口演］

062　門脇重憲：がん―化学療法 5. 第 76 回日本食道学会学術
集会， 2022， （東京）， ［ポスター（座長）］

063　室　圭：食道癌における術後ニボルマブ補助療法を考え
る．第 76 回日本食道学会学術集会， 2022， （東京）， ［ラン
チョンセミナー（座長）］

064　谷口浩也：大腸がん（1）．第 81 回日本癌学会学術総会， 
2022， （横浜）， ［ポスター 座長］

065　室　圭：胃癌薬物療法の基本的な考え方と最新情報 . 日
本消化器病学会北陸支部第 47 回教育講演会， 2022， （金
沢）， ［口演］

066　安藤正志：医学系研究の倫理について．第 60 回日本癌治
療学会学術集会， 2022， （神戸）， ［教育セッション（口演）］

067　Watanabe J, Muro K, Shitara K, Yamazaki K, Ohori H, 

Shiozawa M,Yasui H, Oki E, Sato T, Naitoh T, Komatsu 

Y,Kato T, Hihara M,Soeda J, Yamamoto K, Akagi K, Ochiai A, 

Uetake H, Tsuchihara K,Yoshino T：Impact of R0 resection 
（R0） on overall survival （OS） in metastatic colorectal 
cancer （mCRC） treated with first-line mFOLFOX6 plus 
panitumumab （PAN） or bevacizumab （BEV）: results 
from PARADIGM. 第 60 回日本癌治療学会学術集会， 
2022， （神戸）， ［会長企画シンポジウム］

068　Yoshino T, Watanabe J,Shitara K, Yamazaki K, Ohori H, 

Shiozawa M, Yasui H, Oki E, Sato T, Naitoh T, Komatsu Y, 

Kato T, Hihara M, Soeda J, Yamamoto K, Akagi K, Ochiai A, 

Uetake H, Tsuchihara K, Muro K：Panitumumab （PAN） 
plus mFOLFOX6 versus be-vacizumab （BEV） plus 
mFOLFOX6 as first-line treatment for RAS wild-type 

（WT） metastatic colorectal cancer （mCRC）: Results 
from the phase　3 PARADIGM trial. 第 60 回日本癌治療
学会学術集会， 2022， （神戸）， ［アンコールセッション］

069　松原淳一， 向井久美， 近藤知大， 鹿毛秀宣， 織田克利， 工
藤　亮， 池田貞勝， 衣斐寛倫， 室　圭， 林　龍二， 徳留な
ほみ， 山本信之， 武藤　学：化学療法未施行切除不能進
行がんに対する遺伝子パネル検査の有用性を評価する臨
床研究．第 60 回日本癌治療学会学術集会， 2022， （神戸）， 

［口演］
070　高山浩一， 仲山真弘， 本田主税， 遠藤俊充， 室　圭：アナ
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モレリンのリアルワールドデータ―特定使用成績調査の
中間解析．第 60 回日本癌治療学会学術集会， 2022， （神
戸）， ［口演］

071　平　成人， 南　博信， 岩田広治， 弦間昭彦， 室　圭， 市原
英基， 加藤恭子， 木川雄一郎， 清田尚臣， 久保田馨， 建石
良介， 中田晃暢， 中村圭一郎， 成田有季哉， 堀田勝幸：切
除不能進行 / 転移・再発固形癌に対する ePRO モニタリ
ングの有用性を検証する比較試験．第 60 回日本癌治療学
会学術集会， 2022， （神戸）， ［口演］

072　森脇俊和， 坂東英明， 佐竹悠良， 小谷大輔， 濱口哲弥， 沖　
英次， 小松嘉人， 谷口浩也， 室　圭， 小高雅人， 山﨑健太
郎， 三角俊裕， 吉野孝之， 辻　晃仁， 加藤健志：切除不能
大腸癌に対する CAPOXIRI+BEV vs FOLFOXIRI+BEV: 
QUATTRO-II 試験の安全性解析．第 60 回日本癌治療学
会学術集会， 2022， （神戸）， ［口演］

073　谷岡洋亮， 成田有季哉， 三角俊裕， 坂本康寛， 松岡　宏， 
川上武志， 松島知広， 三輪洋人， 庄司広和， 水上拓郎， 仁
科智裕， 森脇俊和， 三谷誠一郎， 中村路夫， 室　圭：ニボ
ルマブ治療不応・不耐後の化学療法を行った進行胃癌患
者の予後解析：REVIVE study．第 60 回日本癌治療学会
学術集会， 2022， （神戸）， ［e ポスター］

074　岡田真央， 杉山圭司， 白石和寛， 下嵜啓太郎， 山本　駿， 
松原裕樹， 古田光寛， 廣瀬　優， 小森　梓， 土橋賢司， 舛
石俊樹， 山本祥之， 筑木隆雄， 平田賢郎：進行食道扁平上
皮癌に対する FOLFOX を用いた緩和的化学放射線療法．
第 60 回日本癌治療学会学術集会， 2022， （神戸）， ［e ポス
ター］

075　Ando K, Nakamura Y, Kotani D, Misumi  T, Hamabe A, 

Taniguchi H, Watanabe J,Yamazaki K, Okita K, Kotaka 

M,Alexey A: Takemasa I, Kato T, Oki E, Yoshino T：
Molecular residual disease may be a strong predictor for 
recurrence in rectal cancer with upfront surgery: result 
from the observational GALAXY study in CIRCULATE-
Japan project．第 60 回日本癌治療学会学術集会， 2022， 

（神戸）， ［会長企画シンポジウム］
076　青木　優， 中村能章， 谷口浩也， 小松嘉人， 砂川　優， 塩

澤　学， 太田高志， 江崎泰斗， 山﨑健太郎， 佐竹悠良， 松
橋延壽， 後藤昌弘， 賀川義規， 仁科智裕， 吉野孝之：進行
胃癌・大腸癌における治療前の血中循環腫瘍 DNA 検出
の臨床的妥当性第 60 回日本癌治療学会学術集会， 2022， 

（神戸）， ［プレナリーセッション］
077　渡邉　純， 久保木恭利， 寺澤哲志， 川上尚人， 横田　満， 

中村将人， 小髙雅人， 沖　英次， 砂川　優， 石原聡一郎， 
谷口浩也， 中島貴子， 森田智視， 白尾國昭， 吉野孝之： 
TRUSTY 試験における血管新生関連遺伝子と FTD/
TPI+BEV の有効性の検討．第 60 回日本癌治療学会学術
集会， 2022， （神戸）， ［アンコールセッション］

078　太田高志， 山崎健太郎， 賀川義規， 小谷大輔， 坂東英明， 
加藤健志， 沖　英次， 篠崎英司， 砂川　優， 結城敏志， 中
島裕理， 中村能章， 若林将史， 谷口浩也， 吉野孝之： 
RAS/BRAF 野生型進行再発大腸癌患者における血中バ
イオマーカーのダイナミクスと抗 EGFR 抗体リチャレン

ジの有効性。REMARRY 試験 /PURSUIT 試験．第 60
回日本癌治療学会学術集会， 2022， （神戸）， ［アンコール
セッション］

079　澤田憲太郎， Nitta H， 中村能章， 岡本　渉， 谷口浩也， 小
松嘉人， 原　浩樹， 加藤健志， 仁科智裕， 太田高志， 薦田
正人， 吉野孝之， 藤井誠志：切除不能大腸がんにおける
腫瘍内 HER2 不均一性の検討．第 60 回日本癌治療学会
学術集会， 2022， （神戸）， ［アンコールセッション］

080　Fujisawa T, Sakamoto N, Nakamura Y, Yamashita R, Kuwata 

T, Bando H, Ishii G, Ueno M, Kadowaki S, Boku S, 

Makiyama A, Oki E, Yoshino T：Feasibility and Potential 
Clinical Utility of Multi-omics Analysis for Advanced 
Solid Tumors: Preliminary Results of the SCRUM-Japan 
MONSTAR-SCREEN-2．第60回日本癌治療学会学術集会， 
会長企画シンポジウム， 2022， （神戸）， ［シンポジウム］

081　Honma Y, Monden N, Yamazaki K, Kano S, Satake H, 

Kadowaki S, Nagao T. Nakatogawa T, Fuji K, Koroki Y, 

Aoyama J,Sharon M,Suneel M, Tada Y：Biomarker 
Analysis with Next Generation Sequencing （NGS） in 
YATAGARASU, the Phase 2 Study of Apalutamide 

（APA） plus Goserelin （GOS） for Androgen Receptor 
（AR）-expressing Salivary Gland Carcinoma （SGC）． 第
60 回日本癌治療学会学術集会， 会長企画シンポジウム， 
2022， （神戸）， ［シンポジウム］

082　熊西亮介， 成田有季哉， 若林宗弘， 児玉紘幸， 中田晃暢， 
中澤泰子， 緒方貴次， 松原裕樹， 本多和典， 舛石俊樹， 谷
口浩也， 門脇重憲， 安藤正志， 田近正洋， 室　圭：HER2 
陽 性 胃 癌 に 対 す る T-DXd 治 療 前 の HER2ECD 及 び
HER2 測定の意義．第 60 回日本癌治療学会学術集会， 
2022， （神戸）， ［口演］

083　室　圭， 伊澤真木子， 渡部亮介， 山内麻衣， 伊藤雄一郎， 
濱田昌宏， 尾崎正彦， 前川慎一郎， 青木大輔：高頻度マイ
クロサテライト不安定性を有する固形癌でのペムブロリ
ズマブ使用成績調査．第 60 回日本癌治療学会学術集会， 
2022， （神戸）， ［領域横断的ワークショップ（口演）］

084　室　圭， 君嶋悠矢， 村上裕美， 越智研也， 松田祐子， 武藤　
学：日本人胃癌患者に対するニボルマブ + 化学療法の有
効性と安全性に関する観察研究．第 60 回日本癌治療学
会学術集会， 2022， （神戸）， ［口演］

085　室　圭：新たな局面を迎えた食道癌薬物療法のいま．第
60 回日本癌治療学会学術集会， 2022， （神戸）， ［学術セミ
ナー（口演）］

086　室　圭：抗がん剤および分子標的治療薬における副作用
対策．第 60 回日本癌治療学会学術集会， 2022， （神戸）， 

［領域横断的ワークショップ（司会）］
087　室　圭：がん診療へのバイオシミラー導入の意義と今後

の対策．第 60 回日本癌治療学会学術集会， 2022， （神戸）， 
［学術セミナー（口演）］

088　室　圭：大腸がんの集学的治療．第 60 回日本癌治療学会
学術集会， 2022， （神戸）， ［スポンサードシンポジウム

（司会）］
089　松原裕樹， 舛石俊樹， 中田晃暢， 児玉紘幸， 緒方貴次， 熊
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西亮介， 中澤泰子， 成田有季哉， 本多和典， 谷口浩也， 門
脇重憲， 安藤正志， 田近正洋， 細田和貴， 室　圭：切除不
能大腸癌の 1 次治療 / 後方治療としての抗 EGFR 抗体薬
に対する HER2 status の影響．第 60 回日本癌治療学会
学術集会， 2022， （神戸）， ［e ポスター］

090　 舛 石 俊 樹， 長 岡 創 志， 金　 龍， 吉 澤 健 一：A post-
marketing safety study of ramucirumab with FOLFIRI 
in Japanese patients with metastatic colorectal cancer. 
第 60 回日本癌治療学会学術集会， 2022， （神戸）， ［e ポス
ター］

091　谷口浩也， 舛石俊樹， 門脇重憲， 成田有季哉， 本多和典， 
安藤正志， 小森康司， 木下敬史， 佐藤雄介， 大内　晶， 室　
圭：大腸癌術後補助化学療法における shared decision 
making の実践．第 60 回日本癌治療学会学術集会， 2022， 

（神戸）， ［臓器別ワークショップ（口演）］
092　谷口浩也：大腸がんにおける患者中心の医療の実践～理

想と現実の間で～．第 60 回日本癌治療学会学術集会， 
2022， （神戸）， ［イブニングセミナー（口演）］

093　室　圭：消化器癌に対する免疫療法の実態．JDDW, 
2022， （福岡）， ［司会］

094　室　圭：がん悪液質への新提案“エドルミズ”．JDDW， 
2022， （福岡）， ［ブレックファーストセミナー（司会）］

095　室　圭：胃癌薬物治療における現状の課題と今後の展望
～最適な治療シークエンスを目指して～．JDDW, 2022， 

（福岡）， ［ランチョンセミナー（司会）］
096　室　圭：バイオマーカーに基づく胃癌薬物療法最前線． 

第 26 回日本外科病理学会学術集会， 2022， （富山）， ［スポ
ンサードセミナー（口演）］

097　室　圭：胃癌治療における ICI の位置づけと今後の展開．
第 35 回日本バイオセラピィ学会学術集会総会， 2022， （福
島）， ［シンポジウム（口演）］

098　室　圭：胃癌の分子生物学的プロファイルから考える一
次治療戦略．第 35 回日本バイオセラピィ学会学術集会総
会， 2022， （福島）， ［ランチョンセミナー（座長）］

099　室　圭：Challenges and future prospects of perioperative 
chemotherapy for dMMR/MSI-H gastric cancer dMMR/
MSI-H胃癌に対する周術期化学療法の課題と今後の展望．
第 77 回日本消化器外科学会総会， コンセンサスミーティ
ング， 2022， （横浜）， ［口演］

100　室　圭：大腸がん個別化医療～Precision Medicine の現
在地～．第 97 回大腸癌研究会学術集会， 2022， （東京）， 

［ランチョンセミナー（座長）］
101　室　圭：胃癌薬物療法の基本的な考え方と最新情報．第

48 回日本消化器病学甲信越支部教育講演会， 2022， 
（WEB）， ［教育講演］

102　室　圭：令和 4 年個人情報保護法改正による生命・医学
系指針改正に対する対応①学術研究機関以外における対
応．日本臨床試験学会第 14 回学術集会総会， 2023， （金
沢）， ［シンポジウム（口演）］

103　谷口浩也：がん医師主導治験におけるオンライン診療を
活用した完全リモート治験の試み．日本臨床試験学会第
14 回学術集会総会， 2023， （金沢）， ［シンポジウム（口演）］

104　室　圭：胃癌薬物療法の最新トピックスと逐次治療の重
要性．第 55 回制癌剤適応研究会， 2023， （鎌倉）， ［シンポ
ジウム（特別講演）］

105　安藤正志：子宮原発ユーイング肉腫の一例．第 6 回日本
サルコーマ治療研究学会学術集会， 2023， （神戸）， ［座長］

106　本多和典：子宮原発ユーイング肉腫の一例．第 6 回日本
サルコーマ治療研究学会学術集会， 2023， （神戸）， ［口演］

107　安藤正志：サルコーマに対する集学的治療：課題と解決
策．第 6 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会， 2023， 

（神戸）， ［シンポジウム（座長）］
108　室　圭：薬物療法の新展開．第 95 回日本胃癌学会総会， 

2023， （札幌）， ［シンポジウム（座長）］
109　Chen L-T, Kang Y-K, Ryu M-H, Oh D-Y, Oh S.C, Rha S.Y, 

Lee K-W, 大森　健， 設樂紘平， 櫻本信一， Chung I-J， 山
口研成， 加藤　健， Sym S.J， 門脇重憲， 辻　国広， Chen 

J-S， Bai L-Y， 中田貴志， 朴　成和：A 3-year follow-up of 
ATTRACTION-4: nivolumab + chemotherapy in 
previously untreated gastric cancer. 第 95 回日本胃癌学
会総会， 2023， （札幌）， ［シンポジウム］

110　澤田憲太郎， 山下理宇， 酒井俊輔， 吉河　歩， 洞澤智至， 
中村能章， 藤澤孝夫， 門脇重憲， 安井久晃， 高橋直樹， 町
田　望， 牧山明資， 後藤昌弘， 砂川　優， 江﨑泰斗， 山﨑
健太郎， 辻　晃仁， 吉野孝之：胃がん患者における腸内
細菌叢と臨床的特徴の検討：SCRUM-Japan MONSTAR-
SCREEN．第 95 回日本胃癌学会総会， 2023， （札幌）， ［シ
ンポジウム］

111　室　圭：進行胃癌における薬物療法の最新トピックスと
治療戦略．第 95 回日本胃癌学会総会， 2023， （札幌）， ［ス
ポンサードシンポジウム（口演）］

112　庄司広和， 工藤千恵， 長島健悟， 津軽　開， 高橋直樹， 川
上武志， 天沼裕介， 若槻　尊， 岡野尚弘， 成田有季哉， 山
本祥之， 木澤莉香， 今関　洋， 青木一教， 室　圭：切除不
能進行胃癌に対するニボルマブ単剤療法における予後と
関連するミエロイド系細胞のプロファイリング．第 95 回
日本胃癌学会総会， 2023， （札幌）， ［シンポジウム］

113　川上武志， 朴　成和， 工藤千恵， 庄司広和， 長島健悟， 津
軽　開， 高橋直樹， 天沼裕介， 若槻　尊， 岡野尚弘， 成田
有季哉， 山本祥之， 木澤莉香， 今関　洋， 青木一教， 室　
圭：切除不能進行胃癌に対するニボルマブ単剤療法にお
ける予後と関連するミエロイド系細胞のプロファイリン
グ．第 95 回日本胃癌学会総会， 2023， （札幌）， ［シンポジ
ウム］

114　室　圭：胃癌薬物療法におけるアナモレリンの役割．第
95 回日本胃癌学会総会， 2023， （札幌）， ［パネルディス
カッション（座長）］

115　緒方貴次， 下村一景， 成田有季哉， 谷口浩也， 前田章光， 
室谷健太， 内田幸作， 田近正洋， 室　圭：悪液質を伴う胃
癌患者におけるアナモレリンの効果予測因子の検討．第
95 回日本胃癌学会総会， 2023， （札幌）， ［パネルディス
カッション（口演）］

116　成田有季哉：三次化学療法．第 95 回日本胃癌学会総会， 
2023， （札幌）， ［デジタルポスター（座長）］
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117　緒方貴次， 成田有季哉， 若林宗弘， 児玉紘幸， 中田晃暢， 
熊西亮介， 中澤泰子， 松原裕樹， 本多和典， 舛石俊樹， 谷
口浩也， 門脇重憲， 安藤正志， 室　圭：胃癌に対するトリ
フルリジン／チピラシル±ラムシルマブ療法の後方視的
検討．第 95 回日本胃癌学会総会， 2023， （札幌）， ［デジタ
ルポスター］

118　室　圭：胃癌薬物療法 最新動向　～最新データから考え
る Best Sequence の実現～．第 95 回日本胃癌学会総会， 
2023， （札幌）， ［イブニングセミナー（口演）］

119　舛石俊樹， 原　浩樹， 安藤孝将， 川上武志， 山本祥之， 杉
本直俊， 白石和寛， 江﨑泰斗， 根来裕二， 筑木隆雄， 澤井
寛明， 中村将人， 稲墻　崇， 篠原雄大， 川上賢太郎， 馬場
英司， 近藤千紘， 吉村健一， 中島貴子， 室　圭：高度腹膜
転移を有する切除不能胃癌に対する mFOLFOX6 の第 II
相 試 験（WJOG10517G）． 第 95 回 日 本 胃 癌 学 会 総 会， 
2023， （札幌）， ［ワークショップ］

120　室　圭：胃癌治療における Clinical Question を考える．
第 95 回日本胃癌学会総会， 2023， （札幌）， ［スポンサード
シンポジウム（座長）］

121　松原裕樹， 門脇重憲， 室　圭：胃癌術後再発症例　―後
方ラインにおいて Conversion 手術を行うか―．第 95 回
日本胃癌学会総会， 2023， （札幌）， ［Virtual Cancer Boar

（口演）］
122　緒方貴次：いつ始める？エドルミズの最適な処方タイミ

ングを考える．第 95 回日本胃癌学会総会， 2023， （札幌）， 
［ランチョンセミナー（口演）］

123　室　圭， 伊澤真木子， 孔　禕禕彬， 山内麻衣， 伊藤雄一郎， 
濱田昌宏， 尾崎正彦， 前川慎一郎， 青木大輔：高頻度マイ
クロサテライト不安定性を有する固形癌でのペムブロリ
ズマブ使用成績調査．第 95 回日本胃癌学会総会， 2023， 

（札幌）， ［デジタルポスター］
124　室　圭：経済毒性の現状と今後．第 20 回日本臨床腫瘍学

会学術集会， 2023， （福岡）， ［会長企画シンポジウム（司
会）］

125　本多和典：経済毒性啓発プロジェクト（FT-01）．第 20
回日本臨床腫瘍学会学術集会， 2023， （福岡）， ［会長企画
シンポジウム（口演）］

126　庄司広和， 木藤陽介， 山﨑健太郎， 山田武史， 對馬隆浩， 
三谷誠一郎， 白石和寛， 安井久晃， 原　浩樹， 下嵜啓太
郎， 江崎泰斗， 下川穂積， 筑木隆雄， 梶浦新也， 舛石俊
樹， 馬場英司， 吉村健一， 川上尚人， 廣中秀一， 室　圭：
WJOG9216G（RECAST）：切除不能大腸がん一次治療例
に対する FOLFIRI ＋ラムシルマブと FOLFOXIRI ＋ラ
ムシルマブのランダム化第 II 相試験．第 20 回日本臨床
腫瘍学会学術集会， 2023， （福岡）， ［Oral Session（English 
Session）］

127　三島沙織， 小谷大輔， 中村能章， 坂東英明， 三代雅明， 浜
部敦史， 渡邊　純， 平田敬治， 赤澤直也， 片岡幸三， Yeh 

K-H， Laliotis G， Jurdi A， Liu M， 谷口浩也， 竹政伊知朗， 
加藤健志， 森　正樹， 吉野孝之， 沖　英次：根治的外科治
療後の結腸・直腸がん患者における再発早期予測因子と
し て の ctDNA Dynamics：GALAXY study in the 

CIRCULATE-Japan．第20回日本臨床腫瘍学会学術集会， 
2023， （福岡）， ［Oral Session（English Session）］

128　室　圭：Guardant360 CDx を用いた Precision Oncology．
第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 2023， （福岡）， ［メ
ディカルセミナー（司会）］

129　衣斐寛倫， 松原淳一， 向井久美， 近藤知大， 吉岡正博， 鹿
毛秀宣， 織田克利， 工藤　亮， 池田貞勝， 林　龍二， 徳留
なほみ， 山本信之， 室　圭， 武藤　学：化学療法未施行切
除不能進行がんに対するがん遺伝子パネル検査の有用性
を評価する前向き臨床研究（先進医療 B：FIRST-Dx 
study）．第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 2023， （福
岡）， ［Oral Session（English Session）］

130　伊澤直樹， 松原裕樹， 仁科慎一， 塩澤　学， 傳田忠道， 太
田博文， 根来裕二， 田中千弘， 川上尚人， 松岡　宏， 田邊
裕貴， 池永雅一， 奥田博介， 石黒　敦， 賀川義規， 佐竹悠
良， 砂川　優， 竹内正弘， 市川　度， 藤井雅志：RAS 変
異型切除不能進行・再発大腸癌患者における化学療法後
の ctDNA 中 RAS 遺 伝 子 変 異 ス テ ー タ ス：RASMEX 
study （JACCRO CC-17）．第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集
会， 2023， （福岡）， ［Mini Oral Session（English Session）］

131　仁科慎一， 木藤陽介， 川上尚人， 三谷誠一郎， 筑木隆雄， 
松本俊彦， 下川穂積， 篠原雄大， 熊西亮介， 太田高志， 木
村晋也， 川上武志， 仁科智裕， 長谷川裕子， 秋吉宏平， 千
葉康敬， 廣中秀一， 山﨑健太郎， 室　圭：WJOG14520G 

（TWILIGHT）：前治療歴を有する Vulnerable な切除不
能大腸がん患者に対する FTD/TPI ＋ベバシズマブの多
施設レトロ研究．第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 
2023， （福岡）， ［Mini Oral Session（English Session）］

132　中村真穂， 下嵜啓太郎， 平田賢郎， 三谷誠一郎， 杉山圭
司， 廣田　玲， 有山　寛， 杉本直俊， 伊澤直樹， 山本祥
之， 高山歳三， 篠原雄大， 國枝献治， 安藤孝将， 長島健
悟， 佐藤泰憲， 山崎健太郎， 廣中秀一， 高石官均， 室　
圭：BRAF V600E 変異型切除不能進行・再発大腸癌に対
す る FOLFOXIRI+/-Bevacizumab 療 法 と Doublet 療 法
の有効性および安全性に関する後方視的検討．第 20 回日
本臨床腫瘍学会学術集会， 2023， （福岡）， ［Mini Oral 
Session（English Session）］

133　原田一顕， 川上武志， 緒方貴次， 胡　慶江， 伏木邦博， 大
嶋琴絵， 門脇重憲， 谷口浩也， 室　圭， 中西良太， 安藤幸
滋， 南原　翔， 山村貴洋， 川本泰之， 小松嘉人， 沖　英
次， 舛石俊樹， 山﨑健太郎， 結城敏志：切除不能進行再発
大腸癌におけるレゴラフェニブの減量開始が治療効果に
与える影響．第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 2023， 

（福岡）， ［Mini Oral Session（English Session）］
134　白石和寛， 杉山圭司， 澤井康弥， 下嵜啓太郎， 岡田真央， 

松原祐樹， 古田光寛， 廣瀬 優， 小森　梓， 三谷誠一郎， 朴　
将源， 西村　尚， 土橋賢司， 木藤陽介， 菅谷明徳， 舛石俊
樹， 松本俊彦， 筑木隆雄， 吉井貴子， 平田賢郎：進行再発
食道扁平上皮癌の一次治療における FOLFOX 療法に関
する多施設後方視的研究．第 20 回日本臨床腫瘍学会学術
集会， 2023， （福岡）， ［Mini Oral Session（English Session）］

135　室　圭：The Latest Treatment Strategies in Esophageal 
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Cancer．第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 2023， （福
岡）， ［イブニングセミナー（司会）］

136　本多和典：日本人がん患者における経済毒性．第 20 回日
本臨床腫瘍学会学術集会， 2023， （福岡）， ［モーニングセ
ミナー（口演）］

137　室　圭， 仲山真弘， 本田主税， 町井浩司， 遠藤俊充， 髙山
浩一：がん悪液質患者 4,672 症例に対するアナモレリン
のリアルワールドデータ―特定使用成績調査の中間解析
―．第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 2023， （福岡）， 

［Oral Session（English Session）］
138　児玉紘幸， 門脇重憲， 若林宗弘， 中田晃暢， 熊西亮介， 中

澤泰子， 緒方貴次， 松原裕樹， 本多和典， 舛石俊樹， 成田
有季哉， 谷口浩也， 安藤正志， 花井信広， 室　圭：プラチ
ナ抵抗性頭頚部癌に対するパクリタキセル＋セツキシマ
ブ vs. ニボルマブの有効性と安全性に関する比較検討．
第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 2023， （福岡）， ［Oral 
Session（English Session）］

139　山口真澄， 小原真紀子， 上岡亜子， 佐野雄三， 青木智子， 
能澤一樹， 足立雄太， 新津宏明， 井本逸勢， 安藤正志， 衣
斐寛倫：がん専門病院におけるがんゲノムプロファイリ
ング検査結果に基づく治験・臨床試験に関する支援・情
報提供と今後の課題．第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集
会）， 2023， （福岡）， ［Mini Oral Session（English Session）］

140　朴　将源， 酒井俊輔， 澤田憲太郎， 洞澤智至， 吉河　歩， 
中村能章， 藤澤孝夫， 山下理宇， 小松嘉人， 仁科智裕， 塩
澤　学， 西田尚弘， 吉田和弘， 山﨑健太郎， 後藤昌弘， 安
井久晃， 高橋直樹， 門脇重憲， 傳田忠道：PIK3CA 変異大
腸 癌 に お け る 腸 内 細 菌 の 解 析 SCRUM-Japan 
MONSTAR-SCREEN 付随研究．第 20 回日本臨床腫瘍学
会学術集会， 2023， （福岡）， ［Mini Oral Session（English 
Session）］

141　本多和典：我が国の後腹膜肉腫に対する治療の現状と課
題．第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 2023， （福岡）， 

［シンポジウム（English Session）（口演）］
142　室　圭：切除不能・進行再発大腸がん治療の up date ～

Fit/Vulnerable に分けた治療戦略～．第 20 回日本臨床腫
瘍学会学術集会， 2023， （福岡）， ［モーニングセミナー（司
会）］

143　牧山明資， 庄司広和， 川上尚人， 田村孝雄， 杉山圭司， 原　
浩樹， 長瀬通隆， 西川和男， 江崎泰斗， 伊澤直樹， 中村将
人， 安藤孝将， 三浦裕司， 成田有季哉， 下川元継， 山崎健
太郎， 廣中秀一， 朴　成和， 兵頭一之介， 室　圭：高齢者
切除不能・再発胃癌に対する S-1 単剤療法と S-1/L-OHP
併用 （SOX） 療法のランダム化第 II 相試．第 20 回日本臨
床 腫 瘍 学 会 学 術 集 会， 2023， （ 福 岡）， ［Oral Session

（English Session）］
144　門脇重憲：TCOG1220: a single-arm, phase II trial of BI 

-754091 and Afatinib for refractory esophageal squamous 
cell carcinoma. 第 20 回 日 本 臨 床 腫 瘍 学 会 学 術 集 会， 
2023， （福岡）， ［Oral Session（English Session）］

145　安藤孝将， 舛石俊樹， 原　浩樹， 川上武志， 山本祥之， 杉
本直俊， 白石和寛， 江﨑泰斗， 根来裕二， 筑木隆雄， 澤井

寛明， 中村将人， 稲墻　崇， 篠原雄大， 川上賢太郎， 馬場
英司， 近藤千紘， 吉村健一， 中島貴子， 室　圭：高度腹膜
転 移 を 有 す る 切 除 不 能 進 行・ 再 発 胃 癌 に 対 す る
mFOLFOX6 の多施設共同第 II 相試験（WJOG10517G）．
第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 2023， （福岡）， ［Oral 
Session（English Session）］

146　門脇重憲：高度腹膜転移を有する切除不能進行・再発胃
癌 に 対 す る mFOLFOX6 の 多 施 設 共 同 第 II 相 試 験

（WJOG10517G）．第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 
2023， （福岡）， ［Oral Session（English Session）］

147　門脇重憲：進行性の消化管間質腫瘍患者を対象とする
pimitespib（TAS-116）の 第 III 相 試 験 の 最 終 解 析

（CHAPTER-GIST-301）．第 20 回日本臨床腫瘍学会学術
集会， 2023， （福岡）， ［Oral Session（English Session）］

148　谷崎潤子， 米盛　勧， 滝口裕一， 秋吉宏平， 小峰啓吾， 小
野澤祐輔， 佐藤真利子， 平田賢郎， 尾上琢磨， 大熊遼太
朗， 堀田洋介， 南　博信， 本多和典， 陶山浩一， 伊藤彰
彦， 千葉康敬， 西尾和人， 中川和彦， 林　秀敏：原発不明
がんに対するニボルマブの安全性と有効性：拡大治験

（NivoCUP2, WJOG14620M）の初回結果報告．第 20 回日
本臨床腫瘍学会学術集会， 2023， （福岡）， ［Oral Session

（English Session）］
149　大木　暁， 陳　勁松， 坂東英明， 熊谷尚悟， 小谷大輔， 三

島沙織， 羽部　匠， 對馬隆浩， 原　浩樹， 門脇重憲， 加藤　
健， 山口研成， 影山俊一郎， 北條秀博， 中村匡希， 橘　英
伸， 若林将史， 福井　誠， 布施　望， 西川博嘉， 小島隆
嗣：切除不能局所進行食道扁平上皮癌に対する化学放射
線療法後のアテゾリズマブの有効性・安全性をみる第 II
相試験（EPOC1802）．第20回日本臨床腫瘍学会学術集会， 
2023， （福岡）， ［Presidential Session （English Session）］

150　室　圭， 渡邉　純， 設樂紘平， 山﨑健太郎， 大堀久詔， 塩澤　
学， 安井博史， 沖　英次， 佐藤武郎， 内藤　剛，小松嘉人， 
加藤健志， 日原眞弘， 添田純平， 山本紘司， 赤木　究， 落合
淳志， 植竹宏之， 土原一哉， 吉野孝之：PARADIGM 試験
における早期腫瘍縮小割合および最大腫瘍縮小割合に関
する検討．第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 2023， （福
岡）， ［Presidential Session （English Session）］

151　喜多昭介 , 下井辰徳 , 小峰啓吾 , 安藤正志 , 有山　寛， 沖
田南都子， 佐立　崚， 宋　奈緒子， 東　悟史， 数見由紀， 
米盛　勧：局所進行・再発類上皮肉腫に対するタゼメト
スタットの第 II 相医師主導治験（TAZETTA trial）．第
20 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 2023， （福岡）， ［Oral 
Session］

152　室　圭：CM 649 長期フォローデータを踏まえた 1 次治
療への期待，第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 2023， 

（福岡）， ［メディカルセミナー（English Session）（司会）］
153　室　圭：Progress and future in the treatment of 

advanced gastric cancer．第 20 回日本臨床腫瘍学会学術
集会， 2023， （福岡）， ［メディカルセミナー（English 
Session）（司会）］

154　若林宗弘， 舛石俊樹， 児玉紘幸， 中田晃暢， 熊西亮介， 中
澤泰子， 緒方貴次， 松原裕樹， 本多和典， 成田有季哉， 谷
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口浩也， 門脇重憲， 安藤正志， 田近正洋， 室　圭：播種性
血管内凝固を合併した切除不能胃癌 2 次治療におけるパ
クリタキセル（ナブパクリタキセル）へのラムシルマブ併
用の有効性と安全性の検討．第 20 回日本臨床腫瘍学会学
術集会， 2023， （福岡）， （ポスターセッション）

155　谷口浩也：がん臨床試験における DCT のあり方，現状
と課題，第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 2023， （福
岡）， ［第 10 回がん専門 CRC のためのアドバンストセミ
ナー（口演）］

156　川上武志， 朴　成和， 工藤千恵， 庄司広和， 長島健悟， 津
軽　開， 高橋直樹， 天沼祐介， 若槻　尊， 岡野尚弘， 成田
有季哉， 山本祥之， 木澤莉香， 今関　洋， 青木一教， 室　
圭：切除不能進行胃がんに対するニボルマブ単剤療法に
お け る ミ エ ロ イ ド 系 サ ブ セ ッ ト の 予 後 へ の 影 響

（WJOG10417GTR）．第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 
2023， （福岡）， ［Mini Oral Session（English Session）］

157　庄司広和， 朴　成和， 工藤千恵， 長島健悟， 津軽　開， 高
橋直樹， 川上武志， 天沼裕介， 若槻　尊， 岡野尚弘， 成田
有季哉， 山本祥之， 木澤莉香， 今関　洋， 青木一教， 室　
圭：切除不能進行胃癌に対するニボルマブ単剤療法にお
ける予後と関連するミエロイド系細胞のプロファイリン
グ（WJOG10417GTR 試験）．第 20 回日本臨床腫瘍学会
学術集会， 2023， （福岡）， ［Mini Oral Session（English 
Session）］

158　下村一景， 緒方貴次， 前田章光， 成田有季哉， 谷口浩也， 
室谷健太， 藤原　豊， 田近正洋， 原　和生， 室　圭， 内田
幸作：がん悪液質患者におけるアナモレリンの効果予測
因子．第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 2023， （福岡）， 

［Mini Oral Session］

臨床検査部・遺伝子病理診断部

001　小林雅子：神経内分泌腫瘍 NET から発生したと神経内
分泌癌 NEC が示唆された膵 NET の一例，41 回日本臨
床細胞学会東海連合会総会， 2022， （Web）， ［口演］

002　細田和貴：第 174 回日本臨床細胞学会東海連合会例会．
日本臨床細胞学会東海連合会， 2022， （Web）， ［世話人］

003　大島健吾：胸水中に認めた線維形成性小円形細胞腫瘍の
一例．日本臨床細胞学会東海連合会， 2022， （Web）， ［口
演］

004　細田和貴：EUS-FNA 検体を用いたがんゲノムプロファ
イリング検査．愛知県がん診療連携拠点病院等臨床検査
技師研修会， 2022， （Web）， ［講師］

005　細田和貴：HER2/PD-L1 の精度管理．臨床病理コンセン
サス研究会， 2022， （Web）， ［口演，シンポジウム］ 

006　細田和貴：がんゲノムと EUS-FNB：基礎から応用まで．
第 5 回東海胆膵内視鏡研究会， 2022， （Web）， ［口演］

007　細田和貴：膵臓癌症例検討会．76 回日本消化器画像研究
会， 2022， （新潟）， ［病理コメンテーター］ 

008　藤田泰子：第 16 回～第 26 回勉強会．Salon de Taverna， 
2022， （Web）， ［世話人，コメンテーター］ 

009　藤田泰子：拡大内視鏡画像の検討および病理対比につい
て（病理解説）．第 6 回京都拡大内視鏡研究会， 2022， 

（Web）， ［コメンテーター］ 
010　藤田泰子：拡大内視鏡画像の検討および病理対比につい

て その 3（病理解説）．第 3 回奈良拡大内視鏡研究会， 
2022， （Web）， ［コメンテーター］ 

011　真砂勝泰：非小細胞肺癌における術前化学療法と分子病
理.これからの肺がん診療を考える会， 2022， （Web）， ［講
演］

012　柴田典子：僅少検体における当院の取り組み . 肺癌マルチ
遺伝子検査の広がりを考える会， 2022， （Web）， ［講演］

013　細田和貴：乳腺細胞診 . 東海連合会基礎講習会， 2022， 
（Web）， ［口演］

014　石端裕一， 藤原有花， 村上裕美：Campylobacter rectus
を検出した 1 例．第 71 回日本医学検査学会， 2022， （Web）， 

［口演］ 

頭頸部外科部

001　Hanai N：A novel procedure of secondary voice 
prosthesis insertion from the inside out: The modified 
Fukuhara method ,  Des ign and Manufactur ing 
Technology Summit， 2022， （オランダ）， ［講演］

002　Hanai N：Neck Management in Oral Cavity Cancer. 1st 
Joint Meeting of Tri-HN Society2022， 2022， （Web）， ［シ
ンポジウム］

003　花井信広：頭頸部癌総論， 手術療法・化学療法・放射線
療法．薬剤師 生涯研修講座（e- ラーニング講座）， 2022， 

（Web）， ［講演］
004　西川大輔：機能温存を目指した集学的治療における頭頸

部アルミノックス治療の考え方と実際．頭頸部アルミ
ノックス治療（光免疫療法）WEB 講演会， 2022， （WEB）， 

［講演］
005　花井信広：教えて， 頭頸部解剖からのエコー画像．第 48

回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会， 2022， （名古
屋）， ［教育セミナー］

006　寺田星乃：その頸部リンパ節腫脹， どう考える？ 第 48
回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会， 2022， （名古
屋）， ［教育セミナー］

007　寺田星乃：領域横断　第 48 回日本乳腺甲状腺超音波医学
会学術集会， 2022， （名古屋）， ［パネルディスカッション
司会］

008　寺田星乃：頭頸部癌頸部リンパ節転移に対する化学放射
線療法後の超音波による効果判定．第 48 回日本乳腺甲状
腺超音波医学会学術集会， 2022， （名古屋）， ［パネルディ
スカッション］

009　花井信広：頭頸部．第 48 回日本乳腺甲状腺超音波医学会
学術集会， 2022， （名古屋）， ［座長］

010　岸川敏博， 寺田星乃， 花井信広：頭頸部イルミノックス
治療における超音波の活用．第 48 回日本乳腺甲状腺超音
波医学会学術集会， 2022， （名古屋）， ［口演］

― 92 ―



011　花井信広：治療開始 1 年の状況．治療開始 1 周年記念講
演会 頭頸部アルミノックス治療（光免疫療法）～第 5 の
がん治療を目指して， 2022， （東京）， ［講演］

012　花井信広：治療戦略について・治療対象患者．治療開始
1 周年記念講演会 頭頸部アルミノックス治療（光免疫療
法）～第 5 のがん治療を目指して， 2022， （東京）， ［司会］

013　西川大輔：治療戦略について・治療（照射方法 / 治療プ
ラン）．治療開始 1 周年記念講演会 頭頸部アルミノック
ス治療（光免疫療法）～第 5 のがん治療を目指して，
2022，（東京），［パネルディスカッション］

014　寺田星乃：機能温存を目指した例：喉頭癌（声門前交連）
再発症例．治療開始 1 周年記念講演会 頭頸部アルミノッ
クス治療（光免疫療法）～第 5 のがん治療を目指して，
2022， （東京）， ［講演］

015　花井信広：第 2 回東海頭頸部アルミノックス治療（光免
疫療法）カンファレンス， 2022， （Web）， ［座長］

016　西川大輔：頭頸部アルミノックス治療の実際．第 2 回東
海頭頸部アルミノックス治療（光免疫療法）カンファレン
ス， 2022， （Web）， ［講演］

017　寺田星乃：各施設からの症例発表．第 2 回東海頭頸部ア
ルミノックス治療（光免疫療法）カンファレンス， 2022， 

（Web）， ［講演］
018　寺田星乃：体表・頭頸部超音波診断．日本超音波医学会

第 95 回学術集会， 2022， （名古屋）， ［講演］
019　寺田星乃：頭頸部癌診療における超音波の活用．日本超

音波医学会第 95 回学術集会， 2022， （名古屋），  ［ハンズ
オンセミナー］

020　寺田星乃， 花井信広：頭頸部悪性腫瘍における日常診療
での超音波検査．日本超音波医学会第 95 回学術集会， 
2022， （名古屋）， ［シンポジウム］

021　花井信広：頭頸部がんの新たな治療戦略 がん光免疫療
法．第 123 回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会総会 ･ 学術
講演会， 2022， （神戸）， ［シンポジウム］

022　花井信広：喉頭摘出後の呼吸器リハビリテーションおよ
び診療所との連携．第 123 回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科
学会総会 ･ 学術講演会， 2022， （神戸）， ［講演］

023　別府慎太郎， 西川大輔， 鈴木秀典， 澤部　倫， 寺田星乃， 
岩城　翔， 小林義明， 岸川敏博， 横井麻衣， 花井信広：再
発を繰り返す早期声門癌に対してイルミノックス治療を
実施した１例．第 123 回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会
総会 ･ 学術講演会， 2022， （神戸）， ［口演］

024　寺田星乃 西川大輔， 鈴木秀典， 別府慎太郎， 澤部　倫， 
岩城　翔， 小林義明， 岸川敏博， 横井麻衣， 花井信広：頭
頸部イルミノックス治療に対するクリニカルパスの作成．
第 123 回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会総会 ･ 学術講演
会， 2022， （神戸）， ［口演］

025　鈴木秀典， 岩城　翔， 澤部　倫， 別府慎太郎， 小林義明， 
西川大輔， 寺田星乃， 花井信広：COVID―19 パンデミッ
ク下における重複食道癌切除前の有茎鎖骨上動脈皮弁に
よる口腔癌切除後再建の１例．第 123 回日本耳鼻咽喉科
頭頸部外科学会総会 ･ 学術講演会， 2022， （神戸）， ［口演］

026　花井信広：頭頸部アルミノックス治療の適応判断のポイ

ント．東海頭頸部アルミノックス治療 コアミーティン
グ， 2022， （名古屋）， ［講演］

027　花井信広：頭頸部アルミノックス治療の適応判断のポイ
ント．頭頸部アルミノックス治療 カンファレンス＠大
阪， 2022， （大阪）， ［講演］

028　花井信広：エナジーデバイスを使いこなす －各デバイス
が得意とするシーンとピットフォール－．第 46 回日本頭
頸部癌学会， 2022， （奈良）， ［司会］

029　花井信広：実臨床経験を踏まえた再発・転移頭頸部がん
の治療戦略．第 46 回日本頭頸部癌学会， 2022， （奈良）， 

［ランチョンセミナー］
030　西川大輔：再発 / 進行頭頸部癌に光のアプローチ 頭頸部

癌アルミノックス治療（光免疫療法）， 第 46 回日本頭頸
部癌学会， 2022， （奈良）， ［ランチョンセミナー］

031　花井信広：頭頸部癌に対する光免疫療法．第 46 回日本頭
頸部癌学会， 2022， （奈良）， ［シンポジウム］

032　寺田星乃：筋膜をとらえる効果的なショー加熱メスの使
い方．第 46 回日本頭頸部癌学会， 2022， （奈良）， ［シンポ
ジウム］

033　寺田星乃， 下出祐造， 古川まどか， 佐藤雄一郎， 花井信
広：超音波を用いた頸部リンパ節転移に対する化学放射
線療法後の効果判定 －頭頸部超音波研究会での多施設研
究－．第 46 回日本頭頸部癌学会， 2022， （奈良）， ［シンポ
ジウム］

034　奥村嘉英， 中野さつき， 村瀬貴幸， 上田佳緒璃， 川北大
介， 長尾俊孝， 草深公秀， 浦野　誠， 山元英崇， 加納里
志， 塚原清彰， 大上研二， 長尾　徹， 花井信広， 岩井　
大， 河田　了， 多田雄一郎， 丹生健一， 稲垣　宏：唾液腺
原発粘表皮癌における CRTC1/3-MAML2 キメラ遺伝子
の意義：他施設研究による検討．第 46 回日本頭頸部癌学
会， 2022， （奈良）， ［口演］

035　高成啓介， 中村亮太， 萩原純孝， 橋本昌也， 丸山陽子， 奥
村誠子， 花井信広：TruMatch Reconstruction システム
を用いた下顎再建の短期成績．第46回日本頭頸部癌学会，
2022， （奈良）， ［口演］

036　寺田星乃：超音波像を理解するための頭頸部解剖．第 13
回ポイントオブケア超音波医学会学術集会， 2022， （東
京）， ［口演］

037　西川大輔：紹介元施設より 紹介元から見た BNCT．第 2
回 BNCT（ホウ素中性子補足療法）Web セミナー， 2022， 

（Web）， ［講演］
038　花井信広：前頭蓋底腫瘍の手術．第 34 回日本頭蓋底外科

学会， 2022， （東京）， ［ビデオシンポジウム司会］
039　花井信広：再発転移頭頸部癌に対する薬物療法 ～効果を

十分に引き出すために～．第 84 回耳鼻咽喉科臨床学会総
会・学術講演会， 2022， （広島）， ［ランチョンセミナー］

040　西川大輔：頭頸部アルミノックス治療（光免疫療法）の患
者選択の考え方．第 69 回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会 
中部地方部会連合会， 2022， （名古屋）， ［イブニングセミ
ナー］

041　西川大輔：ハイボリュームセンターの頸部郭清【顎下部， 
II-IV】．頭頸部郭清セミナー，2022，（東京），［講演］
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042 西川大輔：頭頸部アルミノックス治療の実際．岐阜県頭
頸部アルミノックス治療（光免疫療法）セミナー， 2022， 

（岐阜）， ［講演］
043　花井信広：頭頸部癌治療の最新知見 －頭頸部癌診療ガイ

ドライン 2022 年度版改訂ポイントを踏まえて－　第 31
回静岡県頭頸部腫瘍研究会， 2022， （静岡）， ［講演］

044　西川大輔：実臨床における頭頸部アルミノックス治療の
効果と課題．頭頸部光免疫療法 Web セミナー， 2022， 

（Web）， ［講演］
045　西川大輔：頭頸部アルミノックス治療の実際．三重県ア

ルミノックス治療カンファレンス， 2022， （Web）， ［講演］
046　西川大輔：頭頸部アルミノックス治療の実際．静岡県頭

頸部アルミノックス治療（光免疫療法）カンファレンス， 
2022， （Web）， ［講演］

047　寺田星乃：頸部リンパ節の鑑別．日本超音波医学会第 32
回九州地方会学術集会， 2022， （Web）， ［講演］

048　寺田星乃：その頸部リンパ節腫脹，どう考える？ 第 36
回頭頸部超音波研究会， 2022， （Web）， ［講演］

049　寺田星乃：頭頸部癌診療における超音波を用いた治療効
果判定．第 49 回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会， 
2022， （鳥取）， ［口演］

050　寺田星乃：超音波検査に必要な頸部解剖．第 49 回日本乳
腺甲状腺超音波医学会学術集会， 2022， （鳥取）， ［口演］

051　本間明宏， 花井信広， 松浦一登， 鬼丸力也：頭頸部がんに
おける治療戦略 標準治療の開発．第 60 回日本癌治療学
会学術集会， 2022， （神戸， Web）， ［ワークショップ］

052　花井信広：頭頸部アルミノックス治療の適応判断のポイ
ント．頭頸部アルミノックス治療カンファレンス＠神奈
川， 2022， （ハイブリッド）， ［講演］

053　別府慎太郎：頭頸部外科手術の基本概念．桜山手術・周
術期栄養セミナー， 2022， （Web）， ［講演］

054　田中　努， 田近正洋， 大西祥代， 山田啓策， 神谷友康， 原 
和生， 水野伸匡， 桑原崇通， 奥野のぞみ， 羽場　真， 倉石
康弘， 文原大貴， 柳井谷駿史， 石川　将， 安田　司， 山田
真規， 花井信広， 丹羽康正：当院における下咽頭表在癌
に対する経口的下咽頭喉頭部分切除術（TOVS）と内視鏡
的粘膜下層剥離術（ESD）の治療成績の検討．第 104 回 
日本消化器内視鏡学会総会， 2022， （福岡）， ［ポスター］

055　花井信広：光免疫療法と光線力学的治療の現状と将来「光
免疫療法の臨床（頭頸部アルミノックス治療）」．第 73 回
日本気管食道科学会総会ならびに学術講演会， 2022， （沖
縄）， ［シンポジウム］

056　花井信広：頭頸部癌・食道癌の合併症対策「乳び漏 / リ
ンパ漏」．第 73 回日本気管食道科学会総会ならびに学術
講演会， 2022， （沖縄）， ［シンポジウム］

057　花井信広：甲状腺癌の治療 最新の知見と今後の展望．第
73 回日本気管食道科学会総会ならびに学術講演会， 2022， 

（沖縄）， ［シンポジウム司会］
058　塚本康二， 澤部　倫， 寺田星乃， 鈴木秀典， 花井信広：当

院における甲状腺髄様癌に対する RET 遺伝学的検査の
取り組み．第 73 回日本気管食道科学会総会ならびに学術
講演会， 2022， （沖縄）， ［口演］

059　後藤聖也， 鈴木秀典， 曾根三千彦， 花井信広：頭頸部癌の
救済頸部郭清術後における予後因子としての lymph node 
density と log odds positive lymph nodes．第 73 回日本
気管食道科学会総会ならびに学術講演会， 2022， （沖縄）， 

［口演］
060　寺田星乃：甲状腺癌の治療　最新の知見と今後の展望「甲

状腺手術における NIM VitalTM を用いた神経モニタリ
ング」．第 73 回日本気管食道科学会総会ならびに学術講
演会， 2022， （沖縄）， ［シンポジウム］

061　寺田星乃：進行甲状腺癌手術におけるアプローチと工夫．
第 73 回日本気管食道科学会総会ならびに学術講演会， 
2022， （沖縄）， ［ランチョンセミナー］

062　寺田星乃：気管食道領域の超音波診断．第 73 回日本気管
食道科学会総会ならびに学術講演会， 2022， （沖縄）， ［ハ
ンズオンセミナー］

063　花井信広：下咽頭がん手術 ～下咽頭・喉頭全摘術（TPL）
～．第 67 回公益社団法人日本口腔外科学会総会・学術大
会， 2022， （千葉）， ［シンポジウム］

064　萩原純孝， 日比英晴：血清 CD109 値の上昇は口腔扁平上
皮癌におけるリンパ節転移を反映する．第 67 回公益社団
法人日本口腔外科学会総会・学術大会， 2022， （千葉）， 

［口演］
065　松塚　崇， 花井信広， 吉本世一， 大峡慎一， 塚原清彰， 近

松一朗， 榎木祐一郎， 塩谷彰浩， 尾瀬　功， 長谷川泰久：
口腔癌の SNNS における偽陰性率改善の取り組みと微小
転移の取り扱い．第 24 回 SNNS 研究会学術集会， 2022， 

（金沢）， ［口演］
066　鈴木秀典：機器の取扱いについて．頭頸部アルミノック

ス治療講習会， 2022， （大阪）， ［講演］
067　鈴木秀典：頭頸部悪性腫瘍のサルベージ手術における

SSI．第 35 回日本外科感染症学会総会学術集会， 2022， 
（倉敷）， ［シンポジウム］

068　西川大輔：頭頸部アルミノックス治療の実際 ～適応患者
選択のポイント～．第 4 回頭頸部アルミノックス治療（光
免疫療法）WEB 講演会， 2022， （WEB）， ［講演］

069　花井信広：頭頸部癌診療ガイドライン 2022 年度版 －口
腔癌・薬物療法のトピックスと解説－．南大阪頭頸部腫
瘍セミナー， 2022， （Web）， ［講演］

070　別府慎太郎：頸部郭清術を Chunking．南大阪頭頸部腫瘍
セミナー， 2022， （Web）， ［講演］

071　花井信広：再発・転移頭頸部癌におけるセツキシマブの
位置づけ ～ biweeky 投与法も含めて～ ．Erbtux HN 
Web Seminar in Nagoya， 2022， （Web）， ［座長］

072　西川大輔， 別府慎太郎， 鈴木秀典， 寺田星乃， 澤部　倫， 
花井信広：経口的ロボット支援手術におけるミラーサー
ジャリー．第 22 回頭頸部表在癌研究会， 2022， （横浜）， 

［口演］
073　花井信広：再発・転移頭頸部癌の治療について．Erbtux 

H&N Web Expert Webinar， 2022， （WEB）， ［講演］
074　西川大輔：口腔がん原発の再発／進行頭頸部がんの頭頸

部アルミノックス治療導の実際．頭頸部アルミノックス
治療（光免疫療法）カンファレンス＠北海道 With 口腔外
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科， 2022， （札幌）， ［講演］
075　花井信広：チームで取り組む再発・転移頭頸部癌診療と

治療～当院での工夫と tips～．Head ＆ Neck cancer イ
ンターネット講習会， 2022， （Web）， ［座長］

076　花井信広：舌部分切除と舌リンパ節の処理．第 32 回日本
頭頸部外科学会総会ならびに学術講演会， 2023， （金沢）， 

［教育セミナー司会］
077　鈴木秀典， 西川大輔， 別府慎太郎， 寺田星乃， 澤部　倫， 

花井信広：甲状腺分化癌に対する救済手術時における予
後因子としての年齢と遠隔転移．第 32 回日本頭頸部外科
学会総会ならびに学術講演会， 2023， （金沢）， ［口演］

078　西川大輔：アルミノックス 2．第 32 回日本頭頸部外科学
会総会ならびに学術講演会， 2023， （金沢）， ［座長］

079　寺田星乃：頸部郭清術．第 32 回日本頭頸部外科学会総会
ならびに学術講演会， 2023， （金沢）， ［教育セミナー］

080　寺田星乃：頭頸部癌診療における超音波の有効活用．第
32 回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術講演会， 2023， 

（金沢）， ［ハンズオンセミナー］
081　花井信広：頭頸部アルミノックス治療二年間の総括 ～運

営委員の活動と指導医に求められること～．第 1 回頭頸
部アルミノックス治療指導医セミナー， 2022， （金沢）， 

［司会，講演］
082　西川大輔：治療症例の追体験 光照射後の局所麻酔は術後

疼痛軽減に有用か？ 第 1 回頭頸部アルミノックス治療指
導医セミナー， 2022， （金沢）， ［講演］

083　別府慎太郎：外科医が考える頭頸部がん気管孔管理につ
いて．第 2 回 頭頸部がんサポート研究会， 2023， （ライブ
配信，名古屋）， ［講演］

084　西川大輔， 別府慎太郎， 鈴木秀典， 寺田星乃， 澤部　倫， 
花井信広：経口的ロボット手術におけるミラーサージャ
リー．第 15 回日本ロボット外科学会学術集会， 2023， （名
古屋）， ［口演］

085　萩原純孝， 高成啓介， 中村亮太， 鈴木秀典， 西川大輔， 別
府慎太郎， 寺田星乃， 澤部　倫， 花井信広：TRUMATCH? 
Reconstruction System による下顎再建術 －愛知県がん
センターにおけるプランニングから手術まで－．第 39 回
東海頭頸部腫瘍研究会， 2023， （名古屋）， ［口演］

086　岸川敏博， 寺田星乃， 澤部　倫， 萩原純孝， 別府慎太郎， 
西川大輔， 鈴木秀典， 花井信広：進行舌癌における対側
頸部リンパ節転移の臨床病理学的検討．第 39 回東海頭頸
部腫瘍研究会， 2023， （名古屋）， ［口演］

087　中村亮太， 高成啓介， 中川路美雲， 大山　葵， 丸山陽子， 
奥村誠子， 別府慎太郎， 花井信広：遊離空腸移植術後 2
週間目に血管吻合部より出血をきたした症例．第 39 回東
海頭頸部腫瘍研究会， 2023， （名古屋）， ［口演］

088　高成啓介， 中村亮太， 中川路美雲， 大山　葵， 丸山陽子， 
奥村誠子， 萩原純孝， 花井信広：両側上顎を含む欠損に
対する 2 つの遊離皮弁を用いた上顎再建．第 39 回東海頭
頸部腫瘍研究会， 2023， （名古屋）， ［口演］

089　花井信広：LENVIMA-TC Meet The Expert， 2023 ，（名
古屋， Web）， ［総合司会］

090　寺田星乃：Lenvatinib を使用したコンバージョン手術症

例の考察．LENVIMA-TC Meet The Expert， 2023， （名
古屋， Web）， ［口演・ディスカッション］

091　花井信広：ガイドライン 2022 年版発刊後の実臨床応用と
今 後 の 課 題．Head & Neck イ ン タ ー ネ ッ ト 講 演 会， 
2023， （Web）， ［講演］

092　花井信広：喉頭部分切除の TIPS．第 35 回日本喉頭科学
会総会・学術講演会， 2023， （京都）， ［手術手技セミナー］

093　西川大輔：頭頸部アルミノックス治療（光免疫療法）によ
る喉頭・下咽頭病変治療．第 35 回日本喉頭科学会総会・
学術講演会， 2023， （京都）， ［パネルディスカッション］

094　西川大輔：頭頸部外科医が嚥下のために出来ること．第
46 回日本嚥下医学会総会ならびに学術講演会， 2023， （名
古屋）， ［シンポジウム］

095　花井信広：頭頸部癌　第 46 回日本嚥下医学会総会ならび
に学術講演会， 2023， （名古屋）， ［座長］

096　別府慎太郎：頭頸部アルミノックス治療を実施した局所
再発声門癌の症例報告．第 35 回日本喉頭科学会総会・学
術講演会， 2023， （京都）， ［ランチョンセミナー］

097　村上祐司， 花井信広， 本間義崇， 横田知哉， 榎田智弘：
Optimal Treatment Strategy for Head and Neck Cancer 
in the Era of Immunotherapy? Current Evidence and 
Future Directions －近年の免疫療法の治療開発と今後の
展望．第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 2023， （福岡）， 

［シンポジウム］
098　西川大輔：当院における頭頸部がん治療戦略．頭頸部ア

ルミノックス治療京都エリア講演会， 2023， （京都）， ［講
演］

099　別府慎太郎：光免疫療法の基礎と臨床．第 3 回東海エリ
ア頭頸部アルミノックス治療カンファレンス， 2023， 

（Web）， ［講演］

形成外科部

001　高成啓介， 中村亮太， 萩原純孝， 橋本昌也， 丸山陽子， 奥
村誠子， 花井信広：TruMatch Reconstruction システム
を用いた下顎再建 第 38 回東海頭頸部腫瘍研究会， 2022， 

（名古屋）， ［一般演題］
002　高成啓介， 中村亮太， 橋本昌也， 丸山陽子， 奥村誠子， 花

井信広：前中頭蓋底切除後の再建手術　～整容性の向上
を目指して～第 37 回東海頭蓋底外科研究会， 2022， （名
古屋），［一般演題］

003　高成啓介， 中村亮太， 橋本昌也， 丸山陽子， 奥村誠子：頭
頚部再建における技術革新 -TruMatch Reconstruction シ
ステムの現状と展望．第 65 回日本形成外科学会総会・学
術集会， 2022， （大阪）， ［シンポジウム］

004　高成啓介， 中村亮太， 萩原純孝， 橋本昌也， 丸山陽子， 奥
村誠子， 花井信広：TruMatch Reconstruction システム
を用いた下顎再建の短期成績 . 第 46 回日本頭頸部癌学会， 
2022， （奈良）， ［一般演題］

005　高成啓介， 中村亮太， 中川路美雲， 大山　葵， 丸山陽子， 
奥村誠子， 花井信広：遊離皮弁移植による頭蓋底再建後
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の再手術についての検討．第 34 回日本頭蓋底外科学会， 
2022， （東京）， ［シンポジウム］ 

006　高成啓介， 中村亮太， 中川路美雲， 大山　葵， 丸山陽子， 
奥村誠子：頭頸部再建領域における Network Meta-
Analysis の利用状況について．第 31 回日本形成外科学
会基礎学術集会， 2022， （岡山）， ［一般演題］ 

007　高成啓介， 中村亮太， 中川路美雲， 大山　葵， 丸山陽子， 
奥村誠子：Frozen Neck 症例におけるマイクロサージャ
リー第 49 回日本マイクロサージャリー学会， 2022， （浜
松）， ［シンポジウム］

008　Ryota Nakamura, Keisuke Takanari, Masanari Hashimoto, 

Mikumo Nakakawaji, Aoi Ohyama, Yoko Maruyama, Seiko 

Okumura, Ikuo Hyodo：Comparison of postoperative 
function of mandibular reconstruction after segmental 
mandibulectomy between fibular flap, soft tissue flap 
and reconstruction plate: Propensity score adjusted 
multivariable regression analysis. The 91st American 
Society of Plastic Surgeons Annual Meeting, 2022, 

（Chicago）, ［ポスター］ 
009　中村亮太， 髙成啓介， 中川路美雲， 大山　葵， 丸山陽子， 

奥村誠子， 兵藤伊久夫：当院における内頸静脈合併切除
時の移植床血管選択に関する検討．第 49 回日本マイクロ
サージャリー学会学術集会， 2022， （浜松）， ［一般口演］

010　中村亮太， 髙成啓介， 中川路美雲， 大山　葵， 丸山陽子， 
奥村誠子：iPad を用いた上肢周径・体積測定の信頼性， 
妥当性に関する検討．第 31 回日本形成外科学会基礎学術
集会， 2022， （岡山）， ［一般口演］

011　中村亮太， 髙成啓介， 中川路美雲， 大山　葵， 丸山陽子， 
奥村誠子：スマートフォンを用いたリンパ浮腫評価に関
する検討．第 6 回日本リンパ浮腫治療学会， 2022， （東
京）， ［一般口演］

012　中村亮太， 髙成啓介， 橋本昌也， 丸山陽子， 奥村誠子：皮
弁折り返しによる舌再建における皮弁配置に関する検討．
第 46 回日本頭頸部癌学会， 2022， 奈良， ［一般口演］

013　中村亮太， 髙成啓介， 橋本昌也， 丸山陽子， 奥村誠子， 兵
藤伊久夫：当院の下顎再建における再建皮弁による術後
機能に関する検討．第 65 回日本形成外科学会総会， 2022， 
大阪， ［一般口演］

014　中村亮太， 髙成啓介， 中川路美雲， 大山　葵， 丸山陽子， 
奥村誠子：スマートフォンを用いたリンパ浮腫評価に関
する検討．第 15 回がんのリンパ浮腫研究会， 2023， 名古
屋， ［一般口演］

015　中村亮太， 髙成啓介， 中川路美雲， 大山　葵， 丸山陽子， 
奥村誠子， 別府慎太郎， 花井信広：遊離空腸移植術後 2
週間目に血管吻合部より出血をきたした症例．第 39 回東
海頭頸部腫瘍研究会， 2023， （名古屋）， ［一般口演］

016　奥村誠子， 丸山陽子， 他：インプラントによる乳房再建
後， 再発転移を疑ったインプラントの破損のないシリコ
ンリンパ節腫脹の経験．第 65 回日本形成外科学会総会・
学術集会， 2022， （大阪）， ［一般口演］ 

017　奥村誠子， 丸山陽子， 他：肺癌の脊髄転移による急激な
下肢麻痺にて発生した仙尾骨部褥瘡からの壊死性筋膜炎

の 1 例．第 17 回日本褥瘡学会中部地方会学術集会， 2022， 
（名古屋）， ［一般口演］

018　奥村誠子， 丸山陽子， 他：近隣乳腺クリニックとの連携
による乳房インプラント定期画像検診：破損・その他異
常検出の検討．第 30 回乳癌学会学術総会， 2022， （横浜）， 

［ポスター］
019　奥村誠子， 丸山陽子， 他：近隣乳腺クリニックとの連携

による乳房インプラント定期画像検診：破損・その他異
常検出の検討．第 117 回九州・沖縄形成外科学会学術集
会， 2022， （北九州）， ［一般口演］

020　奥村誠子， 丸山陽子， 他：1 次 1 期 SBI 再建後の SBI の
折れ曲がりと早期破損の検討．第 10 回日本乳房オンコプ
ラスティックサージャリ―学会総会， 2022， （沖縄）， ［一
般口演］

021　奥村誠子， 丸山陽子， 他：穿通枝皮弁の血管剥離操作で
の LigaSureTM Exact の使用経験．第 49 回日本マイク
ロサージャリー学会学術集会， 2022， （浜松）， ［一般口演］

022　丸山陽子， 奧村誠子， 中村亮太， 大山　葵， 中川路美雲， 
高成啓介：長期留置ドレーン刺入部に対するバイオパッ
チの使用経験．2022， 第 65 回日本形成外科学会総会・学
術集会， （大阪）， ［一般口演］

023　丸山陽子， 奧村誠子， 中村亮太， 大山　葵， 中川路美雲， 
高成啓介：長期留置ドレーン刺入部に対するバイオパッ
チⓇの使用経験．2022， 第30回日本乳癌学会学術集会， （横
浜）， ［ポスター］

024　丸山陽子， 奧村誠子， 中村亮太， 大山　葵， 中川路美雲， 
高成啓介：nipple sparing mastectomy と 1 次 1 期インプ
ラントにおける乳頭位置の経時的変化の比較検討．第 31
回日本形成外科学会基礎学術総会， 2022， ［一般口演］ 

025　丸山陽子， 奧村誠子， 中村亮太， 大山　葵， 中川路美雲， 
高成啓介：nipple sparing mastectomy と 1 次 1 期インプ
ラントにおける乳頭位置の経時的変化の比較検討．第 10
回日本オンコプラスティックサージャリー学会総会， （沖
縄）， 2022， （Web）， ［一般演題］ 

026　大山　葵， 髙成啓介， 中村亮太， 中川路美雲， 丸山陽子 ， 
奥村誠子：下肢 LVA 術後に Venous reflux が疑われた症
例．第 56 回中部形成外科学会， 2022， （長久手）， ［一般演
題］

027　大山　葵， 丸山陽子， 奥村誠子， 中川路美雲， 中村亮太， 
髙成啓介：SBI 再建後の局所再発切除時に大胸筋合併切
除が必要で， 自家組織再建を要した 2 症例．第 10 回日本
乳房オンコプラスティックサージャリー学会総会， 2022， 

（沖縄）， ［一般演題］
028　大山　葵， 髙成啓介， 中村亮太， 中川路美雲， 丸山陽子， 

奥村誠子：ナーブリッジを用いた上顎部分切除における
眼窩下神経再建の経験．第 49 回日本マイクロサージャ
リー学会， 2022， （浜松）， ［一般演題］

029　中川路美雲， 矢吹雄一郎：IgG4 関連涙腺炎を背景として
発症した眼瞼黄色肉芽腫の１例．形成外科学会総会， 
2022， （大阪）， ［一般口演］ 

030　中川路美雲， 髙成啓介， 中村亮太：口腔がん切除再建術
後の感染を減少させるための当院の工夫．創傷外科学会， 
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2022， （神戸）， ［一般口演］
031　中川路美雲， 中村亮太：愛知県がんセンターにおけるリ

ンパ節郭清後の患者指導の工夫と浮腫発症から外来受診
までの間隔の検討．リンパ浮腫治療学会， 2022， （東京）， 

［一般口演］
032　中川路美雲， 丸山陽子， 奥村誠子：自家組織による乳房

再建時に使用する閉鎖式陰圧ドレーンの陰圧差での比較
検討と今後のドレーン管理の展望 形成外科基礎学会 
2022， （岡山）， ［一般口演］

033　中川路美雲， 丸山陽子， 奥村誠子：長期ドレーン留置部
における常圧タイプドレーンと低圧タイプドレーンの比
較検討．オンコプラスティックサージャリー学会， 2022， 

（沖縄）， ［一般口演］
034　中川路美雲， 髙成啓介， 中村亮太：Supra -Fasc ia l  

Anterolateral Thigh （SFALT） flap の術後整容性評価．
マイクロサージャリー学会， 2022， （浜松）， ［一般口演］

035　中川路美雲， 北山晋也：メジャー法と DICOM CT デー
タを用いた下肢リンパ浮腫周径値の比較検討．神奈川リ
ンパ浮腫研究会， 2023， （横浜）， ［一般口演］

呼吸器外科部

001　Sakakura N, Nakada T, Takahashi Y, Kuroda H.：Robotic 
lung segmentectomy via the three-arm “open-
thoracotomy-view approach” using vertical port 
placement and confronting monitor setting. Robot-
assisted pulmonary segmentectomy for lung cancer: 
knacks and pitfalls. アジア国際ロボット内視鏡外科学会， 
2022， （Web）， （名古屋）， ［ワークショップ］

002　Tanaka F, Ito H, Okada M, Sugawara S, Shio Y, Tomii K, 

Okami J, Sakakura N, Kubota K, Takamochi K, Atagi S, 

Tsuboi M, Oizumi S, Ikeda N, Ohde Y, Ntambwe I, Mahmood 

J, Cai J, Mitsudomi T：Neoadjuvant nivolumab + 
chemotherapy for resectable NSCLC: CheckMate 816 
surgical outcomes in Japanese patients. 第 63 回日本肺癌
学会学術集会， 2022， （Web）， （福岡）， ［グローバルセッ
ション］

003　Tsuboi M, Paz-Ares L, O’Brien M, Mauer M, Dafni U, Okada 

M, Sugio K, Mitsudomi T, Saji H, Satoh Y, Sakakura N, 

Azuma K, Oselin K, Esteban E, Isla D, Martinez-Marti A, 

Faehling M, Lee J, Jha N, M. Keller S, Mori T, Adachi N, 

Marreaud S, Stahel R, Peters S, Besse B, Nakagawa K：
Adjuvant Pembrolizumab Versus Placebo for Stage IB–
IIIA NSCLC: PEARLS/KEYNOTE-091 Japan Subgroup. 
第 63 回日本肺癌学会学術集会， 2022， （Web）， （福岡）， 

［プレジデンシャルセッション］
004　Mitsudomi T, Ito H, Okada M, Sugawara S, Shio Y, Tomii K, 

Okami J, Sakakura N, Kubota K, Takamochi K, Atagi S, 

Tsuboi M, Oizumi S, Ikeda N, Ohde Y, Ntambwe I, Cai J, 

Mahmood J, Tanaka F：Neoadjuvant nivolumab plus 
chemotherapy for resectable NSCLC: CheckMate 816. 

Japan subgroup analysis. 第 63 回日本肺癌学会学術集会， 
2022， （Web）， （福岡）， ［プレジデンシャルセッション］

005　坂倉範昭， 白井　俊， 高原弘知， 鈴木あゆみ， 高橋祐介， 
黒田浩章：ロボット手術の均てん化と適応拡大． 対面モ
ニターを用いた開胸視野式ロボット肺切除―もう一つの
アプローチ， 開胸・胸腔鏡手術との整合性．第 39 回日本
呼吸器外科学会学術集会， 2022， （Web）， （東京）， ［パネ
ルディスカッション］ 

006　坂倉範昭， 白井　俊， 高原弘知， 鈴木あゆみ， 高橋祐介， 
黒田浩章：対面モニターを用いた 3 アーム開胸視野式ロ
ボット肺切除―もう一つのアプローチ， 開胸・胸腔鏡手
術との整合性．第 14 回日本ロボット外科学会， 2022， 

（Web）， （鹿児島）， ［シンポジウム］
007　鈴木あゆみ， 黒田浩章， 高原弘知， 白井　俊， 高橋祐介， 

坂倉 範昭：周術期メンタルヘルスの推移が術後早期回復
へ与える影響．第 39 回日本呼吸器外科学会学術集会， 
2022， （Web）， （東京）， ［一般口演］

008　高橋祐介， 白井　俊， 高原弘知， 鈴木あゆみ， 坂倉範昭， 
黒田浩章：非小細胞肺癌周術期における Lung Immune 
Prognostic Index の予後への影響．第 39 回日本呼吸器外
科学会学術集会， 2022， （東京）， ［一般口演］

009　松井琢哉， 高橋祐介， 奥田勝裕， 黒田浩章：臨床病期 I 期
非小細胞肺癌に対する亜区域切除を含む解剖学的肺縮小
切除術．第 63 回肺癌学会泊術集会， 2022， （Web）， （福
岡）， ［一般口演］

消化器外科部

001　Komori K, Kinoshita T, Sato Y, Ouchi A, Ito S, Abe T, Misawa 

K, Ito Y, Natsume S, Higaki E, Okuno M, Fujieda H, 

Kawakatsu S, Kunitomo A, Oki S, Maeda S, Nagao T, Aritake 

T, Tawada K,  Shimizu Y：Surgical technique in preventing 
complications of reconstruction of urinary system in 
pelvic surgery. 第 67 回 国 際 外 科 学 会 日 本 部 会 総 会， 
2022， （Chiba）， ［一般演題　口演］

002　Abe T, Higaki E, Fujieda H：Can Thoracoscopic 
Esophagectomy in Conversion Surgery for Locally 
Advanced Unresectable Esophageal Cancer be feasible?. 
18th ISDE World Congress for Esophageal Diseases, 
2022, （Toronto）， ［ポスター］

003　Fujieda H, Abe T, Higaki E, Shimizu Y：Safety and 
usefulness of larynx- preserving high-level cervical 
anastomosis for cervical esophageal cancer. 18th ISDE 
World Congress for Esophageal Diseases, 2022， 

（Toronto）， ［ポスター］
004　Okano N, Inoue Y, Kawai M, Ueno M, Yu X, Takahashi S, 

Wang W, Takahashi H, Okamura Y, Morinaga S, Matsumoto 

I, Shimizu Y, Yoshida K, Yamamoto T, Otsuka M, Inokawa Y, 

Esaki M, Yamamoto K, Yamaue H, Furuse J：Cohort study 
of patients with initially unresectable pancreatic cancer 
in whom conversion surgery was planned after 
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FOLFIRINOX or gemcitabine+nab-paclitaxel. 33rd 
World Congress of International Association of 
Surgeons,Gastroenterologists and Oncologists, 2022, 

（Istanbul）， ［オーラル］
005　Ito S, Ito Y, Kobayashi D, Matsushita H, Tanaka Y, Kodera Y, 

Chubu Clinical Oncology Group （CCOG）：Long-term 
survival outcome of multi-institutional prospective phase 
II trial of conversion surgery - CCOG1403. ASCO-GI， 
2023， （San Francisco）， ［ポスター］

006　Ouchi A, Kanemitsur Y, Sadachi R, Hamaguchi T, Tsukamoto 

S, Shimada Y, Inomata M, Takii Y, Komori K,  Shiomi A,  

Shiozawa M, Ohue M,  Watanabe J, Ito M, Kawashima Y, 

Kobatake T, Soda H, Saida Y, Hashimoto T, Sano Y：
Prognostic relevance of primary tumor sidedness in 
stage ll/lll colorectal cancer: An integrated analysis of 
JC0G0205, JCOGO4O4, JC0G0910, and JC0G1006 

（JC0G2003A）. ASCO-GI， 2023， （San Francisco）， ［ポス
ター］

007　赤座　賢， 伊藤友一， 三澤一成， 伊藤誠二， 小森康司， 安
部哲也， 木下敬史， 夏目誠治， 檜垣栄治， 奥野正隆， 藤枝
裕倫， 佐藤雄介， 大内　晶， 川勝章司， 國友愛奈， 沖　
哲， 前田真吾， 長尾拓哉， 多和田翔， 有竹　典， 清水泰
博：膵癌に対する EUS － FNA 後に胃転移をきたした 1
例．第 301 回東海外科学会， 2022, （名古屋）， ［一般演題］

008　有竹　典， 大内　晶， 小森康司， 木下敬史， 佐藤雄介， 伊
藤誠二， 安部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣
栄治， 奥野正隆， 藤枝裕倫， 川勝章司， 清水泰博：術前化
学療法と遊離前外側大腿皮弁で切除しえた大腸癌腹壁浸
潤の 1 例 . 第 301 回東海外科学会， 2022,（名古屋）， ［一
般演題］

009　藤吉健司， 主藤朝也， 赤木由人， 藤田文彦， 千野晶子， 赤
木　究， 高雄暁成， 山田真善， 田中屋宏爾， 石田秀行， 小
森康司， 石原聡一郎， 三口真司， 平田敬治， 宮倉安幸， 石
川敏昭， 富田尚裕， 味岡洋一：Lynch 症候群における飲
酒と発癌リスク．第 122 回日本外科学会定期学術集会， 
2022， （Web）， ［一般演題］

010　安部哲也， 檜垣栄治， 藤枝裕倫， 長尾拓哉， 小森康司， 伊
藤誠二， 三澤一成， 伊藤友一， 木下敬史， 夏目誠治， 奥野
正隆， 佐藤雄介， 大内　晶， 川勝章司， 清水泰博：ロボッ
ト支援下食道切除術における定型化と今後の展望．第
122 回日本外科学会定期学術集会， 2022， （Web）， ［一般
演題］

011　森　治樹， 三宅　亨， 夏目誠治， 木下敬史， 佐藤雄介， 大
内　晶， 阿部雄一， 梶野泰祐， 水野和幸， 細田和貴， 飯田
洋 也， 小 森 康 司， 清 水 泰 博， 谷　 眞 至， 田 口　 歩：
Physician scientist を志して　新しい外科の地平線を切り
拓くために．第 122 回日本外科学会定期学術集会， 2022， 

（Web）， ［特別企画］
012　小森康司， 木下敬史， 佐藤雄介， 大内　晶， 伊藤誠二， 安

部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣栄治， 奥野
正隆， 藤枝裕倫， 川勝章司， 國友愛奈， 沖　哲， 前田真
吾， 長尾拓哉， 清水泰博：直腸癌手術における骨盤内高

度局所進展症例および再発症例における腎尿路系の温存
術式と短期成績について．第 122 回日本外科学会定期学
術集会， 2022， （Web）， ［ワークショップ］

013　夏目誠治， 清水泰博， 奥野正隆， 川勝章司， 伊藤誠二， 小
森康司， 安部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 木下敬史， 檜垣
栄治， 藤枝裕倫， 佐藤雄介， 大内　晶：陥入膵腸吻合法術
後の残膵機能 粘膜吻合法との比較．第 122 回日本外科学
会定期学術集会，2022， （Web）， ［一般演題］

014　奥野正隆， 清水泰博， 夏目誠治， 川勝章司， 伊藤誠二， 小
森康司， 安部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 木下敬史， 檜垣
栄治， 藤枝裕倫， 佐藤雄介， 大内　晶， 梛野正人：IPMN
の手術適応決定における mural nodule と主膵管拡張の有
用性の検討．第 122 回日本外科学会定期学術集会， 2022， 

（Web）， ［一般演題］
015　藤枝裕倫， 安部哲也， 檜垣栄治， 長尾拓哉， 伊藤誠二， 小

森康司， 三澤一成， 伊藤友一， 木下敬史， 夏目誠治， 奥野
正隆， 佐藤雄介， 大内　晶， 川勝章司， 梛野正人， 清水泰
博：食道癌手術における胸管合併切除の有用性の検討．
第 122 回日本外科学会定期学術集会， 2022， （Web）， ［ポ
スター］

016　佐藤雄介， 小森康司， 木下敬史， 大内　晶， 伊藤誠二， 安
部哲也， 三澤成一， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣栄治， 奥野
正隆， 藤枝裕倫， 川勝章司， 清水泰博：直腸低位前方切除
術において ICG 蛍光法による血流評価は有用か．第 122
回日本外科学会定期学術集会， 2022， （Web）， ［ポスター］

017　大内　晶， 小森康司， 木下敬史， 佐藤雄介， 伊藤誠二， 安
部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣栄治， 奥野
正隆， 藤枝裕倫， 川勝章司， 清水泰博：【必要】予防側方
郭清の省略は時期尚早である，第 122 回日本外科学会定
期学術集会， 2022， （Web）， ［特別企画 / 特別セッション］

018　有竹　典， 夏目誠治， 奥野正隆， 川勝章司， 伊藤誠二， 小
森康司， 安部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 木下敬史， 檜垣
栄治， 藤枝裕倫， 佐藤雄介， 大内　晶， 國友愛奈， 沖　
哲， 前田真吾， 長尾拓哉， 多和田翔， 清水泰博：膵頭十二
指腸切除術後の発熱に対する血液培養採取の意義．第
122 回日本外科学会定期学術集会， 2022， （Web）， ［ポス
ター］

019　多和田翔， 清水泰博， 夏目誠治， 奥野正隆， 川勝章司， 有
竹　典， 伊藤誠二， 小森康司， 安部哲也， 三澤一成， 伊藤 
友一， 木下敬史， 檜垣栄治， 藤枝裕倫， 佐藤雄介， 大内　
晶， 梛野正人：膵癌切除における膵断端迅速病理診断と
陽性例に対する追加切除の意義．第 122 回日本外科学会
定期学術集会， 2022， （Web）， ［サージカルフォーラム］

020　前田真吾， 大内　晶， 小森康司， 木下敬史， 佐藤雄介， 伊
藤誠二， 安部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣
栄治， 奥野正隆， 藤枝裕倫， 川勝章司， 清水泰博：大腸癌
術 後 補 助 化 学 療 法 に お け る L-OHP の Relative Dose 
Intensity の予後への影響．第 122 回日本外科学会定期学
術集会， 2022， （Web）， ［サージカルフォーラム］

021　長尾拓哉， 安部拓也， 檜垣栄治， 藤枝裕倫， 伊藤誠二， 小
森康司， 三澤一成， 伊藤友一， 木下敬史， 夏目誠治， 奥野
正隆， 佐藤雄介， 大内　晶， 川勝章司， 清水泰博：術中
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ICG 蛍光法を用いた胃管血流評価と Collard 変法による
食道切除後胃管再建の検討．第 122 回日本外科学会定期
学術集会， 2022， （Web）， ［サージカルフォーラム］

022　寺島雅典， 徳永正則， 水澤純基， 伊藤誠二， 黒川幸典， 吉
川貴己， 佐野　武， 笹子三津留：進行胃癌に対する集学
的治療の現状と展望　高度リンパ節転移例に対する術前
化学療法．第 122 回日本外科学会定期学術集会， 2022， 

（熊本）， ［パネルディスカッション］
023　小森康司：骨盤内巨大腫瘍および再発手術における腎尿

管温存再建術式について．第 108 回日本消化器病学会総
会， 2022， （Web）， ［一般演題］

024　榎本圭吾， 林雄一郎， 北坂孝幸， 小田昌宏， 三澤一成， 森　
健策：腹腔鏡映像からの血管領域自動抽出における
Dilated U–Net の段数が 抽出精度に与える影響．第 31 回
日本コンピュータ外科学会大会， 2022， （東京）， ［一般演
題　口演］

025　林雄一郎， 辻　真治， 丘　杰， 小田昌宏， 三澤一成， 森　
健策：腹腔鏡下胃切除術支援のための腹腔鏡映像からの
膵臓領域抽出の検討．第 31 回日本コンピュータ外科学会
大会， 2022， （東京）， ［一般演題　口演］

026　Natsume S, Shimizu Y, Okuno M, Kawakatsu S：Significance 
of conversion surgery for chemotherapy-responder 
patients with unresectable pancreatic cancer． 第 34 回
日本肝胆膵外科学会学術集会， 2022,（愛媛）， ［ポスター］

027　Okuno M, Shimizu Y, Natsume S, Kawakatsu S, Tawada K, 

Nagino M：Validation of the treatment strategy of 
IPMN based on the 2017 international consensus 
guidelines．第 34 回日本肝胆膵外科学会学術集会， 2022， 

（愛媛）， ［パネルディスカッション］
028　Shimizu Yasuhiro：司会．第 34 回日本肝胆膵外科学会学

術集会， 2022,（愛媛）， ［ポスター］
029　小森康司， 木下敬史， 佐藤雄介， 大内　晶， 國友愛奈， 前

田真吾， 沖　哲， 伊藤誠二， 安部哲也， 清水泰博：高度局
所進展進行癌や再発手術における泌尿器系の臓器温存手
術およびその短期成績．第31回骨盤外科機能温存研究会， 
2022,（東京）， ［要望演題］

030　安部哲也：座長．第 65 回関西胸部外科学会学術集会， 
2022,（浜松）， ［要望演題］

031　藤枝裕倫， 安部哲也， 檜垣栄治， 長尾拓哉， 清水泰博：胃
管反転法による胸骨後再建胃管癌に対する縦隔鏡下胃管
切除術．第 65 回関西胸部外科学会学術集会， 2022， （浜
松）， ［要望演題］

032　Shimizu Yasuhiro：司会．第 53 回日本膵臓学会， 第 26 回
国際膵臓学会， 2022, （京都）， ［シンポジウム］

033　Natsume S, Shimizu Y, Okuno M, Okuno N, Hara K：
Comparison of long-term remnant pancreatic function 
b e t w e e n  i n v a g i n a t i o n  a n d  d u c t - t o - m u c o s a 
pancreaticojejunostomy．第 53 回日本膵臓学会， 第 26 回
国際膵臓学会， 2022， （京都）， ［オーラル］

034　宮倉安幸， 千野晶子， 田中屋宏爾， 赤木　究， 高雄暁成， 
山田真善， 石田秀行， 小森康司， 佐々木和人， 三口真司， 
平田敬治， 主藤朝也， 石川敏昭， 山口達郎， 冨田尚浩， 味

岡洋一：リンチ症候群に対する下部消化管内視鏡検査の
質と安全性の検討～遺伝性大腸癌委員会多施設共同研究
～．第 97 回大腸癌研究会学術集会， 2022， （浜松）， ［一般
演題　口演］

035　三口真司， 千野晶子， 赤木　究， 高雄暁成， 山田真善， 田
中屋宏爾， 石田秀行， 小森康司， 佐々木和人， 平田敬治， 
主藤朝也， 宮倉安幸， 石川敏昭， 山口達郎， 冨田尚裕， 味
岡洋一：大腸切除歴のないリンチ症候群患者における大
腸癌および腺腫の累積発生リスク．第 97 回大腸癌研究会
学術集会， 2022， （浜松）， ［一般演題　口演］

036　高雄暁成， 飯塚敏郎， 高雄美里， 千野晶子， 赤木　究， 山
田真善， 田中屋宏爾， 石田秀行， 小森康司， 佐々木和人， 
三口真司， 平田敬治， 主藤朝也， 山口達郎， 冨田尚裕， 味
岡 洋 一： リ ン チ 症 候 群 に お け る post-colonoscopy 
colorectal cancer の臨床病理学的特徴．第 97 回大腸癌研
究会学術集会， 2022， （浜松）， ［一般演題　ポスター］

037　斎藤悠文， 小森康司， 大内　晶， 佐藤雄介， 木下敬史， 川
畑大樹， 成田　潔， 赤座　賢， 有竹　典， 多和田翔， 沖　
哲， 藤枝裕倫， 奥野正隆， 浅野智成， 檜垣栄治， 夏目誠
治， 伊藤友一， 三澤一成， 安部哲也， 伊藤誠二， 清水泰
博：直腸癌術後再発に対する手術後 9 年を経て再々発し
た一例．第 58 回愛知臨床外科学会， 2022， （愛知）， ［一般
演題］

038　小森康司， 木下敬史， 佐藤雄介， 大内　晶， 伊藤誠二， 安
部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 清水泰博：骨盤
内腫瘍における腎尿路温存術式の合併症を防ぐ工夫．第
77 回日本消化器外科学会総会， 2022， （Web）， ［一般演
題］

039　安部哲也， 檜垣栄治， 藤枝裕倫， 長尾拓哉， 小森康司， 伊
藤誠二， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 清水泰博：切除
不能食道癌に対する Conversion Surgery における胸腔鏡
下食道切除術の成績．第 77 回日本消化器外科学会総会， 
2022, （横浜）， ［一般演題］

040　夏目誠治， 清水泰博， 奥野正隆， 川勝章司， 伊藤誠二， 小
森康司， 安部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 木下敬史：膵頭
十二指腸切除術後胆管空腸吻合部狭窄の検討　細径胆管
に対する連続縫合と結節縫合の比較．第 77 回日本消化器
外科学会総会， 2022， （横浜）， ［パネルディスカッション］

041　檜垣栄治， 安部 哲也， 藤枝裕倫， 長尾拓哉， 木下敬史， 伊
藤友一， 三澤一成， 小森康司， 伊藤誠二， 清水泰博：胸部
食道癌に対し術前 DCF 療法が奏功する腫瘍学的因子の
検討．第 77 回日本消化器外科学会総会， 2022， （Web）， 

［一般演題］
042　奥野正隆， 清水泰博， 夏目誠治， 川勝章司， 伊藤誠二， 小

森康司， 安部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 木下敬史：年国
際ガイドライン基づいた IPMN の治療戦略の検証．第 77
回日本消化器外科学会総会， 2022， （Web）， ［一般演題］

043　藤枝裕倫， 安部哲也， 檜垣栄治， 長尾拓哉， 伊藤誠二， 小
森康司， 三澤一成， 伊藤友一， 木下敬史， 清水泰博：頸胸
境界部食道癌手術における喉頭温存高位頸部吻合の安全
性と有用性．第 77 回日本消化器外科学会総会， 2022， 

（Web）， ［一般演題］

― 99 ―



　　 佐藤雄介， 小森康司， 木下敬史， 大内　晶， 伊藤誠二， 安
部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 清水泰博：
SMA に沿った腹腔鏡下右半結腸切除 D3 郭清．第 77 回
日本消化器外科学会総会， 2022， （Web）， ［一般演題］

044　大内　晶， 小森康司， 木下敬史， 佐藤雄介， 伊藤誠二， 安
部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 清水泰博：低骨
格筋量が骨盤外科拡大手術の術後合併症に与える影響．
第 77 回日本消化器外科学会総会， 2022， （Web）， ［一般演
題］

045　多和田翔， 清水泰博， 夏目誠治， 奥野正隆， 川勝章司， 伊
藤誠二， 小森康司， 安部哲也， 三澤一成， 梛野正人：膵頭
十二指腸切除術における膵断端迅速病理診断と陽性例に
対する追加切除の意義．第77回日本消化器外科学会総会， 
2022， （Web）， ［一般演題］

046　有竹　典， 夏目誠治， 奥野正隆， 川勝章司， 伊藤友一， 三
澤一成， 安部哲也， 小森康司， 伊藤誠二， 清水泰博：膵頭
十二指腸切除後の発熱に対する血液培養採取の意義 
Significance of blood culture examination for the 
p o s t o p e r a t i v e  f e b r i l e  e p i s o d e s  a f t e r 
pancreatoduodenectomy．第 77 回日本消化器外科学会総
会， 2022， （Web）， ［一般演題］

047　赤座　賢， 清水泰博， 夏目誠治， 奥野正隆， 川勝章司， 伊
藤誠二， 小森康司， 安部哲也， 梛野正人：膵癌における術
中腹腔洗浄細胞診陽性の予後因子としての検討．第 77 回
日本消化器外科学会総会， 2022， （Web）， ［一般演題］

048　出井秀幸， 横山幸浩， 夏目誠治， 奥野正隆， 清水泰博， 水
野隆史， 山口淳平， 尾上俊介， 渡辺伸元， 江畑智希：外科
手術における術前腸内細菌叢が術後合併症に及ぼす影響
についての前向き臨床研究．第 77 回総会， 2022， （Web）， 

［一般演題］
049　長尾拓哉， 横山幸浩， 安部哲也， 檜垣栄治， 藤枝裕倫， 伊

藤誠二， 小森康司， 三澤一成， 伊藤友一， 清水泰博：食道
切除・胃管再建における術後合併症と術前便中有機酸濃
度の検討．第77回日本消化器外科学会総会， 2022， （Web）， 

［一般演題］
050　大野真奈， 申　忱， Holger R. Roth， 小田昌宏， 林雄一郎， 

三澤一成， 森　健策：境界情報を考慮する損失関数を用
いた FCN による腹部 CT 像からの臓器領域抽出に関す
る研究．第 41 回日本医用画像工学会大会， 2022， （名古
屋）， ［一般演題　口演］

051　出口 智也， 林雄一郎， 北坂孝幸， 小田昌宏， 三澤一成， 森　
健策：GNN による血管名自動命名手法における臓器特徴
の利用に関する検討．第 41 回日本医用画像工学会大会， 
2022, （名古屋）， ［一般演題　口演］

052　奥野正隆 , 清水泰博， 夏目誠治， 浅野智成， 多和田翔， 有
竹　典：脾動脈を温存し脾静脈を切除した腹腔鏡下脾温
存膵体尾部切除の 3 例．第 49 回日本膵切研究会， 2022， 

（琵琶湖）， ［ミニオーラル］
053　小森康司：東海ストーマ・排泄リハビリテーション研究

会　第70回を迎えて　歴史と未来．第70回東海ストーマ・
排泄リハビリテーション研究会， 2022， （Web）， ［講演］

054　安部哲也， 檜垣栄治， 藤枝裕倫， 長尾拓哉：局所進行食道

癌に対するロボット支援下食道切除術の手術成績と問題
点．第 76 回日本食道学会学術集会， 2022, （東京）， ［シン
ポジウム］

055　安部哲也， 檜垣栄治， 藤枝裕倫， 室　圭：胸部食道扁平上
皮癌に対する予防的 104 リンパ節郭清は有用か？．第 76
回日本食道学会学術集会， 2022, （東京）， ［ディベート］

056　檜垣栄治， 安部哲也， 藤枝裕倫， 長尾拓哉， 門脇重憲， 清
水泰博：75 歳以上の高齢者に対するよ進行胸部食道癌治
療 strategy：術前化学療法 5 の食道切除は安全か？．第
76 回日本食道学会学術集会， 2022, （東京）， ［ディベート］

057　藤枝裕倫， 安部哲也， 檜垣栄治， 長尾拓哉， 清水泰博：頸
部食道癌に対する喉頭温存手術高位頸部吻合の有用性．
第 76 回日本食道学会学術集会， 2022， （東京）， ［ディベー
ト］

058　細井敬泰， 安部哲也， 檜垣栄治， 藤枝裕倫， 長尾拓哉， 清
水 泰博：胸部食道癌手術における食道胃管吻合法に関す
るランダム化比較試験　circular stapler 法 vs Collard 変
法．第 76 回日本食道学会学術集会， 2022， （東京）， ［ビデ
オシンポジウム］

059　阿部雄一， 磯村久徳， 小森康司， 藤城光弘， 田口　歩：血
漿タンパク質と自己抗体の定量的プロファイリングによ
る 大 腸 が ん 早 期 診 断 バ イ オ マ ー カ ー の 探 索 同 定

（Quantitative profiling of circulating proteins and 
autoantibodies for early detection of colorectal cancer）．
第 81 回日本癌学会学術総会， 2022, （横浜）， ［ポスター］

060　安部哲也：座長．第 75 回日本胸部外科学会定期学術集会， 
2022, （横浜）， ［一般口演］

061　檜垣栄治， 安部哲也， 藤枝裕倫， 清水泰博：切除可能食道
癌に対する術前補助化学療法後に手術から放射線療法に
conversion した患者の予後解析．第 75 回日本胸部外科学
会定期学術集会， 2022, （横浜）， ［優秀演題賞］

062　小森康司， 木下敬史， 佐藤雄介， 大内　晶， 伊藤誠二， 安
部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣栄治， 奥野
正隆， 藤枝裕倫， 川勝章司， 國友愛奈， 沖　哲， 前田真
吾， 長尾拓哉， 有竹　典， 多和田翔， 清水泰博：骨盤内蔵
器全摘術における尿管回腸導管吻合部の縫合不全を回避
するウロストミー造設術．第 77 回日本大腸肛門病学会学
術集会， 2022, （千葉）， ［一般演題］

063　宮北寛士， 小倉淳司， 眞部祥一， 塩見明生， 濱元裕喜， 奥
田準二， 小森康司， 八谷　寛， 山本聖一郎， 上原　圭：下
部進行直腸癌に対する非腫大側方リンパ節郭清の最適化
の検討．第 77 回日本大腸肛門病学会学術集会， 2022， （千
葉）， ［一般演題］

064　木下敬史， 小森康司， 佐藤雄介， 大内　晶， 伊藤誠二， 安
部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣栄治， 奥野
正隆， 藤枝裕倫， 浅野智成， 清水泰博：ロボット支援下側
方リンパ節郭清～LD3 の手技と成績～．第 77 回日本大
腸肛門病学会学術集会， 2022， （千葉）， ［要望演題］

065　赤座　賢， 安部哲也， 檜垣栄治， 藤枝裕倫， 安井講平， 伊
藤誠二， 小森康司， 三澤一成， 伊藤友一， 木下敬史， 夏目
誠治， 浅野智成， 奥野正隆， 佐藤雄介， 大内　晶， 沖　
哲， 多和田翔， 斎藤悠文， 有竹　典， 成田　潔， 川畑大
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樹， 清水泰博：Heller-Dor 手術後横隔膜上憩室に発生し
た進行食道癌の 1 例．第 302 回東海外科学会， 2022， （浜
松）， ［一般演題］

066　有竹　典， 奥野正隆， 夏目誠治， 浅野智成， 伊藤誠二， 小
森康司， 安部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 木下敬史， 檜垣
栄治， 藤枝裕倫， 佐藤雄介， 大内　晶， 沖　哲， 多和田
翔， 赤座　賢， 斎藤悠文， 成田　潔， 川畑大樹， 清水泰
博：後腹膜成熟嚢胞奇形腫の1例．第302回東海外科学会， 
2022, （浜松）， ［一般演題］

067　小森康司， 木下敬史， 佐藤雄介， 大内　晶， 伊藤誠二， 安
部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣栄治， 奥野
正隆， 藤枝裕倫， 川勝章司， 清水泰博：大腸癌術後局所再
発手術は何回まで可能か ?　頻回手術の短期成績の検討．
第 60 回日本癌治療学会学術集会， 2022， （神戸）， ［ポス
ター］

068　Ouchi A, Matsuo K, Shimizu Y：Does surgical intervention 
contribute to survival for CRC with isolated PALN 
metastasis in the era of new anticancer drugs?．消化器
外科学会大会（JDDW）， 2022, （福岡）， ［国際シンポジウ
ム］

069　藤枝裕倫， 安部哲也， 檜垣栄治， 長尾拓哉， 伊藤誠二， 小
森康司， 三澤一成， 伊藤友一， 木下敬史， 夏目誠治， 奥野
正隆， 佐藤雄介， 大内　晶， 川勝章司， 清水泰博：食道癌
手術症例における短期・長期成績の性差による影響．消
化器外科学会大会（JDDW）， 2022, （福岡）， ［ポスター］

070　安井講平， 安部哲也， 檜垣栄治， 藤枝裕倫， 赤座　賢， 多
和田翔， 有竹　典， 沖　哲， 大内　晶， 佐藤雄介， 奥野正
隆， 浅野智成， 夏目誠治， 木下敬史， 伊藤友一， 三澤一
成， 小森康司， 伊藤誠二， 清水泰博：食道癌， 胆道癌の同
時重複癌の対し， 二期分割手術による胸腔鏡下食道切除
と膵頭十二指腸切除を行い根治切除した 2 例の経験．日
本消化器病学会東海支部第 137 回例会・第 48 回教育講演
会， 2022, （静岡）， ［一般演題］

071　檜垣栄治， 安部哲也， 藤枝裕倫， 清水泰博：食道癌根治切
除後の周術期予防的抗菌薬として ABPC/SBT を選択す
る意義：早期肺炎と incisional SSI を制御する．第 35 回
日本外科感染症学会総会， 2022, （倉敷）， ［優秀ポスター
賞］

072　伊藤誠二：司会．胃外科・術後障害研究会， 2022, （静岡）， 
［一般演題］

073　神田光郎， 伊藤誠二 望月能成， 寺本　仁， 石榑　清， 村
井俊文， 浅田崇洋， 中西香企， 清水　大， 田中千恵， 小寺
泰弘：胃全摘術後合併症がもたらす長期予後への悪影響．
胃外科・術後障害研究会， 2022, （静岡）， ［一般演題］

074　佐藤雄介， 小森康司， 木下敬史， 大内　晶， 伊藤誠二， 安
部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣栄治， 浅野
智成， 奥野正隆， 藤枝裕倫， 清水泰博：鏡視下手術におけ
る一時的回腸人工肛門造設　Outlet obstruction を回避す
る手術手．第 84 回日本臨床外科学会総会， 2022， （福岡）， 

［ビデオシンポジウム］
075　小森康司， 木下敬史， 佐藤雄介， 大内　晶， 伊藤誠二， 安

部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣栄治， 浅野

智成， 奥野正隆， 藤枝裕倫， 清水泰博：直腸癌術後局所再
発手術は何回まで許容できるか？―短期成績の観点から
検討―．第 84 回日本臨床外科学会総会， 2022, （福岡）， 

［一般演題］
076　安部哲也， 檜垣栄治， 藤枝裕倫， 小森康司， 伊藤誠二， 三

澤一成， 伊藤友一， 木下敬史， 夏目誠治， 浅野智成， 奥野
正隆， 佐藤雄介， 大内　晶， 清水泰博：局所進行食道癌に
対するロボット支援下食道切除術の安全性と有用性．第
84 回日本臨床外科学会総会， 2022, （福岡）， ［パネルディ
スカッション］

077　木下敬史， 小森康司， 佐藤雄介， 大内　晶， 伊藤誠二， 安
部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣栄治， 浅野
智成， 奥野正隆， 藤枝裕倫， 清水泰博：右側横行結腸癌に
対する腹腔鏡下 D3 郭清．第 84 回日本臨床外科学会総会， 
2022, （福岡）， ［シンポジウム］

078　大内　晶， 小森康司， 木下敬史， 佐藤雄介， 伊藤誠二， 安
部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣栄治， 浅野
智成， 奥野正隆， 藤枝裕倫， 清水泰博：大腸癌腹膜播種治
療の SDGs　―成績向上のカギを歴史に学ぶ―．第 84 回
日本臨床外科学会総会， 2022， （福岡）， ［一般演題］

079　安部哲也， 檜垣栄治， 藤枝裕倫， 小森康司， 伊藤誠二， 三
澤一成， 伊藤友一， 木下敬史， 夏目誠治， 清水泰博：食道
領域の内視鏡外科技術認定合格者を胸腔鏡術者経験 2 年
以内で輩出してきた当院での食道外科教育システム．第
35 回日本内視鏡外科学会総会， 2022, （名古屋）， ［パネル
ディスカッション］

080　安部哲也：司会．第 35 回日本内視鏡外科学会総会， 2022, 
（名古屋）， ［ミニオーラル］

081　三澤一成， 沖　哲， 伊藤友一， 伊藤誠二， 大内　晶， 佐藤
雄介， 藤枝裕倫， 奥野正隆， 浅野智成， 檜垣栄治， 夏目誠
治， 木下敬史， 安部哲也， 小森康司， 清水泰博：ロボット
支援胃癌手術のおけるコスト低減の工夫．第 35 回日本内
視鏡外科学会総会， 2022, （名古屋）， ［パネルディスカッ
ション］

082　伊藤友一， 三澤一成， 伊藤誠二， 沖　哲， 大内　晶， 佐藤
雄介， 藤枝裕倫， 奥野正隆， 浅野智成， 檜垣栄治， 夏目誠
治， 木下敬史， 安部哲也， 小森康司， 清水泰博：腹腔鏡
下・ロボット支援下胃全摘術における Circular stapler を
用いた食道空腸吻合再建の手技と成績．第 35 回日本内視
鏡外科学会総会， 2022, （名古屋）， ［ワークショップ］

083　檜垣栄治， 安部哲也， 藤枝裕倫， 赤座　賢， 大内　晶， 佐
藤雄介， 奥野正隆， 浅野智成， 夏目誠治， 木下敬史， 伊藤
友一， 三澤一成， 小森康司， 伊藤誠二， 清水泰博：食道癌
に対する胸腔鏡下食道亜全摘術で内視鏡技術認定を受け
た術者の認定後の短期成績．第 35 回日本内視鏡外科学会
総会， 2022, （名古屋）， ［一般演題］

084　藤枝裕倫， 安部哲也， 檜垣栄治， 赤座　賢， 伊藤誠二， 小
森康司， 三澤一成， 伊藤友一， 木下敬史， 夏目誠治， 浅野
智成， 奥野正隆， 佐藤雄介， 大内　晶， 清水泰博：胸腔鏡
下食道亜全摘術における腹腔鏡補助下胃管作成の有用性．
第 35 回日本内視鏡外科学会総会， 2022, （名古屋）， ［ミニ
オーラル］
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085　大内　晶， 木下敬史， 小森康司， 佐藤雄介， 伊藤誠二， 安
部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣栄治， 浅野
智成， 奥野正隆， 藤枝裕倫， 清水泰博：下行結腸癌に対す
る腹腔鏡下 CME+D3 郭清．第 35 回日本内視鏡外科学会
総会， 2022, （名古屋）， ［ミニオーラル］

086　沖　哲， 三澤一成， 伊藤友一， 伊藤誠二， 大内　晶， 佐藤
雄介， 藤枝裕倫， 奥野正隆， 浅野智成， 檜垣栄治， 夏目誠
治， 木下敬史， 安部哲也， 小森康司， 清水泰博：腹腔鏡下
噴門側胃切除術， 空腸間置再建・ダブルトラクト再建の
手技と成績．第 35 回日本内視鏡外科学会総会， 2022, （名
古屋）， ［ワークショップ］

087　斎藤悠文， 木下敬史， 小森康司， 佐藤雄介， 大内　晶， 伊
藤誠二， 安部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣
栄治， 浅野智成， 奥野正隆， 藤枝裕倫， 清水泰博：腹腔鏡
下結腸・直腸切除術におけるエネルギーデバイスの選択．
第 35 回日本内視鏡外科学会総会， 2022, （名古屋）， ［一般
演題］

088　成田　潔， 木下敬史， 小森康司， 佐藤雄介， 大内　晶， 伊
藤誠二， 安部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣
栄治， 浅野智成， 奥野正隆， 藤枝裕倫， 清水泰博：肥満患
者に対する腹腔鏡下直腸手術の治療成績と手技の工夫．
第 35 回日本内視鏡外科学会総会， 2022, （名古屋）， ［一般
演題］

089　奥野正隆， 夏目誠治， 浅野智成， 伊藤誠二， 小森康司， 安
部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 木下敬史， 檜垣栄治， 藤枝
裕倫， 佐藤雄介， 大内　晶， 清水泰博：脾動脈を温存し脾
静脈を切除する腹腔鏡下脾温存膵体尾部切除術の検討．
第 35 回日本内視鏡外科学会総会， 2022, （名古屋）， ［一般
演題］

090　佐藤雄介， 小森康司， 木下敬史， 大内　晶， 伊藤誠二， 安
部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣栄治， 奥野
正隆， 藤枝裕倫， 清水泰博：SMA をランドマークとした
腹腔鏡下結腸右半切除．第35回日本内視鏡外科学会総会， 
2022, （名古屋）， ［一般演題］

091　赤座　賢， 檜垣栄治， 安部哲也， 藤枝裕倫， 大内　晶， 佐
藤雄介， 奥野正隆， 浅野智成， 夏目誠治， 木下敬史， 伊藤
友一， 三澤一成， 小森康司， 伊藤誠二， 清水泰博：80 歳
以上の高齢者に対する胸腔鏡下食道亜全摘術後の短期成
績．第 35 回日本内視鏡外科学会総会， 2022, （名古屋）， 

［ミニオーラル］
092　木下敬史：司会．第 35 回日本内視鏡外科学会総会， 2022,

（名古屋）， ［ミニオーラル］
093　大内　晶， 小森康司， 木下敬史， 佐藤雄介， 赤座　賢， 川

畑大樹：若年性大腸癌術後の多重がんの検討．第 98 回大
腸癌研究会学術集会， 2023, （浜松）， ［口演］

094　小森康司：頻回の直腸癌術後局所再発手術の短期成績．
第 19 回日本消化管学会総会学術集会， 2023, （東京）， ［一
般演題］

095　伊藤友一：座長．第 59 回愛知臨床外科学会， 2023, （名古
屋）， ［一般演題］

096　佐藤雄介：座長．第 59 回愛知臨床外科学会， 2023, （名古
屋）， ［一般演題］

097　赤座　賢， 佐藤雄介， 小森康司， 木下敬史， 大内　晶， 伊
藤誠二， 安部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣
栄治， 浅野智成， 奥野正隆， 藤枝裕倫， 沖　哲， 多和田
翔， 斎藤悠文， 有竹　典， 成田　潔， 川畑大樹， 清水泰
博：膀胱・尿膜管浸潤を伴った虫垂癌の 1 切除例．第 59
回愛知臨床外科学会， 2023, （名古屋）， ［一般演題］

098　斎藤悠文， 檜垣栄治， 安部哲也， 藤枝裕倫， 伊藤誠二， 小
森康司， 三澤一成， 伊藤友一， 木下敬史， 夏目誠治， 浅野
智成， 奥野正隆， 佐藤雄介， 大内　晶， 沖　哲， 多和田　
翔， 有竹　典， 赤座　賢， 成田　潔， 川畑大樹， 清水泰
博：気管憩室が併存する胸部食道癌に対し胸腔鏡 下 / ロ
ボット支援下食道亜全摘術を施行した 2 例．第 59 回愛知
臨床外科学会， 2023, （名古屋）， ［一般演題］

099　川畑大樹， 三澤一成， 伊藤友一， 伊藤誠二， 大内　晶， 佐
藤雄介， 藤枝裕倫， 奥野正隆， 浅野智成， 檜垣栄治， 夏目
誠治， 木下敬史， 安部哲也， 小森康司， 清水泰博：単孔式
腹腔鏡下胃内手術の経験．第 59 回愛知臨床外科学会， 
2023, （名古屋）， ［一般演題］

100　成田　潔， 安部哲也， 檜垣栄治， 藤枝裕倫， 齋藤悠文， 清
水泰博：食道気管支瘻を合併する食道癌に対し CRT 後
conversion surgery を行い， R0 切除し得た 1 例．第 26
回愛知内視鏡外科研究会， 2023, （名古屋）， ［一般演題　
口演］

101　伊藤誠二：座長．第 95 回日本胃癌学会総会， 2023, （札
幌）， ［デジタルポスター］

102　伊藤誠二， 伊藤友一， 小林大介， 松下英信， 田中友理， 古
池真也， 渡邉卓哉， 稲岡健一， 山中雅也， 小寺泰弘：
Conversion surgery に関する多施設共同前向き第 II 相試
験の長期生存成績．第 95 回日本胃癌学会総会， 2023, （札
幌）， ［デジタルポスター］

103　伊藤友一：座長．第 95 回日本胃癌学会総会， 2023, （札
幌）， ［デジタルポスター］

104　三澤一成：座長．第 95 回日本胃癌学会総会， 2023, （札
幌）， ［デジタルポスター］

105　三澤一成， 伊藤友一， 沖　哲， 伊藤誠二， 大内　晶， 佐藤
雄介， 藤枝裕倫， 奥野正隆， 浅野智成， 檜垣栄治， 夏目誠
治， 木下敬史， 安部哲也， 小森康司， 清水泰博：ロボット
支援胃全摘・噴門側胃切除における Circular Stapler を
用いた食道 - 空腸吻合再建．第 95 回日本胃癌学会総会， 
2023, （札幌）， ［デジタルポスター］

106　沖　哲， 三澤一成， 伊藤友一， 伊藤誠二， 斎藤悠文， 大内　
晶， 佐藤雄介， 藤枝裕倫， 奥野正隆， 浅野智成， 檜垣栄
治， 夏目誠治， 木下敬史， 安部哲也， 小森康司， 清水泰
博：胃がん術後創部感染との鑑別に苦慮した壊疽性膿皮
症の一例．第 95 回日本胃癌学会総会， 2023, （札幌）， ［デ
ジタルポスター］

107　小森康司， 木下敬史， 佐藤雄介， 大内　晶， 安形真由美， 
佐々木照美， 小島　瞳：腹会陰式直腸切断術における標
準的な腹腔内経路の S 状結腸単孔式人工肛門造設術につ
いて．第 40 回日本ストーマ・排泄リハビリテーション学
会， 2023, （東京）， ［ワークショップ］

108　清水泰博：司会．第59回日本腹部救急医学会総会（会員）， 
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2023, （沖縄）， ［一般演題］
109　奥野正隆， 清水泰博， 夏目誠治， 浅野智成， 伊藤誠二， 小

森康司， 安部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 木下敬史， 檜垣
栄治， 藤枝裕倫， 佐藤雄介， 大内　晶：経肝門脈塞栓術後
に広範な門脈血栓を認めたが， 抗凝固療法にて改善し切
除しえた肝門部胆管内乳頭状腫瘍の 1 例．第 59 回日本腹
部救急医学会総会（会員）， 2023, （沖縄）， ［一般演題］

110　小森康司， 田中　努， 長谷川貴章， 稲葉吉隆， 木下敬史， 
佐藤雄介， 大内　晶， 清水泰博：骨盤内蔵器全摘術後の
高クロール性代謝性アシドーシスに対し， 経回腸導管的
に逆行性内視鏡による尿管ステント挿入が有効であった
1 例．第 59 回日本腹部救急医学会総会， 2023, （沖縄）， ［一
般演題］

111　小森康司：司会．第 59 回日本腹部救急医学会総会， 2023, 
（沖縄）， ［一般演題］

 （当院・他科での共同著書、共同発表省略）

整形外科部
001　生田国大 , 西田佳弘 , 酒井智久 , 小池　宏 , 筑紫　聡 , 今

釜史郎：腸脛靱帯を用いた脛骨近位腫瘍用人工膝関節置
換術後の膝伸展機構再建．第 138 回中部日本整形外科災
害外科学会学術集会．2022， （名古屋）， 〔口演〕

002　 筑 紫　 聡：The optimal surgical margin for soft tissue 
sarcoma．第 95 回日本整形外科学会学術総会， 2022， （神
戸）， 〔口演〕

003　筑紫　聡：ぜひ知ってほしい！骨転移の画像診断と手術
手技．第 18 回 KEIO 整形外科手術手技フォーラム．2022， 

（東京）， 〔講演〕
004　筑紫　聡：ぜひ知ってほしい！魅力あふれる腫瘍整形外

科の世界．第 31 回弘前大学整形外科　夏の研修会あすな
ろセミナー．2022， （弘前）， 〔講演〕

005　筑紫　聡：第 55 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集
会， 2022， （東京）， 〔座長〕

006　筑紫　聡：腫瘍用人工関節再建の手術戦略　知識と経験
の共有．第 55 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会， 
2022， （東京）， 〔口演〕

007　筑紫　聡 , 吉田雅博 , 濱田俊介 , 藤原那沙：浸潤性軟部肉
腫に対する術前強度変調放射線治療の意義．第 55 回日本
整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会， 2022， （東京）， 〔口
演〕

008　濵田俊介 , 藤原那沙 , 吉田雅博 , 筑紫　聡：進行期高齢者
骨・軟部肉腫に対する化学療法継続性の意義．第 55 回日
本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会， 2022， （東京）， 

〔口演〕
009　藤原那沙 , 濱田俊介 , 吉田雅博 , 筑紫　聡：上腕骨骨幹部

病的骨折に対する順行性髄内釘固定術の治療成績．第 55
回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会， 2022， （東京）， 

〔口演〕
010　酒井智久 , 西田佳弘 , 筑紫　聡 , 小澤英史 , 生田国大 , 小

池宏 , 伊藤　鑑 , 今釜史郎：緩和的放射線照射を施行し
た大腿骨転移性骨腫瘍の特徴および照射後の手術介入リ

スクの検討．第 55 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術
集会， 2022， （東京）， 〔口演〕

011　伊藤　鑑 , 生田国大 , 筑紫　聡 , 平田　仁 , 小澤英史 , 酒
井智久 , 小池　宏 , 今釜史郎 , 西田佳弘：Ollier 病および
Maffucci 症候群の診療実態．第 55 回日本整形外科学会
骨・軟部腫瘍学術集会， 2022， （東京）， 〔口演〕

012　相羽久輝 , 生田国大 , 淺沼邦洋 , 河南勝久 , 筑紫　聡 , 松
峯昭彦 , 石村大輔 , 永野昭仁 , 紫藤洋二 , 小澤英史 , 山田
健志 , 和佐潤志 , 木村浩明 , 酒井貴央 , 村上英樹 , 酒井智
久 , 中村知樹 , 西田佳弘：Tail-like lesion を有する悪性軟
部腫瘍に対する術前療法の効果に関する検討　東海骨軟
部腫瘍コンソーシアム多施設共同研究．第 55 回日本整形
外科学会骨・軟部腫瘍学術集会， 2022， （東京）， 〔口演〕

013　小倉浩一 , 上原浩介 , 秋山　達 , 岩田慎太郎 , 篠田裕介 , 
筑紫　聡 , 小林英介 , 米本　司 , 川井　章：Toronto 
Extremity Salvage Score（TESS）下肢における臨床的
に意義のある最小変化量（MCID）．第 55 回日本整形外
科学会骨・軟部腫瘍学術集会， 2022， （東京）， 〔口演〕

014　中村知樹 , 松峯昭彦 , 戸田　雄 , 竹中　聡 , 王谷英達 , 藤
原智洋 , 西田佳弘 , 筑紫　聡 , 當銘保則 , 須藤啓広 , 河野
博隆：腫瘍切除に京セラ PHK-3 および KMLS システム
を用いて再建を行った大腿骨遠位腫瘍用人工関節の長期
成績　JMOG 共同研究．第 55 回日本整形外科学会骨・
軟部腫瘍学術集会， 2022， （東京）， 〔口演〕

015　生田国大 , 西田佳弘 , 筑紫　聡 , 小澤英史 , 酒井智久 , 小
池宏 , 伊藤　鑑 , 今釜史郎：80 歳以上の高齢者軟部肉腫
の治療成績．第 55 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術
集会， 2022， （東京）， 〔口演〕

016　早川景子 , 中村知樹 , 小林　寛 , 朴木寛弥 , 松本嘉寛 , 五
木田茶舞 , 相羽久輝 , 筑紫　聡 , 阿江啓介 , 河野博隆：日
本人における軟部肉腫に対するエリブリンの有効性と安
全性　骨軟部肉腫治療研究会（JMOG）多施設共同研究．
第 55 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会， 2022， 

（東京）， 〔口演〕
017　筑紫　聡：股関節外科医にぜひ知ってほしい腫瘍性疾患．

第 49 回日本股関節学会学術集会， 2022， （山形）， 〔口演〕
018　村瀬史典, 中島浩敦, 高津哲郎, 筑紫　聡：診断に難渋し， 

急速に多発骨転移を来した足部発生desmoplastic melanoma
の 1 例．第 139 回中部日本整形外科災害外科学会・学術
集会， 2022， （大阪）， 〔口演〕

019　筑紫　聡：第 60 回日本癌治療学会学術集会， 2022， （神
戸）， 〔座長〕

020　筑紫　聡：第 12 回名古屋運動器腫瘍セミナー， 2022， （名
古屋）， 〔座長〕

021　筑紫　聡：サルコーマカンファレンス 2023， 2023， （名古
屋）， 〔座長〕

022　筑紫　聡：進行肉腫に対する薬物療法の治療経験からの
考察．福井県肉腫治療研究会， 2023， （福井）， 〔口演〕

リハビリテーション部　

001　吉田雅博， 杉浦英志：骨転移を伴った神経内分泌腫瘍（カ
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ルチノイド）の緩和的治療．第59回日本リハビリテーショ
ン医学会学術集会， 2022， （横浜）， 〔口演〕

002　髙津　淳， 檜垣栄治， 藤枝裕倫：食道癌術後患者に対す
る言語聴覚士による嚥下リハビリテーションの介入効果
～反回神経麻痺患者に対する早期経口摂取開始の意義～．
第 76 回日本食道学会学術集会， 2022， （東京）， ［ランチョ
ンセミナー］

003　伊藤敬太， 吉田雅博：がん患者の転倒・転落．第 11 回日
本がんリハビリテーション研究会， 2023， （名古屋）， ［一
般演題］

004　髙津　淳， 檜垣栄治， 藤枝裕倫：食道癌術後患者に対す
る言語聴覚士による嚥下リハビリテーションの介入効果．
第 11 回日本がんリハビリテーション研究会， 2023， （名
古屋）， ［シンポジウム］

005　南島翔太， 吉田雅博：当院における術前乳がん患者の認
知機能と心身機能の調査．第 11 回日本がんリハビリテー
ション研究会， 2023， （名古屋）， ［一般口頭演題］

006　山﨑康司， 中嶋誠也， 清水泰博， 吉田雅博：75 歳以上消
化器がん患者の握力と身体機能との関係．第 11 回日本が
んリハビリテーション研究会， 2023， 現地開催（名古屋）， 

［口述］
007　中嶋誠也， 山﨑康司， 清水泰博， 吉田雅博：後期高齢者の

消化器がん開腹術後患者への運動療法効果．第 11 回日本
がんリハビリテーション研究会， 2023， 現地開催（名古
屋）， ［口述］

008　前田明弘， 濱田俊介， 吉田雅博：骨巨大軟骨肉腫に対し
hip transposition 法を施行後， 自宅復帰した 1 症例．第 4
回愛知がん・リハビリテーション医学研究会講演会， 
2023， （名古屋）， ［口述］

泌尿器科部　

001　田中しおり， 北野剛士， 加藤　学， 小島崇宏：一般演題 1　
巨大後腹膜腫瘍として発見された特発性副腎出血の症例　
第 292 回日本泌尿器科学会東海地方会， 2022， （名古屋），

［口演］
002　田中しおり， 北野剛士， 加藤　学， 小島崇宏：総会賞ビデ

オ 01 前立腺・膀胱　Novel method of performing a 
completely retroperitoneal cutaneous ureterostomy with 
robot-assisted radical cystectomy （RARC）．第 110 回日
本泌尿器科学会総会， 2022， （神戸）， ［ビデオ発表］

003　加藤　学：前立腺癌に対する I125 を用いたブラキセラ
ピー（LDR）の今後の展望．第 73 回日本泌尿器科学会中
部総会， 2022， （和歌山）， ［シンポジウム］

004　加藤　学， 田中しおり， 北野剛士， 小島崇宏：前立腺がん
の診断と治療～愛知県がんセンターにおける前立腺がん
診 療 の 紹 介 ～． 泌 尿 器 が ん 地 域 連 携 勉 強 会， 2022， 

（WEB）， ［講演］
005　北野剛士， 田中しおり， 加藤　学， 小島崇宏：導入化学療

法中 COVID-19 に罹患したが寛解を得た進行性精巣腫瘍
の一例．第 293 回日本泌尿器科学会東海地方会， 2023， 

（名古屋）， ［口演］
006　加藤　学， 田中しおり， 北野剛士， 小島崇宏：愛知県がん

センターにおける尿路上皮癌術後補助化学療法の実際．
オプジーボ術後補助化学療法 1 周年記念講演会， 2023， 

（三重）， （WEB）， ［講演］
007　加藤　学， 田中しおり， 北野剛士， 小島崇宏：愛知県がん

センターにおけるカバジタキセル使用症例の後ろ向き検
討．三重県前立腺癌講演会， 2023， （三重）， （WEB）， ［講
演］

008　北野剛士， 田中しおり， 小倉友二， 小島崇宏：筋膜閉鎖を
行ったエアシール（R）ポートに発症したポートサイトヘ
ルニアの一例．第 290 回日本泌尿器科学会東海地方会， 
2022， （名古屋）， （WEB）， ［口演　優秀演題］

009　小島崇宏：最新の前立腺がん診療について 第 3 回地域で
考えるがん診療連携 WEB セミナー， 2022， （Web）， ［講
演］

010　小島崇宏：RCC Treatment Strategy seminar カボメティ
クス講演会　IO+TKI レジメンでの CABO+NIVO の使
い分け， 2022， （名古屋）， ［講演］

011　小島崇宏：長崎パドセブ新発売講演会～新たな治療と適
正使用を考える～　転移性尿路上皮癌治療 Up To Date
～パドセブへの期待と注意点～， 2022， （長崎）， （Web）， 

［講演］
012　小島崇宏：Urothelial Carcinoma Conference～PADCEV

発売記念講演会～　転移性尿路上皮癌治療 Up To Date
～パドセブへの期待と注意点～， 2022， （名古屋）， ［講演］

013　小島崇宏：3 月福井県泌尿器科医会講演会　転移性尿路
上皮癌治療 Up To Date～パドセブへの期待と注意点～， 
2022， （福井）， ［講演］

014　小島崇宏：Meet The Expert in Tokai mCSPC の最適な
治療方針を考える， 2022， （名古屋）， ［ディスカッション］

015　小島崇宏：前立腺がん診療 up to date， 2022， （名古屋）， 
［座長］

016　小島崇宏：静岡県中東部 Genitourinary Cancer Forum 
2022　進行性尿路上皮癌治療におけるバベンチオ維持療
法の役割， 2022， （静岡）， ［講演］

017　小島崇宏：西濃前立腺癌講演会　高齢者における進行性
前立腺がんをどう治療すべきか？， 2022，， （岐阜）， ［講
演］

018　小島崇宏：UC Doctors Conference， 2022， （名古屋）， ［座
長］

019　小島崇宏：Prostate Cancer REAL Experience Symposium 
mCRPC 治療の臨床最前線， 2022， （名古屋）， ［講演］

020　小島崇宏：第 72 回日本泌尿器科学会中部総会教育セミ
ナー10　尿路上皮がん術後補助療法におけるオプジーボ
への期待と課題， 2022， （和歌山）， ［講演］

021　小島崇宏：第 21 回西濃泌尿器フォーラム 転移性尿路上
皮癌治療 Up To Date， 2022， （岐阜）， ［講演］

022　小島崇宏：腎細胞癌 WEB ライブセミナー， （名古屋）， 
（WEB）， ［座長］

023　小島崇宏：第291回日本泌尿器科学会東海地方会ランチョ
ンセミナー 腎細胞癌術後補助療法におけるキイトルーダ
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への期待と課題， 2022， （名古屋）， ［講演］
024　小島崇宏：尿路上皮癌 WEB セミナーin Aichi， （名古屋）， 

（WEB）， ［座長］
025　小島崇宏：Fukui Urological Cancer Conference 進行性

尿路上皮がん治療の課題と将来展望， 2022， （福井）， 
（WEB）， ［講演］

婦人科部
001　Yasui H, Nishikawa T, Hasegawa K, Mori M, Hirashima Y, 

Takehara K, Aryoshi K, Kato T (STATICE TRIAL GROUP)：
Multicenter phase II investigator initiated trial 

（STATICE TRIAL, NCCH1615, UMIN 000029506）；A 
novel anti-HER2 therapy of trastuzumab deruxtecan in 
HER2-expressing uterine carcinosarcoma．第 74 回日本
産科婦人科学会学術講演会， 2022， （福岡）， 〔口演〕

002　坪内寛文 , 森　正彦 , 坂田　純 , 安井啓晃 , 小高紗季 , 鈴
木史朗：腹腔鏡下リスク低減卵管卵巣摘出術において多
科合同手術を実施した 24 例の検討．第 28 回日本遺伝性
腫瘍学会学術集会， 2022， （岡山）， 〔口演〕

003　小高紗季 , 安井啓晃 , 坪内寛文 , 坂田　純 , 森　正彦 , 鈴
木史朗：腟 adenosis を背景とした腟原発明細胞癌の一例．
第 74 回日本産科婦人科学会学術講演会， 2022， （福岡）， 

〔口演〕 
004　服部諭美 , 鈴木史朗 , 吉原雅人 , 玉内学志 , 横井　暁 , 池

田芳紀 , 芳川修久 , 西野公博 , 新美　薫 , 梶山広明：子宮
体癌に対する免疫療法における新たな標的の検索　マル
チカラーフローサイトメトリーによる腫瘍浸潤リンパ球
の解析．第 74 回日本産科婦人科学会学術講演会， 2022， 

（福岡）， 〔口演〕
005　小高紗季 , 安井啓晃 , 坪内寛文 , 坂田　純 , 森　正彦 , 鈴

木史朗：当院における子宮体がん手術症例に対する
Lynch 症候群のユニバーサルスクリーニングの現況．第
64 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会， 2022， （久留米）， 

〔口演〕
006　坪内寛文 , 小高紗季 , 安井啓晃 , 坂田　純 , 森　正彦 , 鈴

木史朗：再発卵巣癌に対するオラパリブ維持療法後の
PD 症例に関する検討．第 64 回日本婦人科腫瘍学会学術
講演会， 2022， （久留米）， 〔口演〕

007　服部諭美 , 鈴木史朗 , 吉原雅人 , 玉内学志 , 横井　暁 , 池
田芳紀 , 芳川修久 , 西野公博 , 新美　薫 , 梶山広明：腫瘍
浸潤リンパ球のパターン別にみた子宮体癌の 3 分類

（Three Classifications of Endometrial Cancer According 
to the Tumor-infiltrating Patterns of Lymphocytes）．第
64 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会， 2022， （久留米）， 

〔口演〕
008　大野真由 , 鈴木史朗 , 横井　暁 , 吉原雅人 , 梶山広明：

Stage I 期卵巣明細胞癌に対する 3 サイクル以上の補助化
学療法は必要なのか　多施設共同研究（Are More than 
Three Cycles of Adjuvant Chemotherapy for Surgical 
Stage I Ovarian Clear Cell Carcinoma Necessary?: A 
Multi-institutional Study）．第 64 回日本婦人科腫瘍学会

学術講演会， 2022， （久留米）， 〔口演〕
009　小高紗季 , 安井啓晃 , 坪内寛文 , 森　正彦 , 坂田　純 , 鈴

木史朗：遺伝性乳癌卵巣癌症候群を背景とした乳癌、卵
巣癌同時発症例に対して審査腹腔鏡に続き乳房切除術と
primary debulking surgery を行った 1 例．第 62 回日本
産科婦人科内視鏡学会， 2022， （横浜）， 〔口演〕

010　小島龍司：悪性度の高い子宮内膜癌における一次繊毛と
OFD1．第 12 回繊毛研究会， 2022， （名古屋）， 〔口演〕

011　鈴木史朗：婦人科がんに対する腫瘍免疫研究～研究者ラ
イフステージに応じた一研究者の取り組み～．Clinical 
Science がもたらす婦人科悪性腫瘍学の未来， 2022， 

（Web）， 〔講演〕
012　鈴木史朗：進行 / 再発卵巣癌に対する治療戦略～近未来

を見据えて～．北勢 Ovarian Cancer Seminar， 2022， （四
日市）， 〔講演〕

013　森　正彦：キイトルーダー＋レンビマ併用療法の KeyPoint
～自施設例を含めて～．Oncology インターネット講演会， 
2022， （Web）， 〔講演〕

014　鈴木史朗：Oncology インターネット講演会， 2022， （Web）， 
〔座長〕

015　森　正彦：リアルワールドデータから考える子宮体癌に
対するキイトルーダ・レンビマ併用療法の有用性．
Endometrial Cancer Seminar in Mikawa， 2022， （Web）， 

〔講演〕
016　鈴木史朗：卵巣癌における地域連携を考える～治療 Up

―To―Date をふまえて～．岐阜産科婦人科研究会， 2022， 
（Web）， 〔講演〕

017　渡邉絵里：がん検診受診率向上に向けた子宮頸がんセミ
ナー．子宮頸がんセミナー， 2022， （Web）， 〔講演〕

018　鈴木史朗：卵巣癌における NAC+IDS を考える．卵巣癌
診療を考える会～治療期から考える個別化医療について
～2022， （名古屋）， 〔講演〕

019　鈴木史朗：婦人科腫瘍におけるベバシズマブの役割につ
いて．第 42 回東海卵巣腫瘍研究会， 2023， （Web）， 〔講演〕

020　鈴木史朗：婦人科がん治療における ICI の適正使用～
irAE 対 策 を 中 心 に ～．Cervical Cancer Treatment 
Strategy Conference －進化する子宮頸癌治療－， 2023， 

（名古屋）， 〔講演〕
021　鈴木史朗：Ovarian Cancer Seminar,2023,（Web）,〔座長〕
022　鈴木史朗：婦人科がんにおける CGP 検査の意義と課題～

愛知県がんセンターの現状を踏まえて～．Gynecologic
がんゲノムセミナーinTokai， 2023， （Web）， 〔講演〕

023　鈴木史朗：進行 / 再発子宮体がん治療～ペムブロリズマ
ブ±レンバチニブ療法と当院での運用を中心に～．
Endometrial Cancer Expert Forum in TAMA， 2023， 

（Web）， 〔講演〕
024　鈴木史朗：The Collaboration Meeting～卵巣癌治療を再

考する～．2023， （名古屋）， 〔座長〕
025　鈴木史朗：Endometrial Cancer Seminar．2023， （Web）， 

〔座長〕
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脳神経外科部

001　灰本章一， 西村由介， 永島吉孝， 大野真佐輔：脊椎転移に
対する多椎体固定術後の治療成績と合併症．第 57 回日本
脊髄障害医学会， 2022， （横浜）， ［一般口演］

002　灰本章一， 西村由介， 永島吉孝， 大野真佐輔：脊椎転移に
対する固定術後の instrumentation failure．第 57 回日本
脊髄障害医学会， 2022， （横浜）， ［一般口演］

003　灰本章一， 西村由介， 永島吉孝， 大野真佐輔：脊椎転移に
対する固定術の術後合併症．第 81 回日本脳神経外科学会
総会， 2022， （横浜）， ［一般口演］

004　灰本章一， 西村由介， 永島吉孝， 大野真佐輔：脊椎転移に
対する固定術後中長期の合併症と対策．第 37 回日本脊髄
外科学会， 2022， （和歌山）， ［一般口演］

005　灰本章一， 西村由介， 永島吉孝， 大野真佐輔：手術加療を
行った胸椎類骨骨種の 1 例．第 37 回日本脊髄外科学会，
2022， （和歌山）， ［ポスター］

006　大野真佐輔， 灰本章一：脳神経外科の現状と今後の動向・
および脳神経外科の紹介．第 40 回病院・研究所合同セミ
ナー， 2022， （愛知県）， ［一般公演］

007　大野真佐輔， 灰本章一， 大岡史治， 斎藤隆太：頭蓋内転移
を認めた悪性末しょう神経鞘腫 2 例．第 40 回日本脳腫瘍
学会学術集会， 2022， （千葉県）， ［ポスター］

008　大野真佐輔， 灰本章一：がん診療中に偶発的に認めた微
小脳梗塞から Trousseau 症候群の診断に至った 3 例．
STROKE 2023， （神奈川県）， ［ポスター］

放射線診断・IVR 部

001　Inaba Y, Ueshima K, Ishikawa T, Saeki I, Morimoto N, Akita 

H, Tanabe N, Wada Y, Kondo Y, Tsuda M, Nakao K, Ikeda M, 

Moriguchi M, Ito T, Hosaka T, Koga H, Hino K, Kawamura Y, 

Yoshimoto K, Kudo M：Additional survival follow-up of 
TACTICS-L; Transcatheter arterial chemoembolization 
therapy（TACE） in combination strategy with 
Lenvatinib in （LEN） patients with unresectable 
hepatocellular carcinoma in Japan. ESMO Asia Congress 
2022, （Singapore）, ［Poster］

002　Hasegawa T：Brief overview of a day-in-the-life of IRs 
from around the world. Society of Interventional 
Rad io l ogy  （SIR） 2023 ,（Phoen ix  USA）,  ［Ora l 
presentation］

003　Hasegawa T：Ablation therapy for lung cancer．中国抗
癌協会腫瘍アブレーション研究会， 2022， （Web）， ［口
演］

004　Hasegawa T：Advancement of pulmonary interventional 
oncology；collaboration with thoracic surgeons．
Guerbet TV， 2022， （Web）， ［口演］

005　長谷川貴章：悪性腫瘍に対する IVR．第 81 回日本医学
放射線学会， 2022， （横浜）［口演］

006　稲葉吉隆：How I do it 「血管内治療」．第 58 回日本肝癌

研究会， 2022， （東京）， ［座長］
007　Inaba Y, Murata S, Sato Y, Hasegawa T, Yamaura H, Chatani 

S, Nagasawa K, Kato M, Onaya H：Percutaneous gastro/
enterostomy in patients after gastric surgery．第 51 回
日本 IVR 学会， 2022， （神戸）， ［口演］

008　Nagasawa K, Tsukii R, Hasegawa T, Murata S, Kato M, 

Yamaura H, Onaya H, Inaba Y：Air embolism associated 
with percutaneous CT-guided lung biopsy and VATS 
marking．第 51 回日本 IVR 学会， 2022， （神戸）， ［口演］

009　Murata S, Inaba Y, Nagasawa K, Tsukii R, Hasegawa T, Kato 

M, Yamaura H：Feasibility of TACE using cisplatin-
loaded microsphere for patients with HCC in poor 
condition．第 51 回日本 IVR 学会， 2022， （神戸）， ［口演］

010　Hasegawa T, Takaki H, Kodama H, Matsuo K, Yamanaka T, 

Nakatsuka A, Takao M, Gobara H, Hayashi S, Inaba Y, 

Yamakado K：Impact of ablation margin on local tumor 
progression after RFA for colorectal carcinoma lung 
metastases．第51回日本IVR学会， 2022， （神戸）， ［口演］

011　長谷川貴章：薬物療法時代における肝細胞癌に対する
TACE の役割．第 51 回日本 IVR 学会， 2022， （神戸）， ［講
演］

012　稲葉吉隆：がん診療と IVR；RFA の適応拡大を含めて．
第 51 回日本 IVR 学会， 2022， （神戸）， ［司会］

013　稲葉吉隆：Intermediate stage の肝細胞癌に対する治療
戦略～IVR ができない内科医が考える論点～．第 51 回日
本 IVR 学会， 2022， （神戸）， ［座長］

014　稲葉吉隆：IVR 領域における骨転移診療ガイドラインの
改訂ポイント．第 7 回日本がんサポーティブケア学会， 
2022， （Web）， ［口演］

015　稲葉吉隆：TACE と薬物療法の治療介入タイミング， 
Atezo+Bev の実臨床における臨床的疑問と有害事象の対
処について．第 3 回 IVR 科医のためのがん免疫治療 web 
seminar， 2022， （Web）， ［司会］

016　稲葉吉隆， 浅井　翼， 古谷勇一郎， 岩間功訓， 大橋良夫， 
今峰倫平， 長谷川貴章， 村田慎一， 加藤弥菜， 山浦秀和， 
女屋博昭， 立花弘之， 清水秀年， 流　真治， 横井和志， 原　
和生：神経内分泌腫瘍に対するペプチド受容体放射性核
種療法の導入と初期治療経験．日本核医学会第 94 回中部
地方会， 2022， （浜松）， ［口演］

017　村田慎一， 稲葉吉隆， 山浦秀和， 女屋博昭， 加藤弥菜， 長
谷川貴章， 今峰倫平， 長澤恭平， 大手裕之， 長澤宏樹：左
肝静脈からの TIPS 施行例．第 70 回中部 IVR 研究会， 
2022， （浜松）， ［口演］

018　長谷川貴章， 浅井　翼， 山浦秀和， 村田慎一， 長澤恭平， 
古谷勇一郎， 服部寿史， 大手裕之， 長澤宏樹， 大橋良夫， 
稲葉吉隆：CT 透視下肺マーキングにおける鉛カーテン
付き防護板による術者被曝低減効果の検討．第 7 回日本
穿刺ドレナージ研究会， 2022， （大阪）， ［口演］

019　村田慎一， 稲葉吉隆， 山浦秀和， 女屋博昭， 加藤弥菜， 長
谷川貴章， 今峰倫平， 長澤恭平， 大手裕之， 長澤宏樹：肝
機能不良肝細胞癌症例における肝動注化学療法の治療成
績～ワンチャン狙う肝動注～．第 46 回リザーバー＆ポー
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ト研究会， 2022， （久留米）， ［口演］
020　長澤恭平， 稲葉吉隆， 女屋博昭， 山浦秀和， 加藤弥菜， 村

田慎一， 長谷川貴章， 今峰倫平：長期間留置された皮下
埋め込み型中心静脈ポート抜去時に判明したカテーテル
破損の 3 例．第 46 回リザーバー＆ポート研究会， 2022， 

（久留米）， ［口演］
021　稲葉吉隆：創造性とは．第 46 回リザーバー＆ポート研究

会， 2022， （久留米）， ［座長］
022　稲葉吉隆：リザーバー研究会で作ろう CV ポートのエビ

デンス～研究会から世界へ向けて～．第 46 回リザーバー
＆ポート研究会， 2022， （久留米）， ［口演］

023　大手裕之， 村田慎一， 長澤宏樹， 長澤恭平， 今峰倫平， 長
谷川貴章， 加藤弥菜， 山浦秀和， 女屋博昭， 稲葉吉隆：経
皮経肝門脈塞栓術後に門脈本幹に血栓を形成した 3 症例
の検討．第71回中部・第72回関西IVR研究会， 2023， （桑
名）， ［口演］

024　村田慎一：セッション 7 ［胆道， 胸部］．第 71 回中部・第
72 回関西 IVR 研究会， 2023， （桑名）， ［座長］

025　長澤宏樹， 村田慎一， 大手裕之， 長澤恭平， 今峰倫平， 長
谷川貴章， 加藤弥菜， 山浦秀和， 女屋博昭， 稲葉吉隆：経
皮経甲状腺的に針生検を行った食道腫瘍の 2 例．第 71 回
中部・第 72 回関西 IVR 研究会， 2023， （桑名）， ［口演］

026　長谷川貴章， 高木治行， 児玉大志， 山中隆嗣， 中塚豊真， 
佐藤洋造， 高尾仁二， 郷原英夫， 馬場康貴， 稲葉吉隆， 山
門亨一郎：大腸癌肺転移に対するラジオ波焼灼術；多施
設共同第 2 相前向き臨床試験．第 1 回日本アブレーショ
ン研究会， 2023， （東京）， ［口演］

027　長谷川貴章， 佐藤洋造， 村田慎一， 山浦秀和， 今峰倫平， 
加藤弥菜， 長澤恭平， 大手裕之， 長澤宏樹， 女屋博昭， 黒
田浩章， 稲葉吉隆：肺腫瘍に対するラジオ波焼灼治療前
後における呼吸機能の変化についての検討．第 1 回日本
アブレーション研究会， 2023， （東京）， ［口演］

028　佐藤洋造， 長谷川貴章， 黒田浩章：肺ラジオ派焼灼療法
にて難治性膿胸をきたした 1 例．第 1 回日本アブレーショ
ン研究会， 2023， （東京）， ［口演］

029　山本　晃， 平木隆夫， 池田　理， 西村潤一， 保本　卓， 長
谷川貴章， 田村吉高， 稲葉吉隆， 岩澤多恵， 宇賀麻由， 高
木治行， 児玉大志， 大隈智尚， 山門亨一郎：間質性肺炎を
合併した肺悪性腫瘍に対する経皮的ラジオ波焼灼術の多
施設共同後方視的研究（Japan Image-guided Ablation 
Group）．第 1 回日本アブレーション研究会， 2023， （東
京）， ［口演］

放射線治療部

001　Koide Y, Shimizu H, Miyauchi R, Haimoto S, Tanaka H, 

Watanabe Y, Adachi S, Kato D, Aoyama T, Kitagawa T, 

Tachibana H, Kodaira T ：Fully automated rigid image 
registration versus human registration in postoperative 
spine SBRT. The annual congress of the European 
Society Radiation Oncology 2022, 2022,（Copenhagen, 

Denmark Virtual）,［ポスター］
002　Shimizu H, Koide Y, Sasaki K, Watanabe Y, Aoyama T, 

Tachibana H, Iwata T, Kitagawa T, Kodaira T：Change in 
sp ina l  cord dose o f  treatment p lan us ing CT 
myelography image in spine SBRT. ESTRO2022, 2022, 

（Copenhagen）, ［digital poster］
003　Motoko  Tach ihara ,  Kayoko  Tsu j ino ,  Moto t sugu 

Shimokawa,Takeaki Ishihara, Hidetoshi Hayashi, Yuki Sato, 

Takayasu Kurata, Shunichi Sugawara, Yoshimasa Shiraishi, 

Shunsuke Teraoka, Koichi Azuma, Haruko Daga, Masafumi 

Yamaguch, Takeshi Kodaira, Miyako Satouchi, Nobuyuki 

Yamamoto, Kazuhiko Nakagawa：Phase II Study of 
Durvalumab Plus Concurrent Radiotherapy in 
Unresectable Locally Advanced NSCLC: DOLPHIN 
Study （WJOG11619L）. World congress of lung cancer, 
2022, （Vienna）,［ポスター］

004　Masahiro Inada, Yasumasa Nishimura,  Satoshi Ishikura, 

K a z u k i  I s h i k a w a ,  N a o y a  M u r a k a m i ,  Ta k e s h i 

Kodaira,Yoshinori Ito, Kazuhiko Tsuchiya, Yuji Murakami, 

Junichi Saito, Tetsuo Akimoto, Kensei Nakata, Michio 

Yoshimura, Teruki Teshima,Takashi Toshiyasu,  Yosuke Ota, 

Toshiyuki Minemura, Hidetoshi Shimizu, Masahiro 

Hiraoka：The organs-at-risk dose constraints in head 
and neck intensity-modulated radiation therapy using 
data from a multi-institutional clinical trial （JCOG1015）. 
64th Annual meeting of the American Society for 
Therapeutic Radiation and Oncology, 2022, （Miami 
virtual）, ［ポスター］

005　Yutaro Koide, Hidetoshi Shimizu, Takahiro Aoyama, Tomoki 

Kitagawa, Risei Miyauchi,  Yui Watanabe, Hiroyuki 

Tachibana, Takeshi Kodaira：Preoperative spirometry and 
BMI are early predictive factors of the cardiac and lung 
dose in deep inspiration breath-hold radiotherapy． 64th 
Annual  meet ing o f  the American Soc iety for 
Therapeutic Radiation and Oncology, 2022, （Miami 
virtual）, ［ポスター］

006　Yutaro Koide, Takahiro Aoyama, Hidetoshi Shimizu, Tomoki 

Kitagawa, Risei Miyauchi, Hiroyuki Tachibana, Takeshi 

Kodaira：Development of deep learning chest X-ray 
model for cardiac dose prediction in left-sided breast 
cancer radiotherapy. 64th Annual meeting of the 
American Society for Therapeutic Radiation and 
Oncology, 2022, （Miami virtual）, ［ポスター］

007　H. Harada, N. Shikama, A. Notsu, H. Shirato, K. Yamada, H. 

Uezono, Y. Koide, H. Kubota, T. Yamazaki, K. Ito, J. Heianna, 

Y. Okada, A. Tonari, N. Katoh, H. Wada, Y. Ejima, K. Yoshida, 

T. Kosugi, S.Takahashi, T. Komiyama, N. Uchida19, M. 

Miwa, M. Watanabe Nemoto, H. Nagakura, H. Ikeda, T.

Saito,I. Asakawa, T. Takahashi, and N. Shigematsu：Multi-
institutional Prospective Observational Study of 
Radiotherapy for Metastatic Bone tumors. 64th Annual 
meeting of the American Society for Therapeutic 
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Radiation and Oncology, 2022, （Miami virtual）, ［ ポ ス
ター］ 

008　Kitagawa T, Shimizu H, Aoyama T, Iwata T, Koide Y, 

Miyauchi R, Tachibana H, Kodaira T：Benefits for head 
and neck positioning using a surface image guidance 
system. ASTRO Annual Meeting, 2022, （Web） ［ ポ ス
ター］

009　Hayashi M, Yasui K, Omachi C, Toshito T, Shimizu H, Iwase 

K, Nagake Y, Hayashi N：Response Characteristics of 
Radiophotoluminescence Dosimeter in Intensity 
Modulated Proton Therapy. 22nd Asia-Oceania Congress 
on Medical Physics, 2022, （Taipei）, ［Oral］

010　古平　毅：前立腺がんに対する放射線治療 - 外部照射を
中心に．前立腺がん診療up to data， 2022， （名古屋）， ［講
演］

011　立花弘之：愛知県立大学看護学部　2022， （名古屋）， ［講
義］

012　清水秀年：放射線治療　計測， 他．第 78 回日本放射線技
術学会総会学術大会， 2022， （横浜）， ［座長］

013　清水秀年：IGRT の被ばくの適正管理（考え方， 測り方， 
最適化）「汎用型リニアックの IGRT 手法の最適化につい
て」．公益社団法人日本放射線技術学会　放射線治療部会　
第 58 回放射線治療セミナー， 2022， （Web）， ［口頭］

014　清水秀年，福間宙志：乳がんの放射線治療と深吸気息止
め（deep inspiration breath hold: DIBH）照射シンポジ
ウム「DIBH 照射の運用 ～計画 CT から照射までの工夫
や課題を交えて～」．東海放射線腫瘍研究会第 60 回技術
部会， 2022， （Web）， ［座長］

015　古平　毅：実地医療における切除不能 III 期 NSCLC の根
治 治 療．Radiation therapy planning conference， 2022， 

（長野）， ［講演］
016　余語克紀， 三澤雅樹， 清水秀年， 北川智基， 平山亮一， 石

山博條， 保田浩志， 亀高　諭， 髙見　誠：金ナノ粒子の
DNA への結合とがん治療用 X 線に対する放射線増感効
果．ナノ学会第 20 回大会， 2022， （Web）， ［口頭］

017　古平　毅： 肺がん放射線治療における IMRT の適応とそ
の実際について． 放射線治療セミナーin 兵庫， 2022，

（Web）， ［講演］
018　古平　毅， 加賀美芳和， 伊藤芳紀， 町田龍之介， 鹿間直

人， 石倉　聡， 工藤滋治， 松本康男， 小西浩司， 村上直
也， 西村恭昌： 早期声門癌に対する加速照射法と標準分
割照射法の比較試験の長期成績（JCOG0701A3）．第 46
回日本頭頸部癌学会， 2022， （奈良） ，［口頭］

019　古平　毅：シンポジウム 3HPV 陽性中咽頭癌の治療戦略 
低侵襲切除か IMRT か．第 46 回日本頭頸部癌学会， 
2022， （奈良）， ［座長］

020　古平　毅：トモセラピーユーザー会， 2022， （Web）， ［座
長］

021　木藤哲史， 小島　徹， 清水秀年：第 5 回治療計画技術ワー
クショップ．トモセラピーユーザー会 QA 委員， 2022， 

（Web）， ［座長］
022　余語克紀， 三澤雅樹， 清水秀年， 北川智基， 平山亮一， 石

山博條， 保田浩志， 亀高　諭， 髙見　誠：がん治療用 X
線誘発の DNA 損傷に対する金ナノ粒子の放射線増感効
果　第 12 回名古屋大学医学系研究科・生理学研究所合同
シンポジウム， 2022， （Web）， ［口頭］

023　清水秀年：2022 医学物理士セミナー②『品質管理業務の
効率化―ワークライフバランスに向けて―』IGRT 装置
の品質管理・被ばく管理．一般財団法人医学物理士会， 
2022， （Web）， ［口頭］

024　清水秀年：IMRT 導入の基礎知識について．これからの
IMRT 治療を考える会～Ⅲ期非小細胞肺癌の根治を目指
して～， 2022， （Web）， ［口頭］

025　辰己大作， 清水秀年：実習「MLC 位置精度」．日本放射
線治療専門放射線技師認定機構　2022 年度実機型講習会

（リニアック）， 2022， （栃木）， ［口頭］
026　清水秀年：報告「ガラス線量計ガイドライン策定報告」．

第 124 回日本医学物理学会学術大会， 2022， （長崎）， ［座
長］

027　古平　毅：これからの IMRT 治療を考える会　III 期非
小細胞肺がんの根治を目指して　IMRT の適応と実践．
トモセラピーユーザー会， 2022， （Web）， ［講演］

028　小出雄太郎：3D-CRT Optimization 運用と実際．RayStation
ウェビナー， 2022， （Web）， ［講演］

029　清水秀年：放射線治療（外部照射）治療計画．第 50 回日
本放射線技術学会秋季学術大会， 2022， （東京）， ［座長］

030　立花弘之：令和 4 年度がん看護ジェネラリスト研修「放
射線治療」．2022， （名古屋）， ［講演］

031　清水秀年：固定精度・位置照合 2．日本放射線腫瘍学会
第 35 回学術大会， 2022， （広島）， ［座長］

032　中山雅詞：タブレット端末を活用したモバイル問診の紹
介．エレクタユーザーミーティング， 2022， （Web）， ［口頭］

033　石黒泰範：RALS のワークフローを見える化．エレクタ
ユーザーミーティング， 2022， （Web）， ［口頭］

034　古平　毅： 頭頸部癌放射線治療のこれまでとこれから．
札幌医科大学腫瘍診療センター， 2022， （札幌）， ［講演］

035　古平　毅： 放 射 線 治 療 医 が 知 っ て お く べ き Onco-
cardiology の 最 新 知 見 late event for cardiovascular 
system after radiation therapy．第 35 回日本放射線腫瘍
学会， 2022， （広島）， ［口頭］

036　古平　毅：放射線防護．第 35 回日本放射線腫瘍学会 　
2022， （広島），［座長］

037　古平　毅：医療倫理． 第 35 回日本放射線腫瘍学会，　
2022， （広島），［座長］

038　古平　毅：日本専門医機構と放射線領域の専門医制度に
ついて．第 35 回日本放射線腫瘍学会， 2022， （広島）， ［講
師］

039　小出雄太郎， 長井尚哉， 宮内理世， 北川智基， 青山貴洋， 
清水秀年， 立花弘之，古平　毅：最近の 5 年間に診断さ
れた転移性脳腫瘍患者の背景因子と治療選択の特徴．第
35 回日本放射線腫瘍学会， 2022， （広島）， ［口頭］

040　青山貴洋， 清水秀年， 北川智基， 石黒泰範， 古平　毅：頭
頸部放射線治療用固定具の遠隔取り外し装置の開発．第
35 回日本放射線腫瘍学会， 2022， （広島）， ［口頭］
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041　原田英幸， 鹿間直人， 野津昭文， 山田和成， 上薗　玄， 小
出雄太郎， 和田　仁， 窪田　光， 山崎拓也， 伊藤　慶， 平
安名常一， 岡田幸法， 戸成綾子， 加藤徳雄， 髙橋健夫， 茂
松直之：転移性骨腫瘍に対する放射線治療の多施設共同
前向き観察研究．第 35 回日本放射線腫瘍学会， 2022， （広
島）， ［口頭］

042　清水秀年：ユーザ評価．第 1 回アイラト テストサイト
ミーティング， 2022， （広島）， ［口頭］

043　清水秀年：講義「MLC の QA/QC」．日本放射線治療専
門放射線技師認定機構 2022 年度実機型講習会（リニアッ
ク）， 2022， （栃木）， ［口頭］

044　清水秀年：愛知県がんセンターにおける AIVOT を活用
した治療計画の品質管理機能の運用の試み（肺癌 SRT
モデル）．第 2 回アイラトユーザーミーティング， 2023， 

（Web）， ［口頭］
045　立花弘之：【治療】頭頸部．日本医学放射線学会中部地方

会， 2023， （桑名）， ［座長］
046　清水秀年：放射線治療　計測， 他．第 78 回日本放射線技

術学会総会学術大会， 2022， （横浜）， ［座長］
047　青山貴洋：頭頸部 IMRT/VMAT の治療計画②　2022 年

度東京都がん拠点病院研修会， 2023， （Web）， ［口頭］
048　古平　毅：知っておきたい III 期非小細胞肺癌　～リア

ルワールドエビデンスと照射工夫～．第 36 回日本高精度
外部照射部会学術大会， 2023， （千葉）， ［座長］

049　北川智基， 清水秀年， 青山貴洋， 岩田　徹， 小出雄太郎， 
宮内理世， 立花弘之， 橋本眞吾， 古平　毅：体表面画像誘
導を用いた頭頸部がん患者のセットアップにおける再
セットアップの頻度と治療時の位置精度の評価．第 36 回
高精度放射線外部照射部会学術集会， 2023， （千葉），  ［口
頭発表］

050　古平　毅：頭頸部腫瘍に対する 放射線治療の役割口腔ケ
アを含めた支持療法の有用性．第 33 回信州頭頸部腫瘍研
究会， 2023， （信州）， ［講演］

感染症内科部

001　伊東直哉：がんセンターにおける経口第 3 世代セファロ
スポリンの削減戦略 中断時系列解析， 日本感染症学会総
会学術講演会， 2022， （現地）， ［一般演題］

002　伊東直哉：朝病院に出勤したら， 血液培養が陽性になっ
ていた件， 長野中央病院感染症セミナー， 2022， （Web）， 

［特別講演］ 
003　伊東直哉：緩和ケア領域の感染症， 特定非営利活動法人

日 本 緩 和 医 療 学 会 専 門 医・ 認 定 医 セ ミ ナ ー， 2022， 
（Web）， ［特別講演］

004　伊東直哉：成人のワクチン接種， 令和 4 年度愛知県予防
接種基礎講座， 2022， （Web）， ［特別講演］

005　伊東直哉：ケースカンファレンス， 静岡若手医師のため
の感染症カンファレンス， 2022， （Web）， ［特別講演］

006　伊東直哉：レジデントカップ 2023， NPO 法人岡山医師研
修支援機構岡山大学病院卒後臨床研修センター主催セミ

ナー， 2022， （Web）， ［特別講演］
007　伊東直哉：がん患者の感染症対策について， 第 4 回京浜

外科栄養セミナー， 2022， （Web）， ［特別講演］
008　伊東直哉：COVID-19 の現状と対策　最新の話題， 愛知

県看護協会令和 4 年度研究会， 2022， （Web）， ［特別講演］
009　伊東直哉：固形腫瘍患者の感染症， IDATEN オンライン

セミナー， 2022， （Web）， ［特別講演］

精神腫瘍科部

001　小森康永：ナラティヴと情動（アフェクト）， 臨床ナラ
ティヴ・セミナー第四十四回シンポジウム『ナラティヴ
と情動（アフェクト）』， 2022．9．25（大阪），  ［シンポジ
ウム］ 

002　小森康永， 奥野　光， 矢原隆行：ナラティヴ・セラピー（基
礎講座）， 日本家族療法学会ワークショップ， 2023．1．8

（On line）， ［ワークショップ］ 
003　Komori, Y. Narrative Therapy and Affec：How do you name 

an affect some kind of emotions in the face of the kid? 
Korean Society of Narrative Therapy 12 Conference, 
2023.3.25 （Seoul）, ［招待講演］ 

看護部

001　伊藤　環：まずは普段使うものから見直そう。手術キッ
トの見直しと看護の質向上に向けた取り組み．第 36 回日
本手術看護学会， 2022， （愛知）， ［司会］

002　永田智子：緩和ケアボランティア養成講座　緩和ケア　
一般社団法人　あした葉， 2022， （三重）， （Web）［講師］

003　永田智子：第 3 回地域連携緩和ケア勉強会・カンファレ
ンス， ケースから学ぶ．地域連携と在宅ケア， 2022， （愛
知）， ［講師］

004　永田智子：在宅医療病態論．愛知県看護協会・訪問看護
認定看護師教育課程， 2022， （愛知）， ［講師］

005　永田智子：がん看護．愛知県看護協会・訪問看護職員養
成講習会， 2022， （愛知）， ［講師］

006　永田智子：消化器症状のマネジメント．がん看護ジェネ
ラリスト研修緩和ケア②， 2022， （愛知）， ［講師・ファシ
リテーター］

007　永田智子：グリーフケア．キョーワ訪問看護リハビリス
テーション寄り添い屋主催， 2022， （愛知）， ［講師］

008　永田智子：M3 症状のマネジメント， その他モジュール．
あおいろ訪問看護ステーション主催 ELNEC-J， 2023， （愛
知）， ［講師・ファシリテーター］

009　吉川　惠：緩和ケア研修を開催するための活動計画．第
2 回都道府県指導者養成研修（緩和ケアチーム研修企画）
及び同フォローアップ研修， 国立研究開発法人国立がん
研究センターがん対策研究所， 2022， （WEB）， ［講師］

010　吉川　惠：AYA 支援チームの立ち上げと進捗状況．第 3
回 AYA 世代がん患者・家族支援ネットワーク構築プロ
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グラム研修会， 2022， （WEB）， ［講師］
011　吉川　惠：愛知県がんセンターにおける AYA 支援活動

と 支 援． 愛 知 県 が ん セ ン タ ー 市 民 公 開 講 座， 2022， 
（WEB）， ［講師］

012　久保　知：骨盤領域に放射線治療を受けた女性患者の性
の QOL への影響．日本性科学会学術集会， 2022， （神奈
川）， ［シンポジスト］

013　向井未年子：シンポジウム「ACP の実践～積極的治療が
難しくなった段階での ACP～」．日本緩和医療学会第 4
回東海・北陸支部学術大会， 2022， （富山）， ［シンポジス
ト］

014　向井未年子：パネルディスカッション「さまざまな医療
の現場でのアドバンス・ケア・プランニング」．第 46 回
日本死の臨床研究会年次大会， 2022， （三重）， ［パネリス
ト］

015　向井未年子：一般演題 口演「第 19 群 症状マネジメント
3/ 全人的苦痛」．第 37 回日本がん看護学会学術集会， 
2023， （神奈川）， ［座長］

016　高畑知帆子：トレアキシン治療で注意していること～看
護師の立場から～．トレアキシン適正使用セミナー， 
2022， （愛知）， ［講師］

017　高木礼子：スポンサードセミナー「頭皮冷却による脱毛
抑制導入から実践まで」．第 19 回日本乳癌学会中部地方
会， 2022， （WEB 開催）， ［司会］

018　高木礼子：病院薬局と調剤薬局の連携を通じ情報共有を
する．第 29 回医看薬薬連携研究会， 2022， （愛知）， ［講
師・演者］

019　笹川良子：「Scientific Exchange Meeting ～Intermediate 
stage HCC における患者さんと向き合うための etcetera
～」， 2022， （web）， ［講師］

020　山口真澄：がんゲノム医療における患者のケアとキュア
がんゲノム看護実践論「がんゲノム医療における家族へ
の看護援助」．高知県立大学がん高度実践看護師コース， 
2022， （WEB）， ［講師］

021　山口真澄：がん看護論「オンコロジックエマージェン
シー」．名古屋市立大学看護学研究科， 2022， （愛知）， ［講
師］

022　山田知里：チーム医療で考える乳がんの CINV 対策． 
TAIHO Web Lecture on CINV～アロカリス ® 点滴静注
235mg 発売記念～， 2022， （愛知）， ［パネリスト］

023　柴田亜弥子：COVID-19 の経験がもたらした看護の力～
次世代看護職のメッセージ～．第 38 回愛知県看護学会 
交流セッション， 2022， （愛知）， ［座長］

024　柴田亜弥子：家族と健康．愛知県立大学大学院　家族支
援 CNS コース科目， 2022， （愛知）， ［講師］

025　柴田亜弥子：最新医療と看護．愛知県立大学看護学部，
2022， （愛知）， ［講師］

026　西尾里美：健康障害論Ⅱ血液造血器．聖隷クリストファー
大学看護学部， 2022， （静岡）， ［講師］

027　西尾里美：緩和ケア援助特論手術療法と看護．聖隷クリ
ストファー大学大学院看護学研究科， 2022， （静岡）， ［講
師］

028　西尾里美：コンサルテーション論．愛知県立大学大学院
看護学研究科， 2023， （愛知）， ［講師］

029　青山寿昭：頭頸部癌術後嚥下障害の周術期アプローチ．
日本摂食嚥下リハビリテーション学会， 2022， （千葉）， 

［シンポジスト］
030　青山寿昭：がんリハビリテーションにおける誤嚥のリス

ク管理．がんリハビリテーション研究会， 2023， （愛知）， 
［シンポジスト］

031　青山寿昭： 頭 頸 部 癌 治 療 に よ る 嚥 下 障 害 と 対 応．
coinplant conference， 2022， （東京）， ［講師］

032　青山寿昭：一般演題．日本嚥下障害臨床研究会， 2022， 
（北海道）， ［座長］

033　青山寿昭：シンポジウム「COVID-19 が食支援に与えた
影響」．日本摂食嚥下障害看護研究会， 2022， （北海道）， 

［座長］
034　青木智子：対象の理解Ⅱ　がん治療　看護の基本と最新

の治療　生活への影響の視点で捉える②がんゲノム医療．
がん看護実践研修②， 2022， （愛知）， ［講師］

035　千種智之：感染対策．新規採用者研修， 2022， （愛知）， ［講
師］

036　千種智之：当院の感染対策．栄養管理課学生実習，2022，
（愛知），［講師］

037　千種智之：最新の感染対策．愛知県カムバック研修，
2022， （愛知）， ［講師］

038　河村大一：最新の感染対策．愛知県カムバック研修，
2022， （愛知）， ［講師］

039　八重樫裕：摂食嚥下障害看護における看護の専門性と
NST チームでの役割．愛知県立大学， （愛知）， 2022， ［講
師］

040　八重樫裕：摂食・嚥下障害看護認定看護師の活動， 杉山
女学園大学早期体験実習， （愛知）， 2022， ［講師］

041　八重樫裕：摂食嚥下障害と対応～NST での関りから～．
栄養科実習生講義， （愛知）， 2022， ［講師］

042　福嶋敬子：地域連携パスについて．第 26 回愛知クリニカ
ルパス研究会， 2022， （WEB）， ［講師］

薬剤部

001　前田章光， 入江　慶， 安藤　仁， 橋本直弥， 福島昭二， 盛
重純一， 衣斐寛倫， 加藤正孝， 内田幸作， 岩田広治， 澤木
正孝：アベマシクリブ代謝物の体内動態に対する ABCB1
及び ABCG2 遺伝子多型の影響の検討．第 32 回日本医療
薬学会年会， 2022， （高崎）， ［口頭］

002　小柳津瞳， 山口智江， 前田章光， 大島有美子， 中井　剛， 
原田哲彦， 藤村浩司， 小西郁代， 坂野博紀， 杉本智哉， 
佐々木俊則， 佐藤由美子， 堀田和男， 川合甲祐， 久田達
也， 宮崎雅之：新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
流行が及ぼす外来診療におけるがん薬物療法および服薬
指導への影響．第 32 回日本医療薬学会年会， 2022， （高
崎）， ［口頭］

003　前田章光：がん薬物療法の薬薬連携 ～薬剤師による副作
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用マネイジメント～．第 55 回東海薬剤師学術大会， 
2022， （静岡）， ［示説］

004　前田章光：抗がん剤薬曝露の発生源はどこか？～調製， 
投与， 排泄の視点から～．日本臨床腫瘍薬学会 2023， 
2023， （名古屋）， ［示説］

005　前田章光：抗がん剤（後発品， ＢＳ含む）使用中の患者
さんの対応で， 調剤薬局の先生方に知っておいていただ
きたいポイント．春日井市病院・保険薬局薬々連携薬剤
師セミナー， 2022， （春日井）， ［示説］

006　前田章光：CT 画像の基礎知識と制吐剤の最新情報．第 6
回 が ん 化 学 療 法 薬 剤 師 ミ ー テ ィ ン グ in 湘 南， 2022， 

（WEB）， ［示説］
007　前田章光：がん薬物療法に伴う悪心嘔吐の現状と最新の

制 吐 療 法．TAIHO Web Lecture on CINV in Nagoya， 
2022， （WEB）， ［示説］

008　前田章光：愛知県がんセンターにおける抗がん剤曝露対
策と課題～2011 年から現在まで～．第 5 回 SANDOZ 
Oncology Web Seminar， 2022， （WEB）， ［示説］

臨床薬剤部

001　富安直弥，西川大輔，前田章光，内田幸作，加藤正孝：
ニボルマブ投与終了後に 1 型糖尿病を発症した症例．第
55 回東海薬剤師学術大会， 2022 ，（静岡）， ［口頭発表］

002　安川稔昭，前田章光，山崎　研，加藤久美，内田幸作，
加藤正孝：免疫チェックポイント阻害薬による副腎皮質
機能低下症と血清ナトリウム値の変動．日本病院薬剤師
会東海ブロック・日本薬学会東海支部 合同学術大会，
2022， 静岡県， ［口頭発表］

003　曾根裕美子，前田章光， 加藤正孝：抗がん薬投与に関わ
る看護師及び周囲の作業環境における抗がん薬汚染調査，
日本臨床腫瘍薬学会学術大会， 2023， （名古屋）， ［口演］

ゲノム医療センター

001　Ebi H：Prospective study of comprehensive genomic 
profiling for chemotherapy-naive cancer patients 

（FIRST-Dx study）．第 20 回日本臨床腫瘍学会， 2022， 
（福岡）， ［口頭］

002　山口真澄， 小原真紀子， 上岡亜子， 佐野雄三， 青木智子， 
能澤一樹， 足立雄太， 新津宏明， 井本逸勢， 安藤正志， 衣
斐寛倫：がん専門病院におけるがんゲノムプロファイリ
ング検査結果に基づく治験・臨床試験に関する相談内容
と今後の課題．第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 
2023， （福岡）， ［口演］

　　 Kazuki Nozawa, Masumi Yamaguchi, Tomoko Aoki, Nobue 

Takaiso, Hiroaki Niitsu, Yuta Adachi, Issei Imoto, Rui 

Yamaguchi, Hiromichi Ebi：Clinical Impact of Next-
generation Sequencing in Patients with Solid Cancer: A 
Single Institute Study．JSMO2023， （Fukuoka）， ［mini 

oral］ 
003　Kazuki Nozawa：Japanese Platform Trial in Progress．

JSMO2023， （Fukuoka），［oral］
004　高磯伸枝：がんゲノム医療で検出される生殖細胞系列バ

リアント （Secondary findings） を健康管理において有効
利用するにはどうしたら良いか？　当院での認定遺伝カ
ウンセラーの関わり． 第 46 回日本遺伝カウンセリング
学会学術集会， 2022， （横浜）， ［シンポジウム］

005　高磯伸枝， 福江美咲， 岩田広治， 井本逸勢：東海地域での
遺伝性腫瘍診療における地域連携ネットワークの構築と
実際 : 遺伝性腫瘍研究会を基盤とした取り組みの紹介． 
第 29 回日本遺伝子診療学会大会， 2022， （金沢）， ［口演］

006　市川眞琴， 高磯伸枝， 吉村章代， 井本逸勢：初診時問診票
情報に基づくスクリーニングからの遺伝性腫瘍診療とそ
の課題． 日本人類遺伝学会第 67 回大会， 2022， （横浜）， 

［口演］

リスク評価室

001　高磯伸枝：がんゲノム医療で検出される生殖細胞系列バ
リアント （Secondary findings） を健康管理において有効
利用するにはどうしたら良いか？　当院での認定遺伝カ
ウンセラーの関わり．第 46 回日本遺伝カウンセリング学
会学術集会， 2022， （横浜）， ［シンポジウム］

002　高磯伸枝， 福江美咲， 岩田広治， 井本逸勢：東海地域での
遺伝性腫瘍診療における地域連携ネットワークの構築と
実際 : 遺伝性腫瘍研究会を基盤とした取り組みの紹介．
第 29 回日本遺伝子診療学会大会， 2022， （金沢）， ［口演］

003　市川眞琴， 高磯伸枝， 吉村章代， 井本逸勢：初診時問診票
情報に基づくスクリーニングからの遺伝性腫瘍診療とそ
の課題．日本人類遺伝学会第 67 回大会， 2022，（横浜）， 

［口演］
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研究所長　

001　Imoto I：How to approach hereditary tumor syndrome 
in the era of precision oncology. 第 81 回日本癌学会学術
総会， 2022， （横浜）， ［シンポジウム］

002　蒔田芳男，井本逸勢：これからの遺伝人材育成について　
医学教育の変遷を基盤とした臨床遺伝専門医教育改革　
～今さら聞けない課題とこれから．第 46 回日本遺伝カウ
ンセリング学会学術集会， 2022， （横浜）， ［セッション］

003　井本逸勢：全ゲノム解析導入に関する臨床的課題．第 7
回クリニカルバイオバンク学会シンポジウム， 2022，

（Web）， ［セッション］
004　井本逸勢：がんゲノムプロファイリング検査における 

Germline findings への対応と課題．第 8 回日本産科婦人
科遺伝診療学会学術講演会， 2022， （新潟）， ［教育講演］

005　井本逸勢：ゲノム医療と生殖医療．第 20 回日本生殖心理
学会学術集会， 2022， （東京）， ［特別講演］

がん情報・対策研究分野　

001　伊藤秀美：住民ベースのがん登録情報の活用事例―ある
都道府県の場合．日本がん登録協議会第 31 回学術集会 in
長野， 2022， （長野）， ［口演］

002　片山佳代子， 伊藤秀美， 伊藤ゆり：社会に役立てるがん
登録データ～J-CIP の取り組み～．日本がん登録協議会
第 31 回学術集会 in 長野， 2022， （長野）， ［口演］

003　Kawakatsu Y, Koyanagi YN, Otani T, Taniyama T, Oze I, 

Matsuo K, Takahashi K, Yamaguchi R, Ito H：The 
associations between socioeconomic status and lung 
cancer incidence and mortality differ by rurality．第 81
回日本癌学会学術総会， 2022， （横浜）， ［ポスター］

004　Koyanagi YN, Oze I, Kasugai Y, Kawakatsu Y, TaniyamaY, 

Imoto I, Ito H, Matsuo K：Dissecting carcinogenic effects 
of ALDH2 rs671: new insights fromcausal mediation 
analysis．第81回日本癌学会学術総会， 2022， （横浜）， ［シ
ンポジウム］

005　Tsuge H, Taniyama Y, Kawakita D, Koyanagi Y, Oze I, Ito Y, 

Matsuda T, Iwasaki S , Matsuo K, Ito H：Changes in 
survival of laryngeal cancer by period: data from 
population-based cancer registries．第 81 回日本癌学会
学術総会， 2022， （横浜）， ［口演］

006　伊藤秀美：疫学研究におけるがん登録情報の利用．第 81
回日本公衆衛生学会総会， 2022， （山梨）， ［シンポジウム］

007　Taniyama Y, Oze I, Koyanagi YN, Kawakatsu Y, Ito Y, 

Matsuda T, Matsuo K, Mitsudomi T, Ito Y.：CHANGES IN 
SURVIVAL OF PATIENTS WITH NON-SMALL CELL 
LUNG CANCER IN JAPAN: AN INTERRUPTED 
TIME SERIES STUDY. Asian Cancer Registry 

Forum2023, 2023， （ノンタブリー）， ［口演］
008　小柳友理子，杉本幸弘，川勝雪乃，尾瀬　功，谷山祐香里，

春日井由美子，伊藤秀美，若井建志，松尾恵太郎：
ADH1B rs1229984 は飲酒強度の変化以外の機序でも食道
がんリスクを上げる：媒介解析の結果．第 33 回日本疫学
会学術総会， 2023， （浜松）， ［口演］

009　川北大介，柘植博之，尾瀬　功，岩崎真一，松田智大，
松尾恵太郎，伊藤秀美：地域がん登録 1993-2015 年累積
データに基づく頭頸部がん亜部位別罹患状況の動向．第
33 回日本疫学会学術総会， 2023， （浜松）， ［ポスター］

010　田村高志，若井建志，林　櫻松，玉腰暁子，歌田真依，
小笹晃太郎，菅原由美，辻　一郎，小野綾美，澤田典絵，
津金昌一郎，伊藤秀美，永田知里，北村哲久，内藤真理子，
田中恵太郎，島津太一，溝上哲也，松尾恵太郎，井上真
奈美：地域がん登録 1993-2015 年累積データに基づく頭
頸部がん亜部位別罹患状況の動向．第 33 回日本疫学会学
術総会， 2023， （浜松）， ［口演］

がん予防研究分野

001　Matsuo K：Japan Multi-Institutional Cohort （J-MICC） 
Study．第 81 回日本癌学会学術総会， 2021， （横浜）， ［口
演］

002　Koyanagi Y, Oze I, Kasugai Y, kwakatsu Y, Taniyama Y, Imoto 

I, Ito H, Matsuo K：Dissecting carcinogenic effects of 
ALDH2 rs671: new insights from causal mediation 
analysis．第81回日本癌学会学術総会， 2022， （横浜）， ［口
演］

003　Tsuge H, Taniyama Y, Kawakita D, Koyanagi Y, Oze I, Ito Y, 

Matsuda T, Iwasaki S, Matsuo K, Ito H：Changes in 
survival of laryngeal cancer by period: data from 
population-based cancer registries．第 81 回日本癌学会
学術総会， 2022， （横浜）， ［口演］

004　Yukino Kawakatsu, Yuriko Koyanagi, Takahiro Otani, 

Yukari：The associations between socioeconomic status 
and lung cancer incidence and mortality differ by 
rurality．がん予防学術大会2022京都， 2022， （京都）， ［シ
ンポジウム］

005　松尾恵太郎：日本多施設コホート研究（J-MICC）研究．
第 32 回日本疫学会学術総会， 2021， （オンデマンド開催）， 

［口演］
006　小柳友理子，杉本　幸，川勝雪乃，尾瀬　功，谷山祐香里，

春日井由美子，伊藤秀美，若井建志：ADH1B rs1229984
は飲酒強度の変化以外の機序でも食道がんリスクを上げ
る：媒介解析の結果．第 33 回日本疫学会学術総会，
2022， （浜松）， ［口演］

3．学会等における研究発表テーマ調べ（研究所）
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がん病態生理学分野

001　Aoki M.：The landscape of systemic metabolic 
alterations in cancer cachexia. The 7th JCA-AACR 
Special Joint Conference: The Latest Advances in 
Pancreatic Cancer Research: From Basic Science to 
Therapeutics, 2022, （Kyoto）， ［招待講演］

002　青木正博，武藤　誠，藤下晃章：マウスモデルを用いた
大腸がんの幹細胞性・転移形成能に関与するシグナル経
路の解析．第 26 回日本がん分子標的治療学会学術集会， 
2022， （金沢）， ［ワークショップ］

003　藤下晃章，武藤　誠，青木正博：転移性大腸がんマウス
モデルを用いた転移関連分子の同定．第 31 回日本がん転
移学会学術集会， 2022， （京都）， ［ポスター］

004　青木正博：がん悪液質に伴う代謝異常の解析．第 8 回が
んと代謝研究会， 2022， （佐渡）， ［口演］

005　藤下晃章，梶野リエ，三城恵美，武藤　誠，青木正博：
トランスポゾンマウスを用いた大腸がん転移関連遺伝子
の生体スクリーニング．第 81 回日本癌学会学術総会， 
2022， （横浜）， ［口演］

006　青木正博，武藤　誠，藤下晃章：大腸がんの幹細胞性と
転移能に重要な腫瘍微小環境関連シグナル経路の解明．
第 81 回日本癌学会学術総会， 2022， （横浜）， ［口演］

007　梶野リエ，藤下晃章，武藤　誠，青木正博：Wnt 経路に
変異を持つ腸管腫瘍細胞において MyD88 の機能抑制が
合成致死をもたらすメカニズムの解明．第 81 回日本癌学
会学術総会， 2022， （横浜）， ［口演］

008　小島　康，三城恵美，武藤　誠，曽我朋義，青木正博：
がん悪液質のメタボロームおよびプロテオーム．第 81 回
日本癌学会学術総会， 2022， （横浜）， ［ポスター］

009　李　宇，藤下晃章，三城恵美，武藤　誠，根本　篤，西
田佳弘，青木正博：TGF-â シグナルはデスモイド形成を
促進する．第 81 回日本癌学会学術総会， 2022， （横浜）， 

［ポスター］

分子腫瘍学分野

001　Sekido Y：Biology: NF2 in mesothelioma. 2022 World 
Conference on Lung Cancer， 2022， （Wien）， ［招待講演］

002　平井聡一， 山田忠明， 片山勇輝， 尾ノ井恵佑， 石田真樹， 
河内勇人， 松井遥平， 中邨亮太， 森本健司， 徳田深作， 関
戸好　孝， 髙山浩一：悪性胸膜中皮腫細胞における ATR 
と AXL を標的とした新規併用治療．第 3 回日本石綿・
中皮腫学会学術集会， 2022， （西宮）， ［一般演題］

003　田島　健， 高橋史行， 光石陽一郎， Wirawan A， Winardi 

W， 早川乃介， 松本直久， 金森幸一郎， 和泉研太， 宮下洋
祐， 嶋田奈緒子， 樋野興夫， 関戸好孝， 高橋和久：悪性胸
膜中皮腫における LSD1 阻害による間葉系を標的とした
新規治療戦略．第 3 回日本石綿・中皮腫学会学術集会， 
2022， （西宮）， ［一般演題］

004　佐藤龍洋， 関戸好孝：悪性中皮腫における NPPB 高発現

の分子機序の検討．第 3 回日本石綿・中皮腫学会学術集
会， 2022， （西宮）， ［一般演題］

005　陳イクアン， 永江玄太， 上田宏生， 辰野健二， 森下真一， 
関戸好孝， 油谷浩幸：ロングリードシーケンシングによ
る明らかにしたヒト中皮腫ゲノム変異の特徴．第 81 回日
本癌学会学術総会， 2022， （横浜）， ［ポスター］

006　武内風香， 見前隆洋， 萩山　満， 濱田泰伸， 関戸好孝， 岡
田守人， 伊藤彰彦：接着分子 CADM1/TSLC1 に対する
抗体を用いた胸膜中皮腫の新たな治療戦略．第 81 回日本
癌学会学術総会， 2022， （横浜）， ［ポスター］

007　向井智美， 佐藤龍洋， 三城恵美， 青木正博， 藪田紀一， 関
戸好孝：Hippo 経路の破綻した悪性中皮腫における
O-GlcNAc 修飾の亢進を標的とした治療の可能性．第 81
回日本癌学会学術総会， 2022， （横浜）， ［ポスター］

008　赤尾　謙， 佐藤龍洋， 向井智美， 平野雅規， 関戸好孝：新
規 TEAD 阻害剤の悪性中皮腫細胞株に対する抗腫瘍効果
の検討．第 81 回日本癌学会学術総会， 2022， （横浜）， ［ポ
スター］

009　田中一大， 佐藤龍洋， 佐藤光夫， 関戸好孝：悪性中皮腫に
おけるオキシトシン受容体を標的とした新規治療戦略．
第 81 回日本癌学会学術総会， 2022， （横浜）， ［口演］

010　鄭　好， 蒋　麗， 呂　沁穎， 赤塚慎也， 本岡大社， 関戸好
孝， 中村香江， 田中宏昌， 石川健治，梶山広明， 水野正
明， 堀　勝， 豊國伸哉：プラズマ活性化された乳酸リン
ゲルに誘導されたフェロトーシスにお ける pcbp1/2 と
グルタチオンとの協同作用．第81回日本癌学会学術総会， 
2022， （横浜）， ［ポスター］

011　鈴木浩也， 山岸良多， 向井智美， 紅　朋浩， 竹内一郎， 門
松健治， 前田　徹， 村上浩士， 三井田孝， 関戸好孝， 村上

（渡並）優子：LATS2 変異悪性中皮腫において SMG6 は
DNA 損傷及び細胞増殖を制御する．第 95 回日本生化学
会大会， 2022， （名古屋）， ［ポスター］

012　丹下将希， 鈴木浩也， 竹内稔紘， 西谷優佑， 三井田孝， 村
上浩士， 関戸好孝， 早川一郎， 佐藤綾人， 村上（渡並）優
子：悪性中皮腫原因遺伝子の変異細胞特異的に細胞増殖
を抑制する化合物候補の探索．第95回日本生化学会大会， 
2022， （名古屋）， ［ポスター］

013　向井智美， 佐藤龍洋， 三城恵美， 薮田紀一， 関戸好孝：悪
性中皮腫における O-GlcNAc 修飾異常を介した腫瘍進展
メカニズムの解明．第 45 回日本分子生物学会年会， 2022， 

（幕張）， ［ポスター］
014　丹下将希， 鈴木浩也， 村上浩士， 三井田孝， 関戸好孝， 村

上（渡並）優子：BAP1 と CHK2 の共発現抑制中皮細胞
株における細胞増殖抑制機構の解析．第 45 回日本分子生
物学会年会， 2022， （幕張）， ［ポスター］

015　赤尾　謙， 今泉和良， 関戸好孝：悪性中皮腫に対する新
規 TEAD 阻害剤の増殖抑 制効果の検討．第 63 回日本肺
癌学会学術総会， 2022， （福岡）， ［ポスター］

016　松井優実， 佐藤龍洋， 大城太一， 前田　徹， 関戸好孝：悪
性中皮腫に対する新規治療戦略としてのフェロトーシス
細胞死の誘導．日本薬学会第143年会， 2023， （札幌）， ［口
演］
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017　坂口夏菜， 大手　聡， 佐藤龍洋， 大城太一：真菌 BF-1209 
株が生産する抗悪性中皮腫物質に関する研究．日本薬学
会第 143 年会， 2023， （札幌）， ［ポスター］

システム解析学分野

001　Hattori M, Naito Y, Yamanaka T, Yasojima H, Nakamura R, 

Watanabe J, Yoshinami T, Ozaki Y, Fujisawa T, Nakamura Y, 

Bando H, Yoshino T, Yamaguchi R, Imoto I, Iwata H：
Detection of presumed germline pathogenic variants of 
hereditary breast cancer  predisposition genes in 
circulating tumor DNA: SCRUM-Japan MONSTAR-
SCREEN, ASCO annual meeting, 2022, （Chicago）, ［ポス
ター］ 

002　池上恒雄， 山口貴世志， 高根希世子， 清水英悟， 笠島理
加， 土方康基， 片山琴絵， 渋谷哲朗， 山口　類， 井元清
哉， 宮野　悟， 古川洋一：全ゲノム / 全エクソン解析と
人工知能を用いた難治がんに対する精密医療， 第 81 回日
本癌学会学術総会， 2022， （横浜）， ［口頭］

003　疋田智也， 上原　了， 伊藤玲奈， 三谷文美絵， 山口　類， 
小根山千歳：MEK/ERK シグナルの活性化はリソソーム
形成の抑制を介してエクソソーム分泌を促進する， 第 81
回日本癌学会学術総会， 2022， （神奈川）， ［口頭］

004　山口貴世志， 中川沙弥， 高根希世子， 池上恒雄， 山口　
類， 井元清哉， 宮野　悟， 古川洋一：ブロモドメインタン
パク質 BRD8 を標的とした新たな大腸がん治療戦略， 第
81 回日本癌学会学術総会， 2022， （神奈川）， ［口頭］

005　笠島理加， 鈴木理樹， 清水英悟， 玉田嘉紀， 新井田厚司， 
廣島幸彦， 片山琴絵， 山口　類， 山口貴世志， 古川 洋一， 
宮野　悟， 井元清哉， 横瀬智之， 宮城洋平：遺伝子ネット
ワーク解析による高悪性度胎児性肺腺癌のパスウェイ予
測・検討， 第 81 回日本癌学会学術総会， 2022， （神奈川），

［ポスター］
006　川勝雪乃， 小柳友理子， 大谷隆浩， 谷山祐香里， 尾瀬　

功， 松尾恵太郎， 高橋邦彦， 山口　類， 伊藤秀美：肺がん
罹患・死亡と社会経済格差の関連は都市度によって異な
る， 第 81 回日本癌学会学術総会， 2022， （神奈川）， ［ポス
ター］

007　山口　類：大規模生体データとデータ科学が加速する精
密化医療技術開発の展望，第 5 回東北大学医学 AI セミ
ナー， 2022， （宮城）， ［招待講演］

008　山口　類：臍帯血移植後生着の予測と要因探索に向けた
機械学習モデルの構築， 免疫・細胞療法検討会 2022， 
2022， （東京）， ［招待講演］

腫瘍制御学分野

001　小根山千歳：がん細胞におけるエクソソーム産生亢進と
その制御， 日本薬学会第 143 年会， シンポジウム発表， 
2023， ［シンポジウム］

002　小根山千歳：がんシグナルによるエクソソーム産生亢進
メカニズム， 名古屋大学創薬科学研究科セミナー， 2022， 

（web）， ［シンポジウム］
003　小根山千歳：がん原遺伝子 Src の再考－新規分子標的を

求めて－， 第 52 回新適塾－難病への挑戦， 2022， （web）， 
［シンポジウム］

004　三谷文美絵， 早坂亮祐， 平山明由， 小根山千歳：SNAP23
を介した Src 依存的エクソソーム産生亢進メカニズム， 
第 9 回日本細胞外小胞学会， 2022， ［ポスター］

005　上原　了， 青木玲奈， 小根山千歳：RAB27A 発現を制御
する新規 EV 分泌阻害剤の同定， 第 9 回日本細胞外小胞
学会， 2022， ［ポスター］

006　疋田智也， 上原　了， 青木玲奈， 三谷文美絵， 宮田眞美
子， 吉田卓也， 山口類， 小根山千歳：MEK/ERK 経路を
介したがん EV 分泌亢進メカニズム， 第 9 回日本細胞外
小胞学会， 2022， ［ポスター］

007　林　建宇， 三谷文美絵， 坂本達哉， 上原　了， 疋田智也， 
吉田卓也， Andi Setiawan， 小根山千歳， 荒井雅吉：がんエ
クソソーム産生阻害物質（+）-Asteltoxin の作用機序解析， 
第 9 回日本細胞外小胞学会， 2022， ［ポスター］

008　疋田智也， 上原　了， 青木玲奈， 三谷文美絵， 宮田眞美
子， 吉田卓也， 山口　類， 小根山千歳：MEK/ERK シグ
ナルの活性化はリソソーム形成の抑制を介してエクソ
ソーム分泌を促進する， 第 81 回日本癌学会学術総会， 
2022， ［口頭］

009　三谷文美絵， 林　建宇， 荒井雅吉， 小根山千歳：Asteltoxin
は AMPK-mTOR を介したリソソーム機能亢進によって
エクソソーム産生を阻害する， 第 81 回日本癌学会学術総
会， 2022， ［口頭］

010　小根山千歳：Fer キナーゼを標的とした革新的がん治療
薬の開発， 第 81 回日本癌学会学術総会， 2022， ［シンポジ
ウム］

011　上原　了， 小根山千歳：がん細胞由来細胞外小胞を標的
とした新規阻害剤の探索， AdAMS 若手支援技術講習会
2022， 2022， ［口頭］

012　小根山千歳：Fer キナーゼを標的とした新規がん治療薬
の創出を目指して， 第 26 回日本がん分子標的治療学会学
術集会， 2022， ［シンポジウム］

腫瘍免疫応答研究分野
　
001　籠谷勇紀：Synthetic immunology to enhance safety and 

efficacy in adoptive cancer immunotherapy. 第 51 回 日
本免疫学会学術集会，2022， （熊本）， ［シンポジウム講演］

002　吉川聡明， 籠谷勇紀：A novel chimeric cytokine receptor-
engineered CAR-T cells achieve both potent cytotoxicity 
and reduced cytokine release syndrome. 第 51 回日本免
疫学会学術集会，2022， （熊本）， ［口演］

003　粕谷仁美， 籠谷勇紀：CD62L expression levels in the 
peripheral blood T cells predict the generation of 
antitumor T cell grafts with long-lived potential：第 51
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回日本免疫学会学術集会， 2022， （熊本）， ［ポスター］
004　籠谷勇紀：Development of next-generation chimeric 

antigen receptor-engineered T-cell therapy．第 84 回日
本血液学会学術集， 2022， （福岡）， ［教育講演］

005　籠谷勇紀：Current progress in adoptive cancer 
immunotherapy．第 81 回日本癌学会学術総会， 2022， （横
浜）， ［モーニングレクチャー講演］

006　籠谷勇紀：Improving antitumor T cell functions through 
epigenetic remodeling. 第 81 回 日 本 癌 学 会 学 術 総 会，
2022， （横浜）， ［International Session 講演］ 

007　吉川聡明，籠谷勇紀：A novel chimeric cytokine receptor-
engineered CAR-T cells with potent cytotoxicity and 
reduced cytokine release syndrome．第 81 回日本癌学会
学術総会， 2022， （横浜）， ［口演］

008　吉川聡明， 籠谷勇紀：エピジェネティック因子修飾によ
る抗腫瘍 T 細胞の機能改善．第 165 回日本獣医学会学術
集会， 2022， （Web）， ［講演］ 

009　籠谷勇紀：Genetic engineering of T cells for optimal 
adoptive immunotherapy．京都大学がん免疫総合研究セ
ンターセミナー， 2022， （京都）， ［講演］

010　籠谷勇紀：次世代型 CAR-T 細胞療法の開発．第 6 回 バ
イオ医薬 EXPO， 2022， （東京）， ［講演］

011　籠谷勇紀：エピジェネティクス改変による長期生存型
CAR-T 細胞の製造．第 14 回 日本血液疾患免疫療法学会，
2022， （WEB）， ［招待講演］

腫瘍免疫制御 TR 分野

001　小室裕康， 篠原周一，岡村文子，村岡大輔，福山隆，浜
名　洋，岸　裕幸，山下慶子，黒田浩章，松下博和：非
小細胞性肺癌におけるネオ抗原および癌・精巣抗原特異
的な CD8+T 細胞集団と腫瘍抗原同定のための Single 
Cell 解析を活用したアプローチ．第 19 回日本免疫治療学
会学術集会， 2022， （東京）， ［口演］

002　松下博和：脳腫瘍に対する免疫療法．第 42 回日本脳神経
外科コングレス総会， 2022， （大阪）， ［教育講演」

003　小室裕康， 篠原周一， 福嶋恭啓， 杉田裕介， 松井琢哉， 高
橋祐介， 岡村文子， 村岡大輔， 福山隆， 浜名　洋， 岸　裕
幸， 田中雄希， 尾上広祐， 小野口和英， 山下慶子， 山口
類， 黒田浩章， 岩田　尚， 松下博和：Single Cell 解析を活
用した非小細胞性肺癌におけるネオ抗原および癌・精巣
抗原特異的な CD8+T 細胞集団の同定．第 26 回日本がん
免疫学会， 2022， （島根）， ［口演］

004　松井琢哉， 松下博和， 山口　類， 鈴木あゆみ， 高原弘知， 
白井　俊， 高橋祐介， 坂倉範昭， 黒田浩章， 千馬謙亮， 中
村龍二， 小田梨紗， 立松　勉， 横田圭右， 奥田勝裕， 中西
良一：非小細胞肺癌における Human Leukocyte Antigen
遺伝子解析を用いた術後再発と生命予後のリスク評価．
第 26 回日本がん免疫学会， 2022， （島根）， ［口演］

005　道津洋介， 村岡大輔， 園田雄大， 小郷尚久， 浅井章良， 八
木田秀雄， 迎　寛， 池田裕明：ミトコンドリア電子伝達

系を介し T 細胞の活性化閾値を改善する新機軸代謝化合
物を用いたがん免疫療法の開発．第 26 回日本がん免疫学
会， 2022， （島根）， ［口演］

006　小室裕康， 篠原周一， 岡村文子， 村岡大輔， 福山　隆， 浜
名　洋， 岸　裕幸， 山下慶子， 黒田浩章， 松下博和：腫瘍
におけるネオ抗原および癌・精巣抗原特異的な CD ８+T
細胞集団と腫瘍抗原同定のための single cell 解析を活用
したアプローチ．第 81 回日本癌学会学術総会， 2022， （横
浜）， ［ポスター］

007　小室裕康， 高橋祐介， 矢田友紀， 福嶋恭啓， 宮本祐作， 山
本裕崇， 白橋幸洋， 篠原周一， 杉田祐介， 松井琢哉， 岡村
文子， 村岡大輔， 福山　隆， 黒田浩章， 松下博和， 岩田　
尚：HLA-B15 肺癌患者における KK-LC-1 に対する新規
TCR の検討．第 63 回日本肺癌学会， 2022， （福岡）， ［口
演］

008　溝口菜美， 松元彩香， 長谷田泰成 曽我孝利， 山道　茜， 
澤田晋一， 村岡大輔， 岡田秀穂， 秋吉一成， 原田直純：プ
ルランナノゲルは DC-SIGN への結合を通じて腫瘍増違
反マクロファージ選択的に薬剤を送達できる．第 81 回日
本癌学会学術総会， 2022， （横浜）， ［ポスター］

009　高橋寛行， 村上　央， 小郷尚久， 村岡大輔， 高木陽光， 浅
井章良：新規 STAT3 阻害剤 YHO-1701 は抗 PD-1 抗体
の抗腫瘍効果を増強する．第 81 回日本癌学会学術総会， 
2022， （横浜）， ［ポスター］

010　村岡大輔， 道津洋介， 小郷尚久， 園田雄大， 八木田秀雄， 
松下博和， 浅井章良， 池田裕明：ミトコンドリア電子伝
達系活性化合物は腫瘍浸潤 T 細胞の活性化閾値を改善し
抗腫瘍効果を導く．第 81 回日本癌学会学術総会， 2022， 

（横浜）， ［口演］
011　中司交明， 村岡大輔， 安井　潔， 原田直純， 澤田晋一， 秋

吉一成， 永安　武， 池田裕明：がん免疫療法における腫
瘍関連マクロファージを標的とする DDS である「CHP
ナノゲル」の標的分子の同定．第 81 回日本癌学会学術総
会， 2022， （横浜）， ［ポスター］

012　Hirokazu Matsushita：Revisiting Cancer Vaccine Using 
Neoantigens, IASLC 2022 Asia Conference on Lung 
Cancer, 2022, （Nara）, ［Symposium］

分子診断 TR 分野

001　阿部雄一， 田口　歩：免疫グロブリン結合タンパク質の
高深度プロテオーム解析と，新規がんバイオマーカー探
索研究への応用， 日本プロテオーム学会 2022 年大会， 
2022， （相模原）， ［口演］

002　Ayumu Taguchi, Yuichi Abe, Taisuke Kajino, Hisanori 

Isomura：In-depth proteomic analysis of cancer models. 
第 81 回日本癌学会学術総会， 2022，  （横浜）， ［口演］

003　Shuang Zhou, Yuichi Abe, Hisanori Isomura, Masatoshi 

Ishigami, Mitsuhiro Fujishiro, Ayumu Taguchi：Integrative 
plasma proteomics identifies novel diagnostic biomarkers 
in hepatocellular carcinoma. 第81回日本癌学会学術総会， 
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2022， （横浜）， ［口頭発表］
004　梶野泰祐， 原　和生， 藤城光弘， 田口　歩：lncRNA 

XXYLT1-AS2 は膵がんにおいてアポトーシスを抑制す
る：第 81 回日本癌学会学術総会， 2022， （横浜）， ［ポス
ター］

005　阿部雄一，磯村久徳， 小森康司， 藤城光弘， 田口　歩：血
漿タンパク質と自己抗体の定量的プロファイリングによ
る大腸がん早期診断バイオマーカーの探索同定 . 第 81 回
日本癌学会学術総会， 2022， （横浜）， ［ポスター］

006　磯村久徳， 森　治樹， 梶野泰祐， 阿部雄一， 三宅　亨， 谷 
眞至， 田口　歩：高腹膜播種転移マウス大腸癌細胞株の
マルチオミクス解析による大腸 癌腹膜播種転移機構の解
明：第 81 回日本癌学会学術総会， 2022， （横浜）， ［ポス
ター］

007　田口　歩：血液バイオマーカーが拓く大腸がん検診の近
未来， 2022， 第 30 回日本消化器関連学会週間（JDDW）， 

（神戸）， ［特別講演］
008　磯村久徳， 阿部雄一， 山田啓策， 大西祥代， 田中　努， 山

村健史， 中村正直， 島田昌明， 田近正洋， 藤城光弘， 川嶋
啓揮， 田口　歩：血漿タンパク質と自己抗体の定量的プ
ロファイリングによる大腸がん早期診断バイオマーカー
の探索同定， 2022， 第 33 回日本消化器癌発生学会， （東
京）， ［口頭発表］ 

009　磯村久徳， 森　治樹， 周　爽，梶野泰祐， 阿部雄一， 夏目
誠治， 木下敬史， 大内　晶， 三宅　亨， 飯田洋也， 細田和
貴， 小森康司， 清水泰博， 谷　眞至， 田口　歩：同系大腸
癌腹膜播種モデルの多層オミクス解析に基づく転移分子
機構解明， 2022， 第 33 回日本消化器癌発生学会， （東京）， 

［口頭発表］ 
0010　周　爽，阿部雄一，梶野泰祐， 磯村久徳， 田口　歩：

Integrated multi-omics analysis of a mouse model of 
NASH-derived HCC， 第 12 回名古屋大学医学系研究科・
生理学研究所合同シンポジウム， 2022， （Web）， ［口頭発
表］

0011　磯村久徳， 森　治樹， 周　爽，梶野泰祐， 阿部雄一， 夏
目誠治， 木下敬史， 大内　晶， 三宅　亨， 飯田洋也， 細田
和貴， 小森康司， 清水泰博， 谷　眞至， 田口　歩：Multi-
omics analysis of syngeneic colorectal cancer mouse 
model of peritoneal dissemination．第 12 回名古屋大学医
学系研究科・生理学研究所合同シンポジウム， 2022， 

（Web）， ［口頭発表］
0012　梶野泰祐， 水野和幸， 阿部雄一， 夏目誠二， 奥野正隆， 

倉石康弘， 奥野のぞみ， 桑原崇通， 羽場　真， 水野信匡， 
細田和貴， 清水泰博， 原　和生， 藤城光弘， 川嶋啓揮， 田
口　歩：lncRNA XXYLT1-AS2 は膵がんにおいてアポ
トーシスを抑制する．CoBiA 若手支援研究成果発表会， 
2022， （名古屋）， ［口頭発表］

がん標的 TR 分野

001　Ebi H：Mechanisms of resistance to RAS-targeting 
therapies．第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 2022， （京
都）， ［シンポジウム］

002　衣斐寛倫：KRAS G12C 阻害薬の初期・獲得耐性機構の
解明とその克服，日本癌分子標的治療学会　第 18 回がん
トランスレーショナルリサーチ（TR）ワークショップ―
がん分子標的療法耐性と克服戦略：2023 アップデート―， 
2023， （東京）， ［ワークショップ］

003　衣斐寛倫：ctDNA 解析から見た大腸がんの再分類と治療
効果予測，International Session 12，第 81 回日本癌学会
学術総会， 2022， （横浜）， ［シンポジウム］

004　新津宏明， 足立雄太， 衣斐寛倫：大腸がんにおける
MAPK シグナル異常と治療開発．第 81 回日本癌学会学
術総会， 2022， （横浜）， ［シンポジウム］

005　足立雄太，新津宏明，衣斐寛倫：KRAS 変異癌における
標的治療耐性機構の克服．第 81 回日本癌学会学術総会， 
2022， （横浜）， ［シンポジウム］
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病院長

001　Pratz KW, Panayiotidis P, Recher C, Wei X, Jonas BA, 

Montesinos P, Ivanov V, Schuh AC, DiNardo CD, Novak J, 

Pejsa V, Stevens D, Yeh SP, Kim I, Turgut M, Fracchiolla N, 

Yamamoto K, Ofran Y, Wei AH, Bui CN, Benjamin K, 

Kamalakar R, Potluri J, Mendes W, Devine J, Fiedler W：
Venetoclax combinations delay the time to deterioration 
of HRQoL in unfit patients with acute myeloid leukemia. 
Blood Cancer J. 12:71, 2022.

002　Katagiri S, Chi S, Minami Y, Fukushima K, Shibayama H, 

Hosono N, Yamauchi T, Morishita T, Kondo T, Yanada M, 

Yamamoto K, Kuroda J, Usuki K, Akahane D, Gotoh A：
Mutated KIT Tyrosine Kinase as a Novel Molecular 
Target in Acute Myeloid Leukemia. Int J Mol Sci. 
23:4694, 2022.

003　Kobayashi T, Yamamoto K, Kagami Y, Machida R, Miyazaki 

K, Nakamura S, Kuroda J, Maruyama D, Nagai H：
Prognostic value of the Kyoto Prognostic Index in 
higher-risk diffuse large B-cell lymphomas treated by 
upfront autologous stem cell transplantation in 
JCOG0908 trial. Jpn J Clin Oncol. 52:583-588, 2022. 

004　Ishizawa K, Yokoyama M, Kato H, Yamamoto K, Makita M, 

Ando K, Ueda Y, Tachikawa Y, Suehiro Y, Kurosawa M, 

Kameoka Y, Nagai H, Uoshima N, Ishikawa T, Hidaka M, Ito 

Y, Utsunomiya A, Fukushima K, Ogura M.：A phase I/II 
study of 10-min dosing of bendamustine hydrochloride 

（rapid infusion formulation） in patients with previously 
untreated indolent B-cell non-Hodgkin lymphoma, mantle 
cell lymphoma, or relapsed/refractory diffuse large 
B-ce l l  lymphoma in Japan .  Cancer Chemother 
Pharmacol. 90:83-95, 2022.

005　Hirayama T, Fujimori M, Ito Y, Ishida Y, Tsumura A, Ozawa 

M, Maeda N, Yamamoto K, Takita S, Mori M, Tanaka K, 

Horibe K, Akechi T.：Feasibility and preliminary 
effectiveness of a psychosocial support program for 
adolescent and young adult cancer patients in clinical 
practice: a retrospective observational study. Support 
Care Cancer. 31:146, 2023

006　Ono T, Takahashi N, Kizaki M, Kawaguchi T, Suzuki R, 

Yamamoto K, Ohnishi K, Naoe T, Matsumura I.：Clinical 
outcomes of second-generation tyrosine kinase inhibitors 
versus imatinib in older patients with CML. Cancer Sci. 
114:995-1006, 2023.

007　見目絵光， 山本一仁：マントル細胞リンパ腫のハイリス
クと治療戦略．血液内科， 84: 839-844， 2022.

008　山本一仁：ホジキンリンパ腫．今日の治療指針 2023， 
680-682 医学書院（2023 年 1 月 1 日発行）.

009　見目絵光， 山本一仁：マントル細胞リンパ腫【新リンパ

腫学―基礎・臨床の最新動向―】日本臨床， 81（増刊 3）: 
245-250， 2023.

消化器内科部

001　Kato S, Kuwatani M, Onodera M, Kudo T, Sano I, Katanuma 

A, Uebayashi M, Eto K, Fukasawa M, Hashigo S, Iwashita T, 

Yoshida M, Taya Y, Kawakami H, Kato H, Nakai Y, 

Kobashigawa K, Kawahata S, Shinoura S, Ito K, Kubo K, 

Yamato H, Hara K, Maetani I, Mukai T, Shibukawa G, Itoi 

T：Risk of Pancreatitis Following Biliary Stenting With/
Without Endoscopic Sphincterotomy: A Randomized 
Controlled Trial. Clin Gastroenterol Hepatol, 20（6）：
1394-1403, 2022．

002　Kitano M, Yoshida M, Ashida R, Kita E, Katanuma A, Itoi T, 

Mikata R, Nishikawa K, Matsubayashi H, Takayama Y, Kato 

H, Takenaka M, Ueki T, Kawashima Y, Nakai Y, Hashimoto S, 

Shigekawa M, Nebiki H, Tsumura H, Okabe Y, Ryozawa S, 

Harada Y, Mitoro A, Sasaki T, Yasuda H, Miura N, Ikemoto T, 

Ozawa E, Shioji K, Yamaguchi A, Okuzono T, Moriyama I, 

Hisai H, Fujita K, Goto T, Shirahata N, Iwata Y, Okabe Y, 

Hara K, Hashimoto Y, Kuwatani M, Isayama H, Fujimori N, 

Masamune A, Hatamaru K, Shimokawa T, Okazaki K, 

Takeyama Y, Yamaue H：Needle tract seeding after 
endoscopic ultrasound-guided tissue acquisition of 
pancreatic tumors: A nationwide survey in Japan. Dig 
Endosc, doi: 10.1111/den.14346, 2022．

003　Hara K, Okuno N, Haba S, Kuwahara T, Kuraishi Y, 

Yanaidani T, Fumihara D, Yamada M, Yasuda T, Ishikawa S：
Utility of a novel drill dilator for easier EUS-guided 
pancreatic duct drainage. J Hepatobiliary Pancreat Sci, 
29（10）: e91-e92, 2022．

004　Elshair M, Hara K, Haba S, Kuwahara T, Okuno N, Bakr A, 

Abu-Amer MZ：Combined duodenal stenting and 
endoscopic ultrasound-guided hepaticogastrostomy using 
forward-viewing echoendoscope: a one-scope technique. 
Endoscopy, 54（9）: e516-e517, 2022．

005　Inaba Y, Hijioka S, Iwama I, Asai T, Miyamura H, Chatani S, 

Hasegawa T, Murata S, Kato M, Sato Y, Yamaura H, Onaya 

H, Shimizu J, Hara K：Clinical usefulness of Somatostatin 
R e c ep t o r  S c i n t i g r a phy  i n  t h e  D i a gn o s i s  o f 
Neuroendocrine Neoplasms. Asia Ocean J Nucl Med 
Biol, 10（1）: 1-13, 2022．

006　Kurita Y, Kobayashi N, Hara K, Mizuno N, Kuwahara T, 

Okuno N, Haba S, Tokuhisa M, Hasegawa S, Kubota K, 

Nakajima A, Ichikawa Y：Clinical Outcomes of Everolimus 
Rechallenge in Patients with Pancreatic Neuroendocrine 
Neoplasms with No Other Treatment Options. Cancers 

4．学会誌・その他誌上発表テーマ調べ（病院）
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（Basel）, 14（22）: 5669. doi: 10.3390/cancers14225669，
2022．

007　Dei H, Natsume S, Okuno M, Kawakatsu S, Hosoda W, 

Matsuo K, Hara K, Ito S, Komori K, Abe T, Nagino M, 

Shimizu Y：Impact of pancreatic fat infiltration on 
postoperative pancreatic fistula occurrence in patients 
undergoing invagination pancreaticojejunostomy. HPB 

（Oxford）, 24（12）: 2119-2124, 2022．
008　Koyanagi YN, Oze I, Kasugai Y, Kawakatsu Y, Taniyama Y, 

Hara K, Shimizu Y, Imoto I, Ito H, Matsuo K：New insights 
into the genetic contribution of ALDH2 rs671 in 
pancreatic carcinogenesis: Evaluation by mediation 
analysi. Cancer Sci, 113（4）: 1441-1450, 2022．

009　Kurita Y, Hara K, Kobayashi N, Kuwahara T, Mizuno N, 

Okuno N, Haba S, Yagi S, Hasegawa S, Sato T, Hosono K, 

Endo I, Shimizu Y, Niwa Y, Utsunomiya D, Inaba Y, Nakajima 

A, Kubota K, Ichikawa Y：Detection rate of endoscopic 
ultrasound and computed tomography in diagnosing 
pancreatic neuroendocrine neoplasms including small 
lesions: A multicenter study. J Hepatobiliary Pancreat 
Sci, 29（8）: 950-959, 2022．

010　Masui T, Ito T, Komoto I, Kojima S, Kasai Y, Tanabe M, Hara 

K, Hirano S, Okusaka T, Ichikawa Y, Kinugasa Y, Kokudo N, 

Kudo A, Sakurai A, Sugihara K, Date H, Haruma K, Hijioka 

S, Hirata K, Yamano H, Sakamine M, Kikuchi T, Fukushima 

M, Imamura M, Uemoto S：Nationwide registry for 
patients with neuroendocrine neoplasm of pancreas, 
gastrointestinal tract, lungs, bronchi, or thymus in Japan. 
Int J Clin Oncol, 27（5）: 840-849, 2022．

011　Elshair M, Ugai T, Oze I, Kasugai Y, Koyanagi YN, Hara K, 

Ito H, Matsuo K：Impact of socioeconomic status and 
sibling number on the prevalence of Helicobacter pylori 
infection: a cross-sectional study in a Japanese 
population. Nagoya J Med Sci, 84（2）: 374-387, 2022．

012　Kawakatsu S, Shimizu Y, Natsume S, Okuno M, Ito S, Komori 

K, Abe T, Misawa K, Ito Y, Kinoshita T, Higaki E, Fujieda H, 

Sato Y, Ouchi A, Nagino M, Hara K, Matsuo K, Hosoda W：
Prognostic Significance of Intraoperative Peritoneal 
Lavage Cytology in Patients with Pancreatic Ductal 
Adenocarcinoma: A Single-Center Experience and 
Systematic Review of the Literature. Ann Surg Oncol, 
29（9）: 5972-5983, 2022．

013　Kurita Y, Kobayashi N, Hara K, Mizuno N, Kuwahara T, 

Okuno N, Haba S, Tokuhisa M, Hasegawa S, Sato T, Hosono 

K, Kato S, Kessoku T, Endo I, Shimizu Y, Kubota K, Nakajima 

A, Ichikawa Y, Niwa Y：Effectiveness and Prognostic 
Factors of Everolimus in Patients with Pancreatic 
Neuroendocrine Neoplasms. Intern Med, 62（2）: 159-167, 
2023．

014　Okuno M, Shimizu Y, Senda Y, Natsume S, Kawakatsu S, Ito 

S, Komori K, Abe T, Misawa K, Ito Y, Kinoshita T, Higaki E, 

Fujieda H, Sato Y, Ouchi A, Nagino M, Hara K：A new 

option for laparoscopic spleen-preserving distal 
pancreatectomy: three cases with splenic artery 
preservation and resection of the splenic vein. J Surg 
Case Rep, doi: 10.1093/jscr/rjac088, 2022. 

015　Taniguchi H, Masuishi T, Ogata T, Ando M, Mizuno N, Muro 

K.：First experience of a fully decentralized clinical trial: 
The dawn of a new era in oncology. Cancer Sci, doi: 
10.1111/cas.15792, 2023. 

016　Ozaka M, Nakachi K, Kobayashi S, Ohba A, Imaoka H, 

Terashima T, Ishii H, Mizusawa J, Katayama H, Kataoka T, 

Okusaka T, Ikeda M, Sasahira N, Miwa H, Mizukoshi E, 

Okano N, Mizuno N, Yamamoto T, Komatsu Y, Todaka A, 

Kamata K, Furukawa M, Fujimori N, Katanuma A, 

Takayama Y, Tsumura H, Fukuda H, Ueno M, Furuse J：A 
randomised phase II study of modified FOLFIRINOX 
versus gemcitabine plus nab-paclitaxel for locally 
advanced pancreatic cancer （JCOG1407）. Eur J Cancer, 
181：135-144, 2023. 

017　Fujiwara Y, Kuboki Y, Furukawa M, Mizuno N, Hara H, Ioka 

T, Ueno M, Takahashi Y, Takahashi S, Takeuchi S, Lihou C, 

Ji T, Tian C, Shimizu T：FIGHT-102: A phase 1 study of 
pemigatinib in Japanese patients with advanced 
malignancies. Cancer Med, doi: 10.1002/cam4.5798, 2023. 

018　Terashima T, Morizane C, Ushiama M, Shiba S, Takahashi H, 

Ikeda M, Mizuno N, Tsuji K, Yasui K, Azemoto N, Satake H, 

Nomura S, Yachida S, Sugano K, Furuse J：Germline 
variants in cancer-predisposing genes in pancreatic 
cancer patients with a family history of cancer. Jpn J 
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Chemother. 28（12）: 1677-1681, 2022.

007　Itoh N, Akazawa N, Yanaidani T, Hosoda W, Mori M：
Vancomycin-induced linear IgA bullous dermatosis in a 
patient with cancer. IDCases. 22;31:e01671, 2022.

008　Itoh N, Kawabata T, Akazawa N, Kawamura D, Murakami H, 

Ishibana Y,  Kodama EN, Ohmagari  N：Reduction 
strateg ies  for  inpat ient  ora l  th ird -generat ion 
cephalosporins at a cancer center: An interrupted time-
series analysis. PLoS One. 9; 18（2）: e0281518, 2023.

精神腫瘍科部

001　小森康永：ジョンとマイケル：＜問題＞を問題化した人
たち， 家族療法研究， 39（2）：179-185， 2022

002　小森康永， 野口裕二， 野村直樹：ナラティヴ・セラピー
の 30 年， 家族療法研究， 39（2）：186-192， 2022

003　小森康永：海外文献紹介 ディナ・ウォルラス『アリスハ
イマーの』， 家族療法研究， 39（3）：303-308， 2022

004　小森康永：探求方法としての書くこと， 精神療法， 増刊
第 9 号：166-171， 2022 

005　小森康永：Jon と Don のパラドックス， 精神療法， 49（1）：
48-53， 2023 

006　小森康永， 安達映子：ナラティヴ・コンサルテーション
―――書くことがひらく臨床空間， 金剛出版， 2022.4.20

007　C・ソンダ―ス（小森康永訳）：シシリー・ソンダ―ス， 
ケアを語る―――私のスピリチュアリティ， 北大路書房， 
2022.5.20

008　小森康永， 岸本寛史：がんと嘘と秘密―――ゲノム医療
時代のケア， 遠見書房， 2022.7.1

看護部

001　井上さよ子， 野口見知子：頭頸部アルミノックス治療の
光線過敏症対策の実践報告　精神的な影響に配慮した療
養環境の整備．第 45 回日本頭頸部癌学会， 2022， （奈良）， 

［口演］
002　山口真澄， 小原真紀子， 上岡亜子， 佐野雄三， 青木智子， 

能澤一樹， 足立　雄， 新津宏明， 井本逸勢， 安藤正志， 衣
斐寛倫：がん専門病院におけるがんゲノムプロファイリ
ング検査結果に基づく治験・臨床試験に関する相談内容
と今後の課題．第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 
2023， （福岡）， 「口演」

003　山口真由美， 新田都子， 青山寿昭：がん専門病院におけ

る PICS 予防のための取り組み．第 38 回愛知県看護学会， 
2022， （愛知）， ［口演］

004　新田都子， 山口真由美， 青山寿昭：緩和ケア病棟・緩和
ケアチーム専従経験があるがん性疼痛看護認定看護師の
ICU 配属後の活動．日本緩和医療学会東海・北陸支部学
術大会， 2022, （福井）, ［ポスター］ 

005　深堀慎一郎， 林　美子：特定行為研修修了者の活動を支
える組織内体制づくり～組織的な合意形成と周知活動を
中心に振り返る～．第 38 回愛知県看護学会， 2023， （愛
知）， （Web）， ［口演］

006　青山寿昭：頭頸部癌患者の放射線治療による嚥下障害， 
嚥下マニア， 2022, （愛知）, ［口演］

007　田崎智子：遺伝性乳がん卵巣がん症候群（HBOC）診療に
おける看護師の役割．第19回日本乳がん学会中部地方会， 
2022, （愛知）, ［口演］

008　八重樫裕， 青山寿昭：がん専門病院で嚥下外来の有効活
用をめざして．第 15 回日本摂食嚥下障害看護研究会， 
2022， （北海道）， （ハイブリッド開催）， ［口演］

009　久保　知：放射線治療・化学放射線療法の治療・看護 . 頭
頸部がんマスターガイド， メディカ出版， 140-174， 2021

010　向井未年子：特集：悪液質と食関連苦悩（eating-related 
distress；ERD）　食べることに関するつらさ（ERD）－
看護師の役割．緩和ケア， 32（5）， 青海社：389-393， 2022

011　Y. Kajimoto, K.Honda, K. Nozawa, M. Mukai, Lida Teng, A. 

Igarashi： Use of Anticancer Therapies and Economic 
Burden Near the End of Life in Japan: Results From 
Claims Database，JCO Global Oncology no. 8 （2022）

薬剤部

001　Maeda A, Ando H, Irie K, Hashimoto N, Morishige JI, 

Fukushima S, Okada A, Ebi H, Matsuzaki M, Iwata H, 

Sawaki M：Effects of ABCB1 and ABCG2 polymorphisms 
on the pharmacokinetics of abemaciclib. Eur J Clin 
Pharmacol. 78: 1239-1247, 2022.

002　Maeda A, Ando H, Irie K, Hashimoto N, Morishige JI, 

Fukushima S, Ebi H, Uchida K, Iwata H, Sawaki M：Effects 
o f  ABCB1 and ABCG2 po lymorphisms on the 
pharmacokinetics of abemaciclib metabolites （M2, M20, 
M18）. Anticancer Research. 43: 1283-1289, 2023.

003　Miyagi T, Tsuji D, Kawasakai Y, Ishikawa H, Tanaka R, 

Nakao M, Nakagaki S, Hayashi T, Ayuhara H, Harada T, 

Tamaki S, Maeda A, Ohashi Y, Arakawa Y, Fujita Y, 

Yamamoto K, Miyamoto Y, Yano T, Itoh K：Chemotherapy-
induced neutropenia as a prognostic factor in patients 
with extensive-stage small cell lung cancer. Eur J Clin 
Pharmacol, 79: 407-414, 2023.

004　Shimomura K, Yamaguchi T, Oya Y, Uchida K, Murotani K ：
Impact of Corticosteroids for IrAEs on the Clinical 
Outcome of Immunotherapy in Patients With NSCLC. 
Anticancer Research, 42（12）: 5961-5969, 2022.
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005　前田章光， 山内拓也， 長谷川彩子， 村田史子， 堀　恭子， 
加藤正孝， 松崎雅英：抗がん剤鑑査室の作業従事者及び
天井空調に対する抗がん剤汚染調査．日本病院薬剤師会
雑誌．58：770-775， 2022.

006　 前田章光：がん薬物療法における悪心・嘔吐に対する予
防と対応（特別寄稿）．愛知県病院薬剤師会雑誌．50：
2-5， 2022.

007　山口智江， 前田章光 （corresponding author）， 大島有美
子， 小柳津瞳， 中井　剛， 原田哲彦， 藤村浩司， 小西郁
代， 坂野博紀， 杉本智哉， 佐々木俊則， 佐藤由美子， 堀田
和男， 川合甲祐， 久田達也， 宮崎雅之：新型コロナウイル
ス感染症（COVID-19）流行が及ぼす外来診療におけるが
ん薬物療法および服薬指導への影響．日本病院薬剤師会
雑誌 59：35-40．2023.
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研究所長

001　Usui Y, Taniyama Y, Endo M, Koyanagi YN, Kasugai Y, Oze I, 

Ito H, Imoto I, Tanaka T, Tajika M, Niwa Y, Iwasaki Y, Aoi T, 

Hakozaki N, Takata S, Suzuki K, Terao C, Hatakeyama M, 

Hirata M, Sugano K, Yoshida T, Kamatani Y, Nakagawa H, 

Matsuda K, Murakami Y, Spurdle AB, Matsuo K, Momozawa 

Y：Helicobacter pylori, homologous-recombination genes, 
and gastric cancer. N Engl J Med, 388: 1181-1190, 2023. 

002　Katagiri R, Goto A, Nakano S, Nakatochi M, Koyanagi YN, 

Iwagami M, Hanyuda A, Yamaji T, Sawada N, Nakamura Y, 

Nakamura S, Kuriki K, Suzuki S, Imoto I, Momozawa Y, Oze 

I, Ito H, Tsugane S, Wakai K, Matsuo K, Iwasaki M：
Association of 25-hydroxyvitamin D with risk of overall 
and colorectal cancer among Japanese using a Mendelian 
randomization approach. Sci Rep, 13: 2384, 2023.

003　Yoshinaga K, Yasue A, Mitsui SN, Minegishi Y, Oyadomari S, 

Imoto I, Tanaka E：Effects of Wnt10a and Wnt10b double 
mutations on tooth development. Genes （Basel）, 14: 340, 
2023.

004　Tange S, Hirano T, Idogawa M, Hirata E, Imoto I, Tokino T：
MYEOV overexpression induced by demethylation of its 
promoter contributes to pancreatic cancer progression 
via activation of the folate cycle/c-Myc/mTORC1 
pathway. BMC Cancer, 23: 85, 2023. 

005　Iwagami M, Goto A, Katagiri R, Sutoh Y, Koyanagi YN, 

Nakatochi M, Nakano S, Hanyuda A, Narita A, Shimizu A, 

Tanno K, Hozawa A, Kinoshita K, Oze I, Ito H, Yamaji T, 

Sawada N, Nakamura Y, Nakamura S, Kuriki K, Suzuki S, 

Hishida A, Kasugai Y, Imoto I, Suzuki M, Momozawa Y, 

Takeuchi K, Yamamoto M, Sasaki M, Matsuo K, Tsugane S, 

Wakai K, Iwasaki M：Blood lipids and the risk of 
colorectal cancer: Mendelian randomization analyses in 
the Japanese Consortium of Genetic Epidemiology 
Studies. Cancer Prev Res （Phila）, 15: 827-836, 2022. 

006　Abe A, Imoto I, Ueki A, Nomura H, Kanao H：Moderate-
Risk Genes for hereditary ovarian cancers involved in 
the homologous recombination repair pathway. Int J Mol 
Sci, 23: 11790,2022.

007　Takahashi Y, Date H, Oi H, Adachi T, Imanishi N, Kimura E, 

Takizawa H, Kosugi S, Matsumoto N, Kosaki K, Matsubara Y; 

IRUD Consortium; Mizusawa H：Six years' accomplishment 
of the Initiative on Rare and Undiagnosed Diseases: 
nationwide project in Japan to discover causes, 
mechanisms, and cures. J Hum Genet, 67: 505-513, 2022.

008　Yoshimura A, Imoto I, Iwata H：Functions of breast 
cancer predisposition genes: Implications for Clinical 
Management. Int J Mol Sci, 23: 7481, 2022.

009　Abe A, Imoto I, Tange S, Nishimura M, Iwasa T：Prevalence 

of pathogenic germline BRCA1/2 variants and their 
association with clinical characteristics in Patients with 
epithelial ovarian cancer in a rural area of Japan. Genes 

（Basel）, 13: 1085, 2022. 
010　Kasugai Y, Kohmoto T, Taniyama Y, Koyanagi YN, Usui Y, 

Iwase M, Oze I, Yamaguchi R, Ito H, Imoto I, Matsuo K：
Association between germline pathogenic variants and 
breast cancer risk in Japanese women: The HERPACC 
study. Cancer Sci, 113: 1451-1462, 2022.

011　Koyanagi YN, Oze I, Kasugai Y, Kawakatsu Y, Taniyama Y, 

Hara K, Shimizu Y, Imoto I, Ito H, Matsuo K：New insights 
into the genetic contribution of ALDH2 rs671 in pancreatic 
carcinogenesis: Evaluation by mediation analysis. Cancer 
Sci, 113: 1441-1450, 2022.

012　丹羽　諒， 井本逸勢：第 8 章 疾患に関するゲノムやバリ
アントを調べる　3.ClinVar．実験医学増刊， 40（17）：
222-224， 2022．

013　井本逸勢， 高磯伸枝， 市川眞琴：泌尿器科医必見！がん
ゲノム医療の基本と応用．泌尿器外科 Vol.36・No.3， 36

（3）：207-213， 2023．

がん情報・対策研究分野 

001　Usui Y, Taniyama Y, Endo M, Koyanagi YN, Kasugai Y, Oze I, 

Ito H, Imoto I, Tanaka T, Tajika M, Niwa Y, Iwasaki Y, Aoi T, 

Hakozaki N, Takata S, Suzuki K, Terao C, Hatakeyama M, 

Hirata M, Sugano K, Yoshida T, Kamatani Y, Nakagawa H, 

Matsuda K, Murakami Y, Spurdle AB, Matsuo K, Momozawa 

Y：Helicobacter pylori, Homologous-Recombination 
Genes, and Gastric Cancer. N Engl J Med, 30; 388（13）: 
1181-1190, 2023. 

002　Yamagiwa Y, Tanaka K, Matsuo K, Wada K, Lin Y, Sugawara 

Y, Mizoue T, Sawada N, Takimoto H, Ito H, Kitamura T, 

Sakata R, Kimura T, Tanaka S, Inoue M; Research Group for 

the Development and Evaluation of Cancer Prevention 

Strategies in Japan：Author Correction: Response to 
antiviral therapy for chronic hepatitis C and risk of 
hepatocellular carcinoma occurrence in Japan: a 
systematic review and meta-analysis of observational 
studies. Sci Rep, 8; 13（1）: 3899, 2023．

003　Yamagiwa Y, Tanaka K, Matsuo K, Wada K, Lin Y, Sugawara 

Y, Mizoue T, Sawada N, Takimoto H, Ito H, Kitamura T, 

Sakata R, Kimura T, Tanaka S, Inoue M; Research Group for 

the Development and Evaluation of Cancer Prevention 

Strategies in Japan：Response to antiviral therapy for 
chronic hepatitis C and risk of hepatocellular carcinoma 
occurrence in Japan: a systematic review and meta-
analysis of observational studies. Sci Rep, 1;13（1）: 

5．学会誌・その他誌上発表テーマ調べ（研究所）
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3445,2023.
004　Manandhar Shrestha R, Mizoue T, Islam Z, Kawakatsu Y, Ito 

H, Wada K, Nagata C, Zha L, Kitamura T, Sakata R, Kimura 

T, Sugawara Y, Tsuji I, Sato R, Sawada N, Tsugane S, Lin Y, 

Oze I, Abe SK, Inoue M：Adult height and risk of 
colorectal cancer: a pooled analysis of ten population-
based cohort studies in Japan. J Epidemiol, 2023. 

005　Mueller SH, Lai AG, Valkovskaya M, Michailidou K, Bolla 

MK, Wang Q, Dennis J, Lush M, Abu-Ful Z, Ahearn TU, 

Andrulis IL, Anton-Culver H, Antonenkova NN, Arndt V, 

Aronson KJ, Augustinsson A, Baert T, Freeman LEB, 

Beckmann MW, Behrens S, Benitez J, Bermisheva M, 

Blomqvist C, Bogdanova NV, Bojesen SE, Bonanni B, 

Brenner H, Brucker SY, Buys SS, Castelao JE, Chan TL, 

Chang-Claude J, Chanock SJ, Choi JY, Chung WK; NBCS 

Collaborators; Colonna SV; CTS Consortium; Cornelissen S, 

Couch FJ, Czene K, Daly MB, Devilee P, Dörk T, Dossus L, 

Dwek M, Eccles DM, Ekici AB, Eliassen AH, Engel C, Evans 

DG, Fasching PA, Fletcher O, Flyger H, Gago-Dominguez M, 

Gao YT, García-Closas M, García-Sáenz JA, Genkinger J, 

Gentry-Maharaj A, Grassmann F, Guénel P, Gündert M, 

Haeberle L, Hahnen E, Haiman CA, Håkansson N, Hall P, 

Harkness EF, Harrington PA, Hartikainen JM, Hartman M, 

Hein A, Ho WK, Hooning MJ, Hoppe R, Hopper JL, 

Houlston RS, Howell A, Hunter DJ, Huo D; ABCTB 

Investigators; Ito H, Iwasaki M, Jakubowska A, Janni W, 

John EM,  Jones  ME,  Jung A,  Kaaks  R,  Kang D, 

Khusnutdinova EK, Kim SW, Kitahara CM, Koutros S, Kraft 

P, Kristensen VN, Kubelka-Sabit K, Kurian AW, Kwong A, 

Lacey JV, Lambrechts D, Le Marchand L, Li J, Linet M, Lo 

WY, Long J, Lophatananon A, Mannermaa A, Manoochehri 

M, Margolin S, Matsuo K, Mavroudis D, Menon U, Muir K, 

Murphy RA, Nevanlinna H, Newman WG, Niederacher D, 

O'Brien KM, Obi N, Offit K, Olopade OI, Olshan AF, Olsson 

H, Park SK, Patel AV, Patel A, Perou CM, Peto J, Pharoah 

PDP, Plaseska-Karanfilska D, Presneau N, Rack B, Radice P, 

Ramachandran D, Rashid MU, Rennert G, Romero A, Ruddy 

KJ, Ruebner M, Saloustros E, Sandler DP, Sawyer EJ, 

Schmidt MK, Schmutzler RK, Schneider MO, Scott C, Shah 

M, Sharma P, Shen CY, Shu XO, Simard J, Surowy H, 

Tamimi RM, Tapper WJ, Taylor JA, Teo SH, Teras LR, Toland 

AE, Tollenaar RAEM, Torres D, Torres-Mejía G, Troester 

MA, Truong T, Vachon CM, Vijai J, Weinberg CR, Wendt C, 

Winqvist R, Wolk A, Wu AH, Yamaji T, Yang XR, Yu JC, 

Zheng W, Ziogas A, Ziv E, Dunning AM, Easton DF, 

Hemingway  H,  Hamann U,  Kuchenbaecker  KB：
Aggregation tests identify new gene associations with 
breast cancer in populations with diverse ancestry. 
Genome Med, 26; 15（1）: 7, 2023.

006　Lopes Cardozo JMN, Andrulis IL, Bojesen SE, Dörk T, Eccles 

DM, Fasching PA, Hooning MJ, Keeman R, Nevanlinna H, 

Rutgers EJT, Easton DF, Hall P, Pharoah PDP, van 't Veer 

LJ, Schmidt MK; Breast Cancer Association Consortium and 

MINDACT Collaborators：Associations of a Breast 
C a n c e r  P o l y g e n i c  R i s k  S c o r e  W i t h  Tumo r 
Characteristics and Survival. J Clin Oncol, 1; 41（10）: 
1849-1863, 2023.

007　Taniyama Y, Oze I, Koyanagi YN, Kawakatsu Y, Ito Y, 

Matsuda T, Matsuo K, Mitsudomi T, Ito H：Changes in 
survival of patients with non-small cell lung cancer in 
Japan: An interrupted time series study.Cancer Sci, 114

（3）: 1154-1164, 2023.
008　Jia G, Ping J, Shu X, Yang Y, Cai Q, Kweon SS, Choi JY, 

Kubo M, Park SK, Bolla MK, Dennis J, Wang Q, Guo X, Li B, 

Tao R, Aronson KJ, Chan TL, Gao YT, Hartman M, Ho WK, 

Ito H, Iwasaki M, Iwata H, John EM, Kasuga Y, Kim MK, 

Kurian AW, Kwong A, Li J, Lophatananon A, Low SK, 

Mariapun S, Matsuda K, Matsuo K, Muir K, Noh DY, Park B, 

Park MH, Shen CY, Shin MH, Spinelli JJ, Takahashi A, 

Tseng C, Tsugane S, Wu AH, Yamaji T, Zheng Y, Dunning 

AM, Pharoah PDP, Teo SH, Kang D, Easton DF, Simard J, 

Shu XO, Long J, Zheng W：Genome- and transcriptome-
wide association studies of 386,000 Asian and European-
ancestry women provide new insights into breast cancer 
genetics. Am J Hum Genet, 1; 109（12）: 2185-2195, 2022.

009　Ishigaki K, Sakaue S, Terao C, Luo Y, Sonehara K, 

Yamaguchi K, Amariuta T, Too CL, Laufer VA, Scott IC, 

Viatte S, Takahashi M, Ohmura K, Murasawa A, Hashimoto 

M, Ito H, Hammoudeh M, Emadi SA, Masri BK, Halabi H, 

Badsha H, Uthman IW, Wu X, Lin L, Li T, Plant D, Barton A, 

Orozco G, Verstappen SMM, Bowes J, MacGregor AJ, Honda 

S, Koido M, Tomizuka K, Kamatani Y, Tanaka H, Tanaka E, 

Suzuki A, Maeda Y, Yamamoto K, Miyawaki S, Xie G, Zhang 

J, Amos CI, Keystone E, Wolbink G, van der Horst-Bruinsma 

I, Cui J, Liao KP, Carroll RJ, Lee HS, Bang SY, Siminovitch 

KA, de Vries N, Alfredsson L, Rantapää-Dahlqvist S, Karlson 

EW, Bae SC, Kimberly RP, Edberg JC, Mariette X, Huizinga 

T, Dieudé P, Schneider M, Kerick M, Denny JC; BioBank 

Japan Project; Matsuda K, Matsuo K, Mimori T, Matsuda F, 

Fujio K, Tanaka Y, Kumanogoh A, Traylor M, Lewis CM, 

Eyre S, Xu H, Saxena R, Arayssi T, Kochi Y, Ikari K, Harigai 

M, Gregersen PK, Yamamoto K, Louis Bridges S Jr, Padyukov 

L, Martin J, Klareskog L, Okada Y, Raychaudhuri S：Multi-
ancestry genome-wide association analyses identify 
novel genetic mechanisms in rheumatoid arthritis. Nat 
Genet, （11）: 1640-1651, 2022. 

010　Masaoka H, Matsuo K, Oze I, Kimura T, Tamakoshi A, 

Sugawara Y, Tsuji I, Sawada N, Tsugane S, Ito H, Wada K, 

Nagata C, Kitamura T, Zha L, Sakata R, Ozasa K, Lin Y, 

Mizoue T, Tanaka K, Abe SK, Inoue M：Cigarette smoking, 
smoking cessation and bladder cancer risk: A pooled 
analysis of ten cohort studies in Japan. J Epidemiol, 2022. 

011　Sogawa R, Shimanoe C, Tanaka K, Hara M, Nishida Y, 

Furukawa T, Nagayoshi M, Hishida A, Kubo Y, Kato Y, Oze I, 
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Ito H, Nakamura Y, Kusakabe M, Tanoue S, Koriyama C, 

Suzuki S, Otani T, Matsui D, Watanabe I, Kuriki K, 

Takashima N, Kadota A, Watanabe T, Arisawa K, Ikezaki H, 

Otonari J, Wakai K, Matsuo K; Japan Multi-Institutional 

Collaborative Cohort （J-MICC） Study：Sex- and age-
specific all-cause mortality in insomnia with hypnotics: 
Findings from Japan multi-institutional Collaborative 
Cohort Study. Sleep Med, 100: 410-418, 2022. 

012　Saita K, Sumitani M, Nishizawa D, Tamura T, Ikeda K, Wakai 

K, Sudo Y, Abe H, Otonari J, Ikezaki H, Takeuchi K, Hishida 

A, Tanaka K, Shimanoe C, Takezaki T, Ibusuki R, Oze I, Ito 

H, Ozaki E, Matsui D, Nakamura Y, Kusakabe M, Suzuki S, 

Nakagawa-Senda H, Arisawa K, Katsuura-Kamano S, Kuriki 

K, Kita Y, Nakamura Y, Momozawa Y, Uchida K：Genetic 
polymorphism of pleiotrophin is associated with pain 
experience in Japanese adults: Case-control study. 
Medicine （Baltimore）, 16; 101（37）, 2022.

013　Elshair M, Ugai T, Oze I, Kasugai Y, Koyanagi YN, Hara K, 

Ito H, Matsuo K：Impact of socioeconomic status and 
sibling number on the prevalence of Helicobacter pylori 
infection: a cross-sectional study in a Japanese 
population.Nagoya J Med Sci; 84（2）: 374-387, 2022. 

014　Grootes I, Keeman R, Blows FM, Milne RL, Giles GG, 

Swerdlow AJ, Fasching PA, Abubakar M, Andrulis IL, Anton-

Culver H, Beckmann MW, Blomqvist C, Bojesen SE, Bolla 

MK, Bonanni B, Briceno I, Burwinkel B, Camp NJ, Castelao 

JE, Choi JY, Clarke CL, Couch FJ, Cox A, Cross SS, Czene 

K, Devilee P, Dörk T, Dunning AM, Dwek M, Easton DF, 

Eccles DM, Eriksson M, Ernst K, Evans DG, Figueroa JD, 

Fink V, Floris G, Fox S, Gabrielson M, Gago-Dominguez M, 

García-Sáenz JA, González-Neira A, Haeberle L, Haiman 
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